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（入
門
向
き
）
桜
沢
如

一
著

魔
法
の
メ
ガ
ネ

無
双
原
理
の
物
の
考
え
方
　

八吾
円

永
遠
の
少
年
（上
）
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
／
一一一〇〇
円

食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

一、
こ
〇
円

生
命
現
象
と
環
境

や
さ
し
い
エ
コ
Ｒ
ン
ー
　

一一一８
円

新
食
養
療
法
　
正
食
身
むヽ
改
性理
法
　
　
　
　
一、
一一８
円

東
洋
医
学
の
哲
学

軽
装
普
及
版
　
　
　
　
一一、０８
円

（資
料
）
米
上
院
栄
養
委

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
　
　
　
　
　
　
二８
円

桜
沢
里
真
著

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
家
庭
料
理
全
書
三
、舌
〇
円

（研
究
向
き
）

桜
沢
如

一
著

無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法

　

九
８
円

宇
宙
の
秩
序

最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
　
一、
０
８
円

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

量
ｏ
円

健
康
の
七
大
条
件
　
正
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
三
吾
円

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
　
九
８
円

平
和
と
自
由
の
原
理
　
東
西
文
明
の
統
合
　
二
、０８
円

石
塚
左
玄
　
食
養
法
開
祖
小
伝
　
　
　
　
　
一、一
８
円

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓８
円

ク
ラ
ラ

。
シ
ュ
ー
マ
ン
　
人
生
論
　
　
　
　
　
七
三〇
円

人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
分
レ
と

　

一一、０８
円

自
然
医
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、三８
円

原
典

コ
ピ
ー
版

桜
沢
如

一
著

バ
イ
キ
ン
の
国
探
険

人
間
革
命
の
書

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
審
判

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

食
物
と
人
生

正
し
い
食
物
に
つ
い
て

天

国

の

鍵

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

『新
し
き
世
界
へ
』
邑
ｏ上
一更
号

「新
し
き
世
界
へ
』
三
ｏ上
一房
号

心
身
改
造
法

体
質
別
正
食
法

食
養
手
当
法
　
正
食
医
学
秘
伝

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法

９０
分
×
２
本
　
四
、
ｏ８
円

〒
邑
ｏ

９０
分
×
２
本
　
四
、８
ｏ
円

Ｔ
ｍ切
ι

９０
分
×
２
本
　
四
、
ｏ８
円

〒
８
ｏ

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
δ

芋
‐
一六
〇

一Ｔ
〓
あ

一Ｔ
〓
６

一Ｔ
〓
６

一丁

四
〇

手
‐
二
〇
〇

一丁

〓
ハ
ｏ

一Ｔ

〓
δ

一Ｔ

〓
δ

（
品

切

れ

）

（
品

切

れ

）

一丁

一
六
〇

（
品

切

れ

）

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ，
二
〇
〇

一丁

〓
ハ
ｏ

一、
二
〓
円
　
一Ｔ
一舌

二
、
０
８
円
　
一丁
一舌

一、
三
８
円
　
一Ｔ
一舌

八
８
円
　
一Ｔ
一舌

一、
二
８
円
　
一Ｔ
一舌

一、
二
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
、
０
８
円
　
一下
一舌

一、
三
８
円
　
一丁
一舌

二
、
〇
〓
円
　
一Ｔ
一舌

三
、六
８
円
　
一Ｔ
冥
ｏ

一、
三
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

七
８
円

（品
切
れ
）

一、
０
８
円
　
一Ｔ
一舌

一、
〇
〓
円
　
一Ｔ
一舌

三
、
三
８
円
　
一丁
一杏

一堪
８
円
　
一Ｔ
一杏

二
、
八
８
円
　
一丁
一菖

八
８
円
　
一Ｔ
一舌

天
、
ｏ
〓
円

（口如
切
れ
）

天
、
ｏ
８
円
　
一Ｉ
一合

■
健
康
の
七
大
条
件
Ｌ
原
子
転
換
」を
の
ぞ
く
）

砂
糖
の
毒
と
肉
食
の
害
　
　
　
　
　
　
一、
一一８
円
　
一Ｔ
一邑

Ｐ
Ｕ
歌
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一百
円
　
一工

舌

桜

沢

如

一
　

カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
　
特
別
ゼ
ミ
ナ
！
ル

判
断
力
の
話
　
七
〇
歳
、
新
春
講
義

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一巻
―
冥
巻

大

森
英

桜
　
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

無
双
原
理
入
門
　
宇
宙
法
則
と
は
？

健
康
法
総
批
判

原
理
の
な
い
健
康
法

主
食
の
徹
底
研
究

人

間

は
ど

こ
か

ら

来

た

か

６０
分
×
２
本
　
一一一、０８
円

含
印切
れ
）

６０
分
×
２
本
　
一一、六
８
円

↑
田切
れ
）

６０
分
×
３‐
本

異
、三
８
円

（品．
明
短
）

６０
分
と
９０
分
　
一一一、０８
円

曾
印切
れ
）

ガ
ン
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
４
本

一〇、８
０円

久
司
御
知
夫
　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

世
界
平
和
と
健
康
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分

×
３
本
　
四
、
三
８
円

〒
呂
ｏ

●
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
発
行
の
図
書

・
テ
…
プ
は
、　
一
般
書
店
で
は
扱

っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
部
へ
直
接
申
し
込
む
か
、
全
国
日
本
Ｃ
ｉ
協

会
友
の
店
の
自
然
食
品
店
や
各
セ
ン
タ
！
で
お
願
い
し
ま
す
。
コ

ピ
ー
版
、
テ
ー
プ
を
の
ぞ
く
主
な
本
は
、
紀
伊
国
屋
書
店
で
扱
っ

て
い
ま
す
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
①
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
冗

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
を
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
①
の
場
合
は
２
週
間
、
②
の
場
合
は
、
３
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
〇

電〒
話 1馴

６０
分
×
２
本

９０
分
×
２
本

四
時
間
で
三
本

６０
分
×
２
本

二
、
六
８

円

〒

き

ｏ

口
、
ｏ
８

円

〒

邑

ｏ

四
、
三
〇
〇
ｍ同

一Ｔ
一一一〇
〇

二
、
六
〇
〇
【門

一Ｔ
一６
０

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、

三
千
円
未
満
　
二
百
円

六
千
円
未
満
　
一二
百
円

一
万
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
以
上
　
五
百
円



■ 5月 24、 25日 、食養料理講座 (I)

■ 6月 ア、 8日 、コ巨食医学講座  (各種病気と望診法
前期 )

■ 6月 15日 、「手打ちソバと料理の基本」講習会

■ 6月 21、 22日 、食養料理講座 (I)

早めにお申 し込み ください /

5新
2し
3き
号世
界
ヘ

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

■
本
誌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
／
　
今
号

一
部
二
五
〇
円

（切
手
代
用
可
）

×
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
Ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
８
一３

Ｈ̈
Ｓ
ｏ
「”
ヨ
●
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
〓
”
【８
５

Ｈ電
０
３
３
５

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

ｏ
Ｏ

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｔ
あ
８
品
８
　
ｏ
７

８
１
”

（
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
イ
不
―
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
『
一３

Ｂ̈

Ｃ
５
【ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ド
年
■
ア
ィ
ツ
カ
′・‥
‥
３
●
ｏ
『ｏ
ｇ
Ｏ
Ｉ

〓
ｆ
■

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
′■
オ
テ
ィ
ク
ス
３
，
０
「Ｏ
ｇ
ｏ
一お
∽、形
″

容
詞
は

ヨ
８
８
σ
一ｏ
″お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

。
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

ぶ

。

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

４

「天
中
殺
」
講
演
会
、
三
木
先
生

「呼
吸
」
講
演
会
な
ど

話
題
の
コ
ー
ナ
ー
…
…
６

ご
飯
の
炊
き
方
、
吉
岡
隆
徳
氏
と
原
爆
放
射
能
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
ア
ジ
ソ
ン
病
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
躁
う
つ
病
、
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
の

″繊
維
バ
ン
′′、
マ
ス
コ
ミ

が
無
視
し
た
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
意
見
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
対
策

三
島
氏
、
バ
ー
キ

ッ
ト
博
士
に
会
う
…
…
１３

Ｇ
Ｏ
テ
キ
ス
ト

・
シ
リ
ー
ズ

生
物
学
的
に
見
た

「恩
」
の
社
会
構
造

／
桜
沢
如

一
…

病
気
は
罪
悪
で
あ
る
／
／
桜
沢
如

一
…

『新
食
養
療
法
』
初
版
よ
り

内
臓
の
悪
い
男
児
／
大
森
英
桜
…
…
２８

正
食
医
学
健
康
相
談

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
通
信
／
高
浪
市
太
郎
…
…
３３

器
用
さ
に
つ
い
て
、
波

生
存
へ
の
行
進
ア
ピ
ー
ル
（１５
）
／
石
川
義
剛
…
…
３６

「塩
」
Ｑ
＆
Ａ
（そ
の
ι

／
日
本
食
用
塩
研
究
会
…
…
３８

皐
月
の
食
養
普
茶
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
４‐

■
今
号
、

「ジ
ャ
ッ
ク
と
ミ
チ
」

「米
国
に
お
け
る
食
品
購
入
の
指
針
」

は
休
載
で
す
。



‥手‥‐
一螂
一痴
藝
痴
ホ
小
渉
■
「
一「
ホ
¨
¨
「
一

３
月
１７

日
、
第

一
回
の
情
報
交
換
会
が
開

か
れ
、
十

名
ほ
ど
の
熱
心
な
人
々
が
集
ま
り

ま
し
た
。

ま
ず
、
橋
本
編
集
長
か
ら
、
現
在
の
世
界

情
勢
な
ど

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が

あ
る
か
、　
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
に
関
連
し

て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ぼ
う
大
な
情
報
の

中
か
ら
正

し
い
も
の
を
選
ん
で
い
く
か
に
つ

い
て
話
が
あ
り
、
各
種
の
図
書

・
資
料
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
時
事
問
題
ば
か
り
で
な
く
、

経
済
に
関
連
し
て
日
本
語
の
特
性
、
日
本
人

の
脳
の
構
造
に
つ
い
て
の
本
も
話
題
に
出
ま

し
た
。

川
嶋
理
事
か
ら
は
、
こ
の
情
報
時
代
に
生

き
抜
く
に
は
、
月
間

一
万
数
千

ペ
ー
ジ
の
多

読
を
し
て
、
頭
を
き
た
え
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
、
と
、
歴
史
や
科
学
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
５
月
１９
日
⌒月
）
６
時
半
か
ら
で
、

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
読
ん
だ
本
や
資
料
の
紹

介
を
し
あ
う
こ
と
に
し
ま
し
た
、

３
月
１８
日
、
食
養
女
性
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。

今
後
の
予
定
が
話
し
合
わ
れ
、
食
養
の
基

本
を
じ

っ
く
り
勉
強
し
て
ゆ
こ
う
、
と
い
う

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・

ニ

ュ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
、
大
歓

迎
で
す
。
無
双
原
理
の
考
え
方
を
学
び
、
実

生
活
に
生
か
し
て
い
く
勉
強
会
で
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
５
月
は
、
１３
日
の

人
曜
日
で
す
。

３
月
２０
日
、
大
森
英
桜
先
生
の
特
別
講
演

会
で

『天
中
殺
の
解
明
』
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。天

中
殺
と
は
、
易
学
で
い
う
空
亡
の
こ
と

で
、
そ
の
時
、
事
を
お
こ
す
と
破
滅
す
る
、

と
い
う
占
星
学
と
し
て
、
和
泉
宗
章
と
い
う

人
が
本
を
出
し
、
爆
発
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な

っ
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
巨
人
軍
の
長
島
監
督
が
、
こ

の
４
月
に
辞
め
る
、
と
い
う
予
言
が
当
た
り

そ
う
も
な
く
な
り
、
私
は
占

い
を
や
め
る
、

と
言

い
だ
し
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

和
泉
氏
は
、
占

い
の
専
門
家
で
は
な
く
、

素
人
が
本
を
出
し
て
大
も
う
け
し
た
と
い
っ

て
、
本
職
の
易
占
家
か
ら
、
や

っ
か
ま
れ
て

い
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

十
干
と
十
二
支
の
間
で
二
つ
余
り
が
出
る

の
が
空
亡
で
、
大
森
先
生
は
、
こ
れ
を
太
陽

や
惑
星
の
動
き
、
特
に
冥
王
星
が
海
王
星
の

軌
道
の
内
側
に
入
り
こ
む
こ
と
な
ど
に
関
連

し
て
説
明
さ
れ
、
天
中
殺
が
厄
で
あ
る
と
い

う
の
は
ウ
ソ
で
は
な
い
が
、
占

い
者
の
い
う

―

ス

『
「
■
渉
「
■
ホ
藝
『
一「
一掛
藝
掛
「
掛
「
「
強
掛
螂
郵
掛
静
螂
静
静

ほ
ど
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
ら
　
　
を
考
え
な
い
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
が
、
食
養

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
料
理
に
つ
い
て
感
心
す
る
こ
と
は
、
初
め

―
―
―
―
―
―
―
日
日
―
日
日
―
―
ロ
ー
日
　
　
か
ら
排
泄
に
役
立

つ
も
の
を
入
れ
て
、
い
か

３
月
２２
日
、
東
京
芸
術
大
学
の
三
木
成
夫
　
　
に
し
て
体
に
不
要
な
も
の
を
残
さ
な
い
か
、

先
生
の

「人
類
の
呼
吸
―
―
自
然
呼
吸
か
ら
　
　
と
い
う
観
点
で
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
」

意
志
呼
吸
へ
」
と
い
う
特
別
講
演
が
あ
り
ま
　
　
　
と
言
わ
れ
、
呼
吸
に
つ
い
て
も
、　
″呼
″

し
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
、
吐
く
こ
と
で
、
吐
く
の
が
先
で
、
吸

―

―

―

日

―

日

１

日

目

１

日

―

ロ

ー

日

日

―

　

　

ぅ

の

が

後

、

つ

ま

り

、

い

か

に

不

要

な

ガ

ス

ニ
木
先
生
は
、　
一
昨
年
来
、
毎
年

一
回
、
　

　

を
吐
く
の
が
大
切
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
呼

講
演
し
て
い
た
だ

い
て
、
今
回
は
三
回
目
で
　
　
吸
と
い
う
言
葉
に
も
出
て
い
る
、
と
し
て
、

し
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
つ
う
の
人
は
、
肺
の
ほ
ん
の
上
の
方
で
し

「私
た
ち
は
、
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
、
　

　

か
呼
吸
し
て
い
な
い
、
と
、
呼
吸
器
官
の
系

と
い
う
こ
と
ば
か
り
気
に
し
て
、
体
に
不
要
　
　
統
的
発
生
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使

っ

な
も
の
を
ど
う
し
て
出
す
か
、
と
い
う
こ
と
　
　
て
説
明
さ
れ
、
日
本
経
済
新
聞
の
文
化
欄
に

▲「“呼"が大切」と、三木成夫先生。
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依
頼
さ
れ
て
書

い
た
原
稿
を
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
工
の
カ
ン
ナ
仕
事
な
ど
伝
統
的

な
作
業
は
、
自
然
の
呼
吸
の
リ
ズ
ム
に
合

っ

て
い
て
、
仕
事
の
歌
が
、
呼
吸
と
作
業
の
調

和
の
役
を
果
た
し
て
い
た
、
と
こ
ろ
が
近
代

の
電
動
に
よ
る
作
業
は
、
こ
の
リ
ズ
ム
と
関

係
な
く
、　
一
本
調
子
で
、
作
業
者
の
心
身
に

非
常
に
具
合
が
わ
る
い
、
と
い
う
趣
旨
で
し

とに
。ま

た
、
先
生
の
同
窓
生
が
、
毎
年
、
ガ
ン

で
死
ぬ
が
、
ガ
ン
に
な
る
人
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、　
一
町
獲
の
タ
イ
プ
で
、
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
や
べ
ら
な
い
、
ガ
ン
コ
な

人
で
あ
り
、
井
戸
端
会
議
の
話
し
役
の
よ
う

な
、
″呼
″
の
上
手
な
人
は
、
ガ
ン
に
な
り
に

く
い
、
女
性
は
、
　
″呼
″
を
す
る
時
に
、
発

声
器
官
が
い
っ
し
ょ
に
動

い
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
る
よ
う
だ

（女
性
は
お
ｔ
ゃ
べ
り
）
、

と
言

っ
て
、
満
場
を
笑
わ
せ
ま
し
た
。

な
お
、
三
木
先
生
の
呼
吸
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
季
刊

『綜
合
看
護
』
７９
年
１
号

（現

代
社
刊
、
卿
円
、
〒
脚
円
）
に
の

っ
て
い
ま

す
。
　
璽
日店
に
注
文
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
も

扱

っ
て
い
ま
す
。
）

４
月
４
日
、
月
例
会
で
大
森
先
生
の

「体

質
と
病
気
の
陰
陽
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

く
な
り
、
そ
の
間
、
食
養
―
玄
米
食
で
生
ま

れ
た
子
供
が
何
十
万
人
も
い
る
は
ず
だ
が
、

ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
、
さ

っ
ぱ
り
見

あ
た
ら
な

い
し
、
八
〇
歳
以
上
で
元
気
で
活

躍
し
て
、
玄
米
食
の
見
本
に
な
る
よ
う
な
人

が
、
た
く
さ
ん
出
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
さ

っ
ば
り
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、

ど
こ
か
、
食
養
の
や
り
方
が
間
違

っ
て
い
る

の
で
は
な

い
か
。
戦
前
か
ら
の
食
養
の
欠
点

と
し
て
、
動
物
性
食
品
、
特
に
魚
を
入
れ
る

の
が
間
違

い
だ
と
思

っ
て
、
純
正
菜
食
を
唱

え
て
三
十
年
間
、
実
行
し
て
き
た
が
．
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
体
質
別
、
年
齢
別
、
男
女
別

の
食
事
と
い
う
こ
と
が
正
し
く
行
な
わ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

戦
前
に
書
か
れ
た

『新
食
養
療
法
』
以
来
、

食
養
と
い
う
と
、
ゴ

マ
塩
、
キ
ン
ピ
ラ
、
テ

ッ
カ
ミ
ソ
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
が
、
今
の
人
の
中
に
は
、
動
物
性
食
品
を

多
く
摂

っ
て
、
陽
性
の
毒
を
も

っ
て
い
る
人

が
多
く
、
こ
れ
を
出
す
た
め
に
は
、
そ
れ
に

合

っ
た
陰
性
食
を
摂
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
玄
米
に
油
が
た

っ
ぷ
り
あ
る

の
に
、
料
理
に
油
を
使

い
過
ぎ
る
と
、
子
供

な
ん
か
は
、
熱
を
出
し
や
す
く
、
大
人
は
肝

臓
を
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
油
の
摂
り
方
は
少

な
め
に
し
、
摂
る
時
は
、
大
根
お
ろ
し
や
レ

モ
ン
を
使

っ
て
油
の
カ
ロ
リ
ー
を
消
す
よ
う

「石
塚
左
玄
以
来
、
食
養
運
動
も
九
十
年
近
　
　
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

螂
熱
一螂
一警
甍
怖
一掛
痴
鰤
掛
瑯
「
鰤
螂
一̈
一
イ

ン
タ
ー

マ

ッ
ク
　
・
ニ

ュ

純
正
菜
食
で
育
て
た
子
供
た
ち
の
例
を
見

て
み
る
と
、
魚
な
ど
入
れ
て
な
く
て
も
、
玄

米
な
ど
の
穀
物
を
摂

っ
て
い
る
だ
け
で
、
陽

性
す
ぎ
て
、
活
発
す
ぎ
、
ち
っ
と
も
勉
強
し

な
い
傾
向
が
あ
る
。
特
に
女
の
子
に
は
、
た

っ
ぷ
り
野
菜
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、
正
し
い

バ
ラ
ン
ス
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
５
日
、
６
日
、
正
食
医
学
講
座

・
臓
器

別
病
気
編
前
期
が
開
か
れ
、
全
国
各
地
か
ら

熱
心
な
受
講
者
が
集
ま
り
、勉
強
し
ま
し
た
。

Ｘ
　
　
　
Ｙ

●
武
者
先
生
、
退
職

本
誌
に
も
た
び
た
び
執
筆
し
て
い
た
だ

い

て
い
る
武
者
宗

一
郎
先
生
が
、
３０
年
勤
め
た

大
阪
府
立
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
、
３
月
１４

日
、
退
職
記
念
講
演
を
さ
れ
た
。

同
大
学
応
化
会
の
雑
誌

『け
み
す
と
』
１２

号
は
、
同
教
授
の
御
退
職
記
念
号
で
、

『自

然
科
学
に
於
け
る
客
観
性
、
独
創
性
と
洞
察
』

と
題
す
る
約
八
千
字
の
同
先
生
の
大
学
を
去

る
に
あ
た

っ
て
の
回
顧
と
学
問
の
現
状
に
た

い
す
る
批
判
、
近
未
来
の
社
会
と
人
類
の
危

機
に
つ
い
て
の
予
告
と
対
策
を
の
せ
て
い
る
。

父
昭
和
２５
年
ご
ろ
か
ら
〉
だ
ん
だ
ん

″長
″

の
字
の
つ
く
役
が
ま
わ

っ
て
き
て
、
日
本
化

学
会
や
日
本
分
析
化
学
会
か
ら
他
人
の

「論

文
審
査
」
が
送
ら
れ
て
く
る
。
私
は
迷
う
。

何
を
判
断
す
る
の
か
。
客
観
的
判
断
に
は
多

大
の
困
難
が
あ
る
。
意
見
の
対
立
は
古
今
東

西
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

千
島
喜
久
男
博
士
の
赤
血
球
の

一
部
が
自

血
球
に
変
化
す
る
と
い
う
観
察
は
学
界
で
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
治
時
代
、
政
府

は
西
洋
医
学
を
専
攻
す
る
者
に
の
み
医
師
の

免
許
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
特
に

暴
挙
と
い
っ
て
も
良
い
。

「東
魂
洋
才
」
こ

そ
日
本
人
の
２‐
世
紀
へ
の
科
学
的
心
構
え
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
磨

く
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で

あ
る
。革
新
的
な
新
説
を
理
解
で
き
る
人
は
、

自
分
も
か
つ
て
大
発
見
を
し
た
人
か
、
も
し

く
は
や
り
得
る
人
だ
。
既
成
概
念
の
と
り
こ

に
な
っ
た
石
頭
を
打
破
し
な
い
限
り
前
進
は

な
い
。
独
断
と
偏
見
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し

て
、
予
見
す
れ
ば
、
①
８‐
年
か
ら
、
実
験
器

具
、
文
献
の
購
入
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
。

②
８３
年
に
は
、
食
糧
入
手
が
困
難
に
な
る
。

③
８５
年
、
学
生
の
マ
イ
カ
ー
や
週
刊
マ
ン
ガ

誌
が
消
え
る
。
や
が
て
、
精
神
的
価
値
観
の

重
ん
ぜ
ら
れ
る
時
代
に
な
る
。
玄
米
正
食
の

少
食
を
す
る
人
は
、　
″
ノ
ア
の
箱
船
″
の
乗

船
券
を
得
る
。
２‐
世
紀
は
、
物
か
ら
心
へ
、

の
時
代
に
な
る
）
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□
〃初
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
…
…
″

懐
石
料
理
の
大
家
、
辻
嘉

一
さ
ん
の
本
に

『御
飯
の
本
」

（婦
人
画
報
社
、
二
千
五
百

円
）
と
い
う
楽
し
い
本
が
あ
る
。
お
も
に
自

米
ご
飯
の
い
ろ
い
ろ
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
、

玄
米
飯
に
つ
い
て
は

一
項
目
あ
る
だ
け
だ
が
、

そ
の
中
の
、
ご
飯
の
炊
き
方
に
つ
い
て
の
章

は
、
玄
米
の
炊
き
方
に
も
通
じ
る
大
切
な
こ

と
だ
と
思
う
の
で
、
ご
紹
介
す
る
。

「初
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
、
中
パ
ッ
パ
、
吹

い

て
ト
ロ
火
で
、
お
焦
げ
ま
で
。
赤
子
泣
く
と

も
フ
タ
取
る
な
」

―
―
こ
れ
は
、
太
閣
記
の
中
に
あ
る
、
飯

の
炊
き
方
の
心
得
だ
と
い
う
が
、
お
そ
ら
く
、

ど
こ
の
誰
が
言

い
だ
し
た
と
も
分
か
ら
ず
、

言

い
伝
え
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

生
米
を
食
べ
る
と
い
う
の
は
、
虫
下
し
の

た
め
と
か
い
う
特
殊
な
場
合
で
、
ふ
つ
う
、

誰
で
も
米
は
炊

い
て
食
べ
る
。
　
″蒸
す
″
の

も

″炊
く
″
の
も
、
お
粥
を

″煮
る
″
の
も
、

す
べ
て
、
水
分
を
加
え
て
、
熱
す
る
こ
と
だ
。

米
に
か
ぎ
ら
ず
、
澱
粉
は
す
べ
て
、
生
の
時

は
、
ベ
ー
タ
澱
粉
と
い
っ
て
、
澱
粉
の
粒
子

が
細
か
く
固
ま

っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は

消
化
し
に
く
い
。
そ
の
ベ
ー
タ
澱
粉
に
水
分

を
加
え
て
熱
す
る
と
、
澱
粉
の
粒
子
の
間
に

水
の
粒
子
が
入
り
こ
ん
で
、
配
列
が
バ
ラ
バ

ラ
に
な
る
。
ウ」
れ
を
ア
ル
フ
ァ
ー
化
と
い
う
。

病
人
に
お
か
ゆ
を

つ
く
る
の
に
、

「時
間

を
か
け
て
、
よ
く
煮
て
、
ア
ル
フ
ァ
ー
化
さ

せ
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
な
い
と
、
病

人
の
弱

っ
た
腸
で
吸
収
で
き
な
い
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ー
澱
粉
は
、

水
分
の
あ
る
ま
ま
で
、
時
間
が
た

っ
て
冷
め

る
と
、
ま．
た
ベ
ー
タ
澱
粉
に
も
ど

っ
て
し
ま

う
。

つ
き
た
て
の
お
餅
は
、
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
る
が
、
の
し
餅
に
し
て
、
固
く
な

っ
た

お
餅
は
、
ま
た
焼
く
な
り
、
煮
る
な
り
し
な

い
と
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ

Ｚ
り
。

せ
ん
べ
い
や
炒
り
米
は
、
焼
い
て
、
水
分

を
と
ば
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
ベ
ー
タ
澱

粉
に
も
ど
ら
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
食
べ
ら

れ
る
。

登
山
の
用
品
店
な
ど
で
売

っ
て
い
る

″
ア

ル
フ
ァ
ー
米
″
と
い
う
の
は
、
炊

い
た
ご
飯

を
真
空
乾
燥
な
ど
の
方
法
で
水
分
を
抜

い
て

あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
ー
化
の
ま
ま
だ
か
ら
、
こ

れ
を
水
に
つ
け
た
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
メ
ー
ド
ル
や
ラ
イ
ス
も

同
じ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
が
」飯
を
お
い
し
く
炊
く
コ
ツ
も
、

ど
の
よ
う
に
米
の
澱
粉
を
完
全
に
ア
ル
フ
ァ

ー
化
す
る
か
、
つ
ま
り
、
澱
粉
の
粒
子
の
中

に
、
水
の
粒
子
を
混
ぜ
込
む
か
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

で
は
、
な
ぜ
「初
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
」
か
？

辻
留
さ
ん
に
よ
れ
ば

（同
書
４２
ぺ
‐
ジ
）
、

「第

一
段
階
の

″チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
″
と
い
う

火
加
減
は
、
釜
の
中
の
お
米
全
体
に
熱
を
貫

流
さ
せ
る
、
最
も
大
切
な
要
点
な
の
で
す
。

も
し
、
は
じ
め
か
ら

″ぼ
う
ぼ
う
″
と
い
う

火
加
減
で
炊

い
た
と
し
た
ら
、
釜
底
の

一
部

分
だ
け
に
急
激
に
火
が
あ
た
り
、
火
の
あ
た

っ
た
部
分
の
お
米
だ
け
が
、
ひ
と
足
さ
き
に

御
飯
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
…
…
し
た
が

っ
て
、
釜
の
中
心
部
の
お
米

へ
均
等
に
熱
が

伝
わ

っ
て
ゆ
く
の
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
俗
に

″
シ
ン
が
あ
る
″
と
い
う
半

煮
え
の
御
飯
は
、
第

一
段
階
の

″
チ
ョ
ロ
チ

▲辻 嘉―さん
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ョ
ロ
″
の
火
加
減
が
適
切
で
な
か

っ
た
結
果

で
も
あ
る
わ
け
で
す
」
と
い
う
。

こ
れ
は
ま
た
、　
一
粒
の
米
を
と

っ
て
み
て

も
、
外
側
だ
け
に
熱
が
加
わ

っ
て
、
米
粒
が

十
分
に
水
を
吸

っ
て
、
ふ
く
ら
ん
で
、
粒
の

中
ま
で
、
水
と
熱
が
加
わ
る
の
が
、
さ
ま
た

げ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

″初
め
チ
ョ
ロ
チ
ヨ
ロ
″
で
、
ゆ

っ
く
り
と

米
粒
が
水
で
ふ
く
ら
み
、
熱
が
じ
ょ
じ
ょ
に

平
均
に
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
　
″中
パ
ッ

パ
″
―
―

つ
ま
り
、
　
″ぼ
う
ぼ
う
″
と
、
炊

く
。
こ
こ
は
、
し

っ
か
り
と
熱
を
加
え
る
。

″吹
い
て
ト
ロ
火
で
お
焦
げ
ま
で
″
―
―
吹

い
て
き
た
ら
、
ひ
と
息
お
い
て
、
じ
よ
じ
よ

に
火
を
弱
め
て
い
く
。

「第
二
段
階
の

″吹
き
は
じ
め
た
ら
火
を
弱

め
″
と
い
う
火
加
減
が
、
ふ

っ
く
ら
と
し
た

御
飯
を
炊
き
あ
げ
る
重
要
な
カ
ギ
な
の
で
あ

り
ま
す
。
…
…
ガ
ス
火
の
場
合
は
、
こ
こ
か

ら
さ
ら
に
三
段
階
ぐ
ら
い
に
火
を
弱
め
て
ゆ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
吹
き
は
じ
め
の
頃
に

は
余
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
水
分
も
、
こ
の

よ
う
に
し
て
、
じ
ょ
じ
ょ
に
熱
を
加
え
て
い

る
と
、
米
粒
の
半
煮
え
の
中
核
部
へ
と
浸
透

し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
…
…

し
か
し
、
御
飯
を
炊
く
時
の
火
加
減
の
本

当
の
カ
ン
ど
こ
ろ
は
、
じ
つ
は
、
い
か
に
燃

や
す
か
、
よ
り
も
、
い
か
に
消
す
か
、
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
こ

の
よ
う
に
し
て
出
来
上

っ
た
御
飯
は
、
蒸
ら

し
加
減
が
よ
い
と
な
れ
ば
、
熱
か
ら
は
な
し

て
、
約
５
～
１０
分
間
お
き
、
お
ひ
つ
に
移
す

の
で
あ
り
ま
す
」

″
い
か
に
火
を
細
め
て
ゆ
く
か
″
が
、
最
高

の
コ
ツ
だ
と
い
う
。
味
わ
い
深
い
言
葉
だ
。

ま
さ
に

″火
加
減
″
な
の
だ
。

″お
ひ
つ
に
移
し
、
乾

い
た
フ
キ
ン
を
か
け

る
″
の
は
、
余
分
な
水
分
を
、
本
の
お
ひ
つ

や
フ
キ
ン
に
吸
わ
せ
て
、
せ
っ
か
く
お
い
し

く
炊
け
た
ご
飯
を
ベ
ト
ベ
ト
に
し
な
い
た
め

で
、
ま
た
、
ベ
ー
タ
澱
粉
に
も
ど
ら
せ
な
い

た
め
で
も
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
の
よ
う
に
、
炊

い
た
ご
飯
を
炊

飯
器
に
入
れ
た
ま
ま
で
、　
″保
温
″
の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
お
く
、
な
ど
と
い
う
の
は
、

味
も
わ
る
い
し
、
無
精
で
、
千
不
ル
ギ
ー
の

ム
ダ
づ
か
い
で
も
あ
る
。

む
か
し
、
カ
マ
ド
で
マ
キ
や
ワ
ラ
を
燃
や

し
て
ご
飯
を
炊

い
た
が
、
釜
の
底
や
回
り
に

均
等
に
長
い
火
が
あ
た
り
、
カ
マ
ド
の
余
熱

と
オ
キ
火
で
、
じ
ん
わ
り
と
炊

い
た
か
ら
、

お
い
し
い
ご
飯
が
炊
け
た
の
だ
。

戦
前
、
ガ
ス
で
ご
飯
を
炊
く
の
に
は
、
ダ

ル
マ
型
の
ハ
カ
マ
の
つ
い
た
ガ
ス
か
ま
ど
で
、

釜
の
お
尻
全
体
に
火
が
回
る
よ
う
に
な

っ
て

い
た
。
今
で
も
、
ご
飯
の
味
に
気
を

つ
か
う

す
じ
屋
や
料
理
店
で
は
、
こ
の
ダ
ル
マ
型
の

カ
マ
ド
を
使

っ
て
い
る
と
い
う
。

″鍋
″
と
い
う
の
は
、
平
底
で
、
こ
れ
は
、

物
を

″煮
る
″
も
の
で
あ

っ
て
、　
″炊
く
″

の
は
、
本
来
、
底
の
ま
る
い
釜
の
お
尻
全
体

に
熱
を
加
え
る
も
の
だ
ろ
う
。

オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
が
開
発
し
て
好
評
の

『カ
ム
カ
ム
鍋
』
は
、
圧
力
鍋
の
湯
の
中
で

炊
く
内
鍋
で
、
内
鍋
全
体
を
高
圧
で
熱
す
る

か
ら
、
カ
マ
ド
の
変
型
と
い
え
る
。

＊

　

　

　

　

　

＊

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ご
飯
を
炊
く
、
と
か
、

調
理
す
る
、
と
い
う
の
は
、
命
の
元
の
食
物

を
消
化
し
や
す
く
、
体
に
合
う
よ
う
に
作
り

変
え
る
過
程
な
の
だ
か
ら
、愛
情
を
こ
め
て
、

感
謝
の
気
持
で
す
べ
き
だ
。
が
さ
つ
な
気
持
、

″め
ん
ど
う
く
さ
い
″
と
い
う
気
持
、
見
た

戦
前
、　
″暁
の
超
特
急
″
と
異
名
を
と
っ

て
、
百
メ
ー
ト
ル
ー０
秒
３
の
、
当
時
の
世
界

記
録
を
つ
く
っ
た
名
ス
プ
リ
ン
タ
ー
の
吉
岡

隆
徳
氏

（現
。東
京
女
子
体
育
大
教
授
）
が
、

『私
の
履
歴
書
』

（日
本
経
済
新
聞
５３

・
‐２

・
２
）
で
、
原
爆
被
災
後
の
広
島
で
友
人
の

遺
骨
を
探
し
歩
い
た
体
験
を
書
い
て
い
る
。

「私
は
何
と
か
青
山
さ
ん
の
骨
だ
け
で
も
拾

お
う
と
考
え
、
学
生
を
七
人
ほ
ど
連
れ
て
探

し
回
っ
た
。
…
…
し
か
し
、
遺
体
は
発
見
で

き
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
、青
山
さ
ん
の
勤
め

て
い
た
事
務
所
あ
た
り
に
行
っ
て
、
事
務
所

の
名
の
入
っ
た
紙
切
れ
数
枚
を
掘
り
出
し
、

遺
骨
代
わ
り
に
と
、
遺
族
に
渡
し
た
。

□
″暁
の
超
特
急
″
と
原
爆

目
だ
け
飾
り
た
い
、
と
い
う
気
持
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
出
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、

昔
か
ら
大
勢
の
人
々
が
、
い
ま
し
め
て
い
る

こ
と
だ
。

正
食
は
、
ま
ず
、
ご
飯
の
炊
き
方
か
ら
始

ま
り
、
つ
ね
に
、
フ」
れ
が
中
心
だ
。
電
気
代
、

ガ
ス
代
、
ソ
バ
を
初
め
、
あ
ら
ゆ
る
食
料
品

そ
の
他
の
物
価
が
、
ま
す
ま
す
上
が
る
。
生

計
費
を
節
約
す
る
た
め
に
も
、
体
を
健
康
に

し
て
、
判
断
力
を
高
め
、
社
会
と
世
界
の
難

事
に
あ
た
る
た
め
に
も
、
ま
ず
、
毎
日
の
ご

飯
を
真
剣
に
、
上
手
に
炊
く
こ
と
を
心
が
け

よ
う
で
は
な
い
か
。

私
は
、
こ
ん
な
ぐ
あ
い
に
、
爆
心
地
周
辺

を
歩
き
回
り
、
地
面
を
掘
り
返
し
た
の
だ
が
、

放
射
能
の
影
響
は
受
け
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

原
爆
に
よ
る
二
十
五
万
人
の
死
者
の
う
ち
、

直
撃
で
や
ら
れ
た
の
は
、ざ

っ
と
十
五
万
人
、

あ
と
の
十
万
人
は
、
親
兄
弟
な
ど
を
探
し
歩

い
て
い
る
う
ち
に
放
射
能
を
浴
び
た
人
々
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
現
在
に

至
る
ま
で
体
に
は
何
の
障
害
も
起
こ
っ
て
い

な
い
。
陸
上
競
技
で
体
を
鍛
え
て
い
た
た
め

だ
ろ
う
か
。
…
…
青
山
さ
ん
の
遺
体
を
探
し

に
連
れ
て
い
っ
た
学
生
た
ち
も
全
員
健
在
で

あ
る
」
桜
沢
先
生
の
指
導
で
、
滴
状
心
と
い
う
小
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さ
い
心
臓
を
、
玄
米
正
食
で
正
常
に
し
た
、

長
崎
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
の
秋
月
辰

一

郎
博
士

（桜
沢
先
生
の

『
心
臓
を
入
れ
替
え

る
法
』
の
表
紙
に
、
そ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

が
の
っ
て
い
る
）
は
、
原
爆
被
災
後
、
医
局

の
人
た
ち
を
指
導
し
て
、
い
っ
そ
う
体
の
塩

気
を
守
り
、
正
食
に
つ
と
め
た
の
で
、
博
士

は
じ
め
、
そ
の
人
た
ち
は
、
原
爆
症
に
な
ら

ず
に
す
ん
だ
。

本
誌
前
号
９
ペ
ー
ジ
に
再
録
し
た
桜
沢
先

生
の
警
告

「血
液
の
Ｋ

一
Ｎａ
函
数
を
正
常
に

保
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
バ
イ
キ
ン
、
ビ
ー
ル

ス
、
放
射
能
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
」
と
い
う

の
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
。
Ｋ
は
カ
リ
ウ

ム
、
Ｎａ
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
陰

性
と
陽
性
の
無
機
塩
類
の
代
表
。
果
物
、
砂

糖
、水
分
、
芋
類
な
ど
を
多
く
摂

っ
た
人
は
、

血
液
が
陰
性
に
な
っ
て
い
る
。
放
射
能
と
は

字
の
通
り
、　
″放
散
″
で
あ
っ
て
、
陰
性
で

『現
代
史
を
支
配
す
る
病
人
た
ち
』

（Ｐ

・

ア
コ
ス
、
Ｐ

・
レ
ン
シ
ュ
ニ
ッ
ク
著
、
新
潮

社
、千
四
百
円
）
と
い
う
面
白
い
本
が
あ
る
。

レ
ー

ニ
ン
、

ス
タ
ー
リ
ン
に
始
ま

っ
て
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ヒ
ト
ラ
ー
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、

ド
ゴ
ー
ル
、
周
恩
来
、
毛
沢
東
な
ど
二
十
世

あ
る
。
健
全
な
陽
性
な
体
な
ら
、
害
を
受
け

な
く
と
も
、
陰
性
を
、
う
す

い
血
液
の
人
に

は
大
害
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。

吉
岡
氏
た
ち
は
、
私
た
ち
の
言
う
よ
う
な

正
食
を
実
行
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
だ

ろ
う
が
、
長
年
の
ス
ポ
ー
ツ
鍛
練
で
、
余
分

な
陰
性
は
っ
ね
に
排
出
さ
れ
て
お
り
、
肺
に

よ
る
活
発
な
呼
吸
で
、
血
液
の
ガ
ス
交
換
が

完
全
に
行
な
わ
れ
る
体
に
な

っ
て
い
た
こ
と

が
よ
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

原
爆
や
各
種
の
環
境
汚
染
は
、
な
い
の
が

一
番
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
被
害
を
受

け
て
も
、
発
病
す
る
人
、
そ
し
て
死
ん
で
し

ま
う
人
、
な
ん
と
も
な
い
人
が
、
現
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
だ
。

し
か
し
、
現
在
の
水
爆
は
、
広
島
型
の
何

百
倍
も
威
力
が
あ
る
。
直
撃
の
下
で
は
、
ど

ん
な
人
間
で
も
生
き
て
は
い
ら
れ
な

い
。

紀
を
動
か
し
た
二
十
七
人
の
ト

ッ
プ
政
治
家

が
、
ど
ん
な
病
気
持
ち
だ

っ
た
か
を
詳
細
に

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
九
六

一
年
、
四
三
歳
の
若
さ
で
米
国
第

二
十
五
代
大
統
領
と
し
て
華

々
し
く
登
場
し

た
ジ
ョ
ン

・
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
実
は
、
選
挙
戦

の
最
中
、
ず

っ
と
車
の
奥
に
松
葉
杖
を
隠
し

て
い
た
。
大
学
時
代
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
で
椎
間
板
を
折

っ
た
の
が
、
太
平
洋
戦
争

で
、
乗

っ
て
い
た
哺
戒
艇
が
日
本
軍
に
沈
め

ら
れ
た
時
に
、
な
お
ひ
ど
く
な
っ
た
。
選
挙

の
演
説
中
は
、
精
い
っ
ぱ
い
元
気
に
、
に
こ

や
か
に
ふ
る
ま
い
、
終
わ
る
と
、
苦
痛
の
あ

ま
り
、
手
を
握
り
、
目
を
閉
じ
る
と
い
う
ふ

う
だ

っ
た
。

一
九
五
四
年
、
椎
間
板
の
手
術
を
受
け
た

の
だ
が
、
代
償
不
全
に
お
ち
い
り
、
ア
ジ
ソ

ン
病
と
し
て
、
毎
日
、
コ
ー
チ
ゾ
ン
の
丸
薬

を
の
む
こ
と
に
な

っ
た
。
慢
性
に
な

っ
た
ア

ジ
ソ
ン
病
に
は
、
決
ま

っ
て
精
神
障
害
が
発

生
す
る
。
８４
パ
‐
セ
ン
ト
が
病
的
無
関
心
や

拒
絶
症
を
呈
し
、
４８
パ
‐
セ
ン
ト
が
、
う

つ

病
状
態
に
お
ち
い
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
と
興

奮
し
や
す
く
な
る
。
…
‥
母
親
の
ロ
ー
ズ
は
、

ジ
ョ
ン
が
、
ド
ン

・
フ
ア
ン
さ
な
が
ら
に
、

女
性
た
ち
の
上
に
絶
大
な
魅
力
を
発
揮
し
て

い
る
の
に
気
づ

い
た
。
…
…
ジ
ョ
ン
は
上
院

議
員
選
に
出
た
。
ロ
ー
ズ
は
、
大
げ
さ
な
テ

ィ
ー

・
パ
ー
テ
ィ
を
三
十
二
回
も
催
し
た
。

…
…
ア
イ
ド
ル
を
取
り
巻
く
女
性
た
ち
の
数

は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
っ
た
。
…
…
）

残
念
な
こ
と
に
、
著
者
は
、
食
物
と
病
気

の
関
係
を
知
ら
な
い
の
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
ど

ん
な
食
習
慣
が
、
あ
の
、
桜
沢
先
生
が
早
く

も
警
告
し
た
三
自
眼

（黒
目
が
上
が
る
。
内

臓
の
ゆ
る
み
の
兆
で
、
非
業
の
死
や
凶
事
の

予
告
）
を

つ
く

っ
た
か
を
述
べ
て
い
な
い
。

桜
沢
先
生
の
警
告
は
、

『
ケ
ネ
デ
ィ
か
ら

ケ
ネ
デ
ィ
は
ア
ジ
ソ
ン
病
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
躁
う
っ
病

▲ケネディ元米大統領。  (共同提供)
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バ
ル
ド
ー
ま
で
、
非
常
な
三
白
だ
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
ヘ
ラ
ル
ド

・
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
紙
、　
一
九
六
二
年
八
月
十

八
日
号
に
、
ト
ム

・
ウ
ル
フ
記
者
の
筆
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

（同
記
者
は
健
在
で
、
近

゛
↑
Ｚ
“
υ

Ｃヽ
屁
一エ
ト

ン
』
』
０

日
ロ
ト

T091VllCh・ S,npa“|

著

『ザ

・
ラ
イ
ト

・
ス
タ
ッ
フ
』
は
、
宇
宙

飛
行
士
の
七
人
の
男
た
ち
の
物
語
。
中
央
公

論
２
月
号
で
抄
訳
）
ケ
ネ
デ
ィ
が
ダ
ラ
ス
で

銃
弾
に
倒
れ
た
の
は
、
同
年
十

一
月
二
十
三
．

日
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
桜
沢
先
生
は
、
ケ

γ

】
ぼ

〇
＞

ネ
デ
ィ
が
大
統
領
選
を
闘

っ
て
い
る
こ
ろ
か

ら
、
早
く
も
こ
の
若
手
政
治
家
の
三
白
眼
に

気

づ
い
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
の
こ
の
病
気
が
、
彼
の
判
断
力

を
ど
う
狂
わ
せ
、
そ
れ
が
、
ど
ん
な
人
間
を

”
イ
　
　
´

ィ

（
】
´

し

′

Ｒ
だ
′
国
Ｚ

ど
う
決
意
さ
せ
、
そ
れ
が
ど
う
、
あ
の

″銃

弾
″
に
結
び
つ
く
の
か
、
面
白
い
テ
ー
マ
で

あ
る
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊

絶
対
の
独
裁
者
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
批
判
し

”
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て
、

つ
い
に
、
第

一
書
記
、
首
相
と
い
う
最

高
権
力
の
座
に
つ
い
た

ニ
キ
ー
タ

・
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
は
、
ず
ん
ぐ
り
む

っ
く
り
、

ハ
ゲ
で

童
顔
で
、
お
上
り
さ
ん
よ
ろ
し
く
、
奇
言
奇

行
で
世
界
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
喜
ば
せ

た
が
、
実
は
、
そ
れ
は
躁
う

つ
病
の
表
わ
れ

で
し
か
な
か

っ
た
。
　
↑
…
・多
幸
症
と
い
う

陽
気
さ
だ

っ
た
。
心
を
開
き
た
い
と
い
う
要

求
の
あ
ま
り
、
病
的
な
ほ
ど
饒
舌
に
な
り
、

冗
談
や
洒
落
を
連
発
し
、　
一
時
的
に
自
己
抑

制
が
き
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
妻
だ

け
は
以
前
か
ら
知

っ
て
い
た
。
…
…
ま
た
た

く
間
に
、
辛
辣
な
皮
肉
、
怒
り
、
意
地
悪
さ

と
な
り
、
み
ん
な
長
続
き
し
な
か

っ
た
。
時

時
逆
上
気
味
に
な

っ
て
は
口
に
す
る
、
激
越

な
言
葉
や
怒
り
に
彼
は
ノ
ド
を
つ
ま
ら
せ
た
。

次
の
瞬
間
、
彼
が
う
ち
沈
ん
で
い
る
の
を
目

撃
し
て
、
側
近
は
び

っ
く
り
し
た
。
…
…

一

九
六
〇
年
十
月
、
国
連
総
会
の
席
上
で
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
が

「鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
中

で
生
き
て
い
る
諸
民
族
に
独
立
を
与
え
て
ほ

し
い
」
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
要
請
し
た
時
、

彼
は
、
こ
れ
を
非
難
攻
撃
と
受
け
取
り
、
猛

り
狂

っ
て
、
靴
を
ぬ
ぎ
、
そ
の
靴
で
机
を
ド

ン
ド
ン
叩
き
出
し
た
。
そ
れ
で
気
が
晴
れ
、

怒
り
は
お
さ
ま
り
、
す

っ
か
り
嬉
し
く
な

っ

て
し
ま

っ
た
。
…
…
）

こ
ん
な
病
人
た
ち
に
、
四
十
何
億
の
運
命

を
あ
ず
け
て
い
る
、
わ
れ
ら
人
類
の
判
断
カ

の
低
さ
よ
／

．
カ
ー
タ
ー
、
ブ
レ
ジ

不ヽ
フ
、

郵
小
平
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス

タ
ン
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ホ
メ
イ
ニ
、
大
平
…

…
こ
の
人
た
ち
の
健
康
度
は
ど
の
く
ら
い
か

，
・

指
導
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
機
嫌
の
わ
る

さ
で
、
戦
争
開
始
が
決
め
ら
れ
て
は
、
た
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
あ
、
そ
れ
も
、
も

と
も
と
、
人
類
の
健
康
度
の
低
さ
、
判
断
力

の
低
さ
の
表
わ
れ
か
。
そ
ん
な
政
治
家
し
か

も
て
な

い
の
か
。
し
か
し
、
冗
談
で
は
な

い

よ
。
ま

っ
た
く
…
…
。

〔寝
こ
ん
で
い
る
ば
か
り
が
病
人
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
朝
か
ら
夜
中
ま
で
、
自
己

陶
酔
し
て
、
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
よ
う
な
人
間

で
も
、
レ
ッ
キ
と
し
た
病
人
で
あ
り
得
る
の

だ
〕

本
誌
３
月
号
３
ペ
ー
ジ
で
、
ソ
連
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
作
家
で
、
今
、
ア
メ
リ
カ
に
亡

命
し
て
い
る
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

・
ソ
ル
ジ

ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
氏
が
米
誌

『
タ
イ
ム
』
に
、

ソ
連
軍
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
の
事
態
に
さ

い
し
て
、

『共
産
主
義
に
つ
い
て
」
と
題
し

▲ ヒトラーは砂糖中毒だった。

ロ
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
の
″繊
維
バ
ン
″

『英
文
ヨ
ミ
ウ
リ
』
４
月
２
日
付
に
よ
れ
ば
、

最
近
、名
古
屋
の
敷
島
パ
ン
と
い
う
会
社
が
、

東
京
で

″繊
維
パ
ン
″
を
売
り
だ
し
た
と
こ

ろ
、
好
評
だ
と
い
う
。

「も
っ
と
繊
維
を
と

れ
」
と
い
う
の
が
、
最
近
の
欧
米
の
栄
養
学

の
流
行
だ
が
、
こ
れ
は
、
小
麦
粉
に
、
ブ
ナ

や
カ
エ
デ
の

″食
用
繊
維
″
を
添
加
し
た
も

の
。
こ
れ
を

一
日
、
二
切
れ
食
べ
れ
ば
、
繊

維
の

一
日
必
要
量
が
十
分
だ
と
い
う
。
便
秘

を
心
配
す
る
女
性
方
が
買
っ
て
い
る
ら
し
い

が
、
フ
ス
マ
の
入
っ
た
完
全
粉
の
パ
ン
、
つ

ま
り
黒
パ
ン
な
ら
十
分
な
繊
維
も
あ
り
、
栄

養
も
十
分
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
フ
ス
マ
を
抜

い
て
、
本
の
繊
維
を
添
加
し
て
パ
ン
を

つ
く

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
方
も
考
え
る
方
だ

が
、
そ
れ
を
ま
た
買
う
人
が
あ
る
の
が
不
思

議
だ
。
だ

い
ぶ
狂

っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
い
っ
そ
、
稲
ワ
ラ
を
刻
ん
で
パ
ン
に

入
れ
た
ら
い
か
が
？
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て
衝
撃
の
警
告
を
発
表
し
た
、
と
お
知
ら
せ

し
た
が
、

『世
界
と
日
本
』
と
い
う
週
刊
新

聞
に
よ
る
と
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
れ

を
い
っ
さ
い
無
視
し
た
ら
し
い
。

（
サ
ン
ケ
イ
出
版
発
行
の

『正
論
』
５
月
号

に

″翻
訳
権
独
占
″
と
し
て
、
全
訳
が
の
っ

た
。
ま
た
、
文
化
総
合
出
版
の
季
刊
誌

『知

識
』
１８
号
に

『
タ
イ
ム
』
の
そ
の
ペ
ー
ジ
の

一
部
が
カ
ッ
ト
代
り
に
使
わ
れ
て
い
る
。
在

＞
郡
小
平
副
首
相
と
の
会
見
を
報
ず
る
読
売
新
聞
。

ベ
ル
ギ
ー
の
吉
見
ク
リ
ム
氏
の
近
着
原
稿
に

よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌

『
レ
ク
ス
プ
レ

ス
』
も
仏
訳
を
掲
載
し
た
）

ソ
ル
ジ

ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
主
張
は
、
　
″
ソ

連
が
世
界
征
服
の
野
望
に
も
え
て
い
る
″
と

い
う
の
で
は
な
く
、　
″共
産
主
義
と
い
う
も

の
が
…
…
″と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

中
国
と
手
を
組
ん
で
ソ
連
に
あ
た
ろ
う
と
す

る
の
は
、
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
西
側
が
中

元
協
）
は
何
ら
か
の
機
樹
を
縦
た
せ
る

だ
ろ
，

か
。
ま
た
、
も
し

ベ
ト

ナ

ム

が
、
タ
イ
ま
で
繊
取
し
た
嶋
合
、
中
爛

は
、
難
率
的
に
タ
イ
を
動
け
ま
す
か
。

郷
　
カ
ン
ボ
ジ
ツ
蠅
勢
は

、
予
椰
よ

り
ず

っ
と
良
い
ｏ
ベ
ト
ナ
ム
は
、
韓
剛

を
利
用
し
て
、

一
挙
に
棗
韓
カ
ン
ポ
ジ

ア
政
権
消
滅
を
金
て
た
が
、
崎
期
は
露

か
月
過
ぎ
、
残
り

一
か
月
し
か
な
い
ｏ

私
は
、
八
〇
％
や
ら
れ
て
も
ヽ
二
０
％

残
れ
ば
、
勝
利
は
苺
鶴
だ
と
い
つ
て
来

た
が
、
今
で
は
、
民
主
カ
ン
ポ
ジ
ア
の

国
と
結
ん
で
、
か
り
に
ソ
連
を
お
さ
え
る
こ

と
が
で
き
た
時
、
中
国
の
世
界
征
服
を
お
し

と
ど
め
る
こ
と
の
で
き
る
勢
力
は
世
界
中
、

ど
こ
に
も
な
い
、
と
言

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

現
在
の
ア
メ
リ
カ
首
脳
部
の
方
針
に
対
す
る

批
判
で
あ
り
、

「
タ
イ
ム
』
誌
が
、
な
ぜ
、

こ
の
意
見
を
の
せ
た
か
、
考
え
る
と
面
白

い
。

日
本
の
政
府
も

マ
ス
コ
ミ
も
、
今
は
中
国
サ

マ
サ
マ
で
あ
り
、
唐
土
渡
来
の
パ
ン
ダ
様
が

死
ん
だ
の
、
代
わ
り
が
来
た
の
、
と
、
大
騒

ぎ
し
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
こ
ん
な
意
見

を
紹
介
し
た
く
な
か

っ
た
の
か
。

日
本
の
各
新
聞
は
、

『
タ
イ
ム
』
や

『
ニ

ュ
ー
ズ
ウ
イ
ー
ク
』
に
の

っ
た
記
事
は
、
よ

く
紹
介
し
て
い
る
し
、
お
そ
ら
く
、
Ａ
Ｐ
、

Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
じ
め
、
外
国
通
信
社
は
、

『
タ
イ

ム
』
の
、
そ
の
号
が
米
国
で
出
た
ら
す
ぐ
、

そ
の
内
容
を
全
世
界
に
配
信
し
た
に
ち
が
い

な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
ど
の
社
も
報
道
し
な

か

っ
た
、
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
だ

ろ
う
。

（同
氏
が
西
側
の
批
判

〈
『諸
君
』

７８

。
■
〉
も
す
る
か
ら
だ
ろ
う
か
）

ソ
連
で
、
　
〃
い
ま
わ
し
い
こ
と
″
が
あ

っ

た
の
は
、
何
も
か
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人

崇
拝
の
せ
い
で
、
悪

い
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
だ
、

と
し
た
の
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
あ
と
を
襲

っ

た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ご
ま
か
し
で
、
世
界
中

の
人
は
、
い
ま
だ
に
、
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
悪
か

っ
た
の
で
、

「
レ
ー
ニ
ン
は
よ
か

っ
た
」

「
ス
タ
ー
リ
ン

後
は
、
よ
い
」
と
な
る
が
、
ソ
ル
ジ

ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
は
、
ど
の
本
で
も
、
文
章
で
も
、
そ

れ
は
大
ウ
ソ
だ
と
、
強
調
し
て
い
る
。

（
レ
ー
ニ
ン
の
時
代
に
、
罪
な
き
市
民
が
殺

さ
れ
た
数
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
や

っ
た
、
そ
れ

に
も
劣
ら
な
い
。
…
…
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ク
バ

ン
川
流
域
で
約
六
百
万
人
が
餓
死
し
た
事
実

に
欧
州
は
何
の
注
意
も
払
わ
な
か

っ
た
。
…

…
ロ
シ
ア
人
が
ソ
連
の

″
支
配
民
族
″
だ
と

考
え
る
の
は
、
不
注
意
な
大
間
違

い
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
人
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
下
で
、
ま

っ
先

に
強
烈
な
打
撃
を
受
け
た
。
ロ
シ
ア
人
は
、

民
族
絶
滅
的
な
農
業
集
団
化
以
前
で
す
ら
、

数
百
万
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
…
…
今
日
、

ロ
シ
ア
の
田
舎
は
、
ソ
連
の
中
で
最
も
低

い

生
活
水
準
で
あ
り
、
…
…
わ
が
国
の
広
大
な

地
域
で
は
、
食
う
べ
き
も
の
が
何
も
な
い
。

…
…
自
由
を
支
持
す
る
人
々
へ
、
強
制
収
容

所
の
も
の
す
ご
い
刑
期
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

…
…
そ
れ
な
の
に
、
西
側
の
工
業
技
術
は
、

共
産
主
義
の
恐
ろ
し
い
軍
事
力
の
発
達
を
助

け
て
き
た
。
…
…
し
か
し
、
望
み
が
あ
る
。

全
被
抑
圧
人
民
は
、
西
側
に
立

っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
人
、
ソ
連
の
諸
民
族
、
中
国
人
、
キ

ュ
ー
バ
人
、
彼
ら
と
の
同
盟
に
よ

っ
て
の
み
、

西
側
の
戦
略
は
成
功
す
る
。
…
…
）

＊

　

　

　

　

　

＊

読
売
新
聞
３
月
３０
日
付
に
よ
る
と
、
中
国

の
郡
小
平
副
首
相
は
、
同
社
訪
中
団
と
記
者

会
見
し
、
中
国
、
西
側
、
第
二
世
界
の
大
連

1塗 警 い Q tt Aユ l雀

握手する口割首相 (右)と演調 晨篠 醸特濠義幡鱗

1
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合
に
よ
る
反
ソ
封
じ
込
め
を
提
案
し
た
。

（イ
ン
ド
洋
へ
の
進
出
は
、
ッ
ァ
ー

・
ロ
シ

ア
時
代
以
来
の
戦
略
だ
。
・…
‥
次
の
目
標
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

…
…
中
東
の
戦
略
資
源
を
手
に
入
れ
、
欧
州

を
包
囲
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
。
…
…
戦

わ
ず
し
て
欧
州
を
獲
得
す
れ
ば
、
彼
ら
に
は
、

こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。
…
…
欧
州
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
、
ず
ば
り
言
え
ば
投
降
と

い
う
結
果
を
招
く
だ
ろ
う
。
…
…
東
方
の
ア

ジ
ア
、
太
平
洋
方
面
で
も
ソ
連
は
力
を
強
め

て
い
る
。
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
を
手
に
入
れ
た
。

…
…
ソ
連
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
手
を
伸
ば
す
の

は
確
定
的
だ
。
…
…
中
国
は
包
囲
を
恐
れ
な

い
。
せ
い
ぜ
い
延
安
時
代
の
よ
う
に
洞
く

つ

で
粟
を
食
べ
る
こ
と
に
な
る
ぐ
ら
い
で
、
自

給
で
き
る
。
・…
‥
も
し
、
ソ
連
が
イ
ン
ド
洋
、

太
平
洋
を
押
え
た
ら
、
中
国
よ
り
も
、
日
本

へ
の
影
響
の
方
が
大
き
い
。
…
…
）

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
と
は
、
第
二
次
大
戦
前
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
ソ
連
第
二
の
大
都
市
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
国
境
が
近
い
と
い
う
理

由

（
！
）
で
攻
撃
さ
れ
、
カ
レ
リ
ア
地
方
な

ど
を
取
ら
れ
、
ソ
連
に
敵
対
し
な
い
、
と
い

う
タ
ガ
を
は
め
ら
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を

い

う
。
″国
境
が
近
す
ぎ
る
″
と
い
う
こ
と
が
、

戦
争
を
仕
掛
け
る
理
由
に
な
る
、
と
い
う
、

メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
こ
と
を
す
る
国
な
の
だ
。

＊

　

　

　

　

　

＊

コ
ン
ャ
パ
ン
・タ
イ
ム
ズ
』
４
月
４
日
付
は
、

Ｕ
Ｐ
Ｉ
電
と
し
て
、
米
外
交
誌

『
フ
ォ
ー
リ

ン

・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
春
季
号
が
ソ
ル
ジ

ェ

ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
意
見
を
の
せ
た
こ
と
を
報
じ

て
い
る
。

同
氏
は
、
米
政
府
が
、
中
国
人
民
を
見
捨

て
て
、
中
国
政
府
と
手
を
組
ん
で
い
る
こ
と

は
、
愚
か
で
近
視
眼
的
で
、
狂
っ
た
ギ
ャ
ン

ブ
ル
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。　
一
夜
に
し
て
中

ソ
が
和
解
し
て
、
西
側
に
向
か
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
の
だ
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
、
ア

メ
リ
カ
の
武
器
で
中
国
が
武
装
し
た
ら
、
ア

メ
リ
カ
は
中
国
に
敵
わ
な
く
な
る
、
と
警
告

し
て
い
る
。
ま
た
、
共
産
主
義
は
、
改
心
の

見
込
み
の
な
い
も
の
で
、
良

い
変
種
な
ど
と

い
う
も
の
は
あ
り
得
ず
、
こ
の
惑
星
の
上
で

共
産
主
義
と
共
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
、

と
断
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く

『
タ
イ
ム
』
誌
に
の

っ
た
ソ
ル
ジ

ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
氏
の
意
見
を
見

て
、

『
フ
ォ
ー
リ
ン

・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
誌

が
、
同
氏
に
原
稿
を
注
文
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

同
氏
の
意
向
が
ど
う
で
あ
れ
、
ソ
連
に
い
た

こ
ろ
か
ら
、
対
中
国
警
戒
論
を
唱
え
て
い
た

同
氏
に
、
ソ
連
当
局
が
国
外
亡
命
を
認
め
た
、

と
い
う
こ
と
が
何
か
意
味
の
あ
る
こ
と
か
ど

う
か
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
、
ソ
連
が
い
ち
ば
ん
恐
れ
て

い
る
の
は
、
西
側
、
第
二
世
界
、
中
国
を
ま

と
め
た
反
ソ
十
字
軍
の
結
成
で
あ
り
、
そ
し

て
そ
れ
が
、
東
欧
、
キ

ュ
ー
バ
、
ア
ン
ゴ
ラ
、

エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
衛
星
国
や
、
ソ
連
内
に

呼
応
の
動
き
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
フ
ォ
ー
リ
ン

・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』

誌
は
、
か
つ
て
吉
田
首
相
が
寄
稿
し
て
物
議

を
か
も
し
た
こ
と
の
あ
る
、
国
際
問
題
の
権

威
あ
る
雑
誌
で
、
カ
ー
タ
ー
政
権
の
現
政
策

に
批
判
的
な
、
こ
う

い
う
意
見
が
、
意
味
な

く
し
て
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（橋
本
政
憲
）

□

米
国
の
イ
ン
フ
レ
対
策

米
誌

『Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ

・
ア
ン
ド

・
ワ

ー
ル
ド

・
レ
ポ
ー
ト
』
４
月
号
は

「イ
ン

フ
レ
に
い
か
に
生
き
抜
く
か
」
と
い
う
特

集
を
の
せ
て
い
る
。
米
国
の
物
価
上
昇
率

は
、
一九杏
年
の
‐
・
３
％
か
ら
次
第
に
上
が
り

は
じ
め
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
た
け
な
わ
の
占

年
に
５
。
９
％
と
な
り
、
三
年
石
油
シ
ョ
ッ
ク

で
３
．
３
％
に
下
が
り
、
す
ぐ
ま
た
上
が
り
、

七手
年
に
Ｈ

。
１
％
に
暴
騰
し
、
ｔ
年
、
い

っ
た
ん
５
。
８
％
に
下
が
っ
た
が
、
ま
た
反
騰

し
て
、
昨
年
は
、
Ｈ
％
と
も
１４
％
と
も
い

う
数
字
が
出
て
い
る
。

西
側
の
主
な
国
の
過
去

一
年
間
の
物
価

上
昇
率
は
…
…

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
　
　
　
　
　
　
ロ
ｏ
ｌ
％

ブ
ラ
ジ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
７６
・
０
％

ィ
タ
リ
ァ
　
　
　
　
　
　
　
　
２０
．
４
％

イ
ギ
リ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
‐８
・
４
％

米
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１４
・
‐
％

フ
ラ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
８
％

カ
ナ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
・
５
％

日
　
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
・
フ
％

ス
イ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
・
１
％

西
ド
イ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
４
・
６
％

私
た
ち
の
実
感
で
は
、
日
本
は
も
っ
と

高
い
と
思
う
が
、
と
に
か
く
こ
う
で
，
数

字
が
出
て
い
る
。
同
誌
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
個
人
的
対
策
が
出
て
い
る
が
、
栄
養
食

家
の
意
見
は
、
牛
豚
肉
を
や
め
て
、
鶏
や

魚
に
し
、
加
工
食
品
を
や
め
て
材
料
か
ら

料
理
し
、
な
る
べ
く
弁
当
持
参
、
肉
を
少

な
く
、
パ
ン
、
芋
、
米
、
果
物
、
野
菜
を

食
い
、
人
工
飲
料
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ビ
ー
ル

を
減
ら
し
て
水
を
飲
め
、
残
り
物
を
活
用

し
、
家
庭
菜
園
を
つ
く
れ
、
と
い
う
も
の
。

『経
済
論
壇
』
４
月
号
で
木
内
信
胤
氏
は
、

適
切
な
対
策
を
講
じ
な
い
と
、
近
く
米
国

に
爆
発
的
イ
ン
フ
レ
が
お
こ
り
、
信
用
恐

慌
が
お
き
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
警
告
し
て

い
る
。
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三
島
氏
、
バ
ー
キ
ッ
ト
博
士
に
会
う

本
誌
４
月
号

ハ
サ
ミ
コ
ミ
で
、
読
売
新
聞

の
記
事

コ
ピ
ー
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
た
、
イ

ギ
リ
ス
の
医
師
、
デ
ニ
ス

・
バ
ー
キ

ッ
ト
博

士
の
送
別
パ
ー
テ
ィ
が
、
３
月
３０
日
、
東
京

の
八
芳
園
で
開
か
れ
、
桜
沢
里
真
先
生
の
依

頼
で
、
会
員
の
三
島
卓
朗
氏
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
三
島
さ
ん
は
、
晩
年
の
桜
沢
先
生
に

つ
い
て
勉
強
さ
れ
た
方
で
、

『世
界
無
銭
武

者
旅
行
』
や
、
各
機
関
誌
な
ど
に
名
前
が
出

て
い
ま
す
。
今
、
埼
玉
で
医
院
を
開
業
し
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
昔
か
ら
の
″勉
強
熱
心
さ
″

が
、
い
よ
い
よ
高
ま
り
、
多
く
の
学
者
た
ち

に
Ｐ
Ｕ
の
本
を
贈

っ
て
、
啓
蒙
に
つ
と
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

バ
ー
キ

ッ
ト
博
士
は
、
　
″バ
ー
キ

ッ
ト
の

腫
瘍
″
の
発
見
で
有
名
な
医
学
者
で
、
ア
フ

リ
カ
に
二
十
年
近
く
滞
在
し
、
先
進
諸
国
の

食
事
法
の
欠
点
は
、
精
製
し
な
い
、
繊
維
の

あ
る
穀
物
な
ど
を
食
べ
な
い
こ
と
だ
と
唱
え

て
い
ま
す
。

東
大
の
衛
生
学
の
山
本
俊

一
教
授
の
紹
介

で
、
バ
ー
キ

ッ
ト
博
士
は
非
常
に
喜
ん
で
会

わ
れ
、
三
島
氏
は
、
桜
沢
先
生
の
本
な
ど
、

３０
余
冊
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

6月 下旬、『精製炭水化物食と疾病』という

バーキット博士他の編著による訳本が自然社

で発行されます。

また、バーナー ド・クレムサー著『バーキッ

ト腫瘍への長い旅』 (竹村望訳、相川書房、

1500円 )と いう本が出ています。

場 所/岐阜県益田郡金山町中切
玉龍寺・TEL 05763-2-2361

(名古屋より高山線、急行で2時間)

日 時/昭和55年 7月 25日 0正午受付開
始、27日 午後 1時解散 (2泊 3日 )

講 師/大森英桜、大森一慧 (料理担当)
研修費/大人 18,000円、中学生以下 10,000円
4歳未満 5,000円 、0歳児 無料

ただし、離乳食必要の方は5,000円 )

締切り/7月 13日 (日)定員は80名

食物の陰陽の見分け方

食 物 の 陰 陽 序 列

腹痛による病気診断

21世紀に生き残る道

自然農法による増産法

公開個人健康相談

*走ヨ床 5:00、 ツ肖火丁10:30

*7月 26日 0夜、キャンプファイヤー

愛 知 陰 陽 会   伊藤 誠 TEL 0568-76-2731
〒 485 愛知県小牧市寺浦2943

岐阜正食友の会  千葉陽道 TEL 0582-320631
〒 502 岐阜県岐阜市長良崇福寺町 2

●詳しいバンフレットご希望の方はお申し込みください



GOテキスト・シリーズ

「恩」の社 会構 造

生物 学 的 に見 た
■

コ
ン
ャ
ッ
ク
と
ミ
チ
』
は
今
号
休
載
で
す
。

―
―

新
し
き
世
界

の
原
理
篇
―
―

―
―

オ

モ
シ

ロ
イ
、
あ
り
が
た
い
、

ス
バ
ラ
シ
イ
、
楽
し

い

一
生
を
送
ら

な

い
モ
ノ
は
、

ア
ヮ
レ
ナ
排
他
性

の
エ
ゴ

イ

ス
ト
で
あ
る
。

ナ
ゼ
多
く

の
人

が

ツ

マ
ラ
ナ
イ
、

カ
ナ
シ
イ
、

ク

ル
シ
イ
、

ナ
サ
ケ
ナ
イ
、

ミ
ジ

メ
ナ
渡
世

や
ド

レ
イ
の

一
生
を
送

ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
か
？

そ
の
わ
け
を

コ
コ
に
究
明
す
る
。

生
物
学
は
生
理
学
に
先
行
す
る
。

生
物
な
く
し
て
生
理
学
は
な
い
か
ら
。

生
物
は
地
球
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
。
だ
か
ら
地
理
学
が
生
物
学

へ
先
行
す
る
。
し
か
し
現
在
の
地
理
学
は

人
間
の
利
便
の
た
め
の
地
理
学
で
あ
っ
て
、　
地
球
―
―
生
物
、
生
命
の
場
と
し
て
の
―
―
の
学
で
は
な
い
。　
オ
マ
ケ

ニ
、
国
家
領
土
思
想
に
ワ
ザ
フ
ィ
さ
れ
て
い
る
。
古
来
の
地
文
学
や
中
国
の
自
然
観
察
の
正
し
さ
を
思
う
。

地
球
学
は
モ
チ
ロ
ン
、
天
文
か
ら
宇
宙
学
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
は
相
対
有
限
界
か
ら
無
限
、
絶
対

界
に
た
ど
り
つ
く
。
そ
し
て
生
理
、
生
物
学
か
ら
無
限
絶
対
ま
で
を
貫
ぐ
唯

一
無
窮
、
万
世
不
易
の
法
則
―
―
▽

△

（陰
陽
）
実
用
弁
証
法
の
発
見
に
な
る
。

こ
れ
は
私
の
字
宙
ス
パ
イ
ラ
ル
に
完
全
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
生
物
学
か
ら
生
理
学
、
心
理
学
、
人
間
の
世
界

と
下
る
と
始
め
て
幸
、
不
幸
と
い
う
モ
ノ
を
発
見
す
る
。
だ
か
ら
幸
、
不
幸
、
自
由
、
不
自
由
、
吉
凶
、
善
悪
の

問
題
の
根
本
的
解
決
は
少
く
と
も
生
物
学
的
原
則
の
発
見
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
と
得
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
の
―
―

つ
ま
り
西
欧
的
な
生
物
学
は
生
物
環
境
学

（ビ
オ
エ
コ
ロ
ジ
イ
）
ま
で
進
歩
し
て
い

る
け
れ
ど
も
、
ヤ
ハ
リ
主
流
は
西
欧
的
で
む
し
ろ
分
析
的
な
生
物
物
理
学
の
キ
カ
イ
論
に
な
っ
て
、
多
岐
亡
羊
の

観
が
あ
る
。
肝
心
の
人
間
が
行
方
不
明
。
そ
の
死
角
は

一
言
に
い
え
ば
宇
宙
の
構
造
、
秩
序
＝
恩
の
思
想
の
カ
ゲ

も
な
い
コ
ト
で
あ
る
。
空
気
、
水
、
日
光
、
大
地
―
―
こ
れ
が
生
物
と
生
命
の
場
で
あ
り
、
こ
れ
が
人
生
劇
場
の

舞
台
で
あ
る
。

こ
れ
が
あ
る
オ
カ
ゲ
で

一
切
の
人
生
の
悲
喜
劇
が
上
演
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
イ
ミ
の
生
物
学
的
認
識
さ
え
あ

れ
ば
、
オ
モ
シ
ロ
イ
人
生
劇
の
シ
ナ
リ
オ
作
者
に
な
っ
て
、
人
は
自
由
に
自
分
の
好
む
ま
ま
の
演
出
が
で
き
る
。

つ
ま
り
役
者
に
な
ら
ず
、
作
者
に
な
れ
る
。

さ
も
な
い
と
役
者
で
、
し
か
も
そ
の
９
９
％
９
９
９
９
は
エ
キ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。
こ
の
光
、
空
気
、
水
、
大
地

（昔
の
コ
ト
バ
で
い
う
と
地
水
火
風
の
四
大
、　
あ
る
い
は
空
を
加
え
て
五
大
）
の
秩
序
と
、　
根
源
と
法
則
を
知
る
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事
が
人
生
、
生
物
学
の
第

一
課
で
あ
る
。
ソ
レ
を
西
洋
生
物
学
は
全
く
忘
れ
て
、
こ
の
四
大
ま
た
は
五
大
が
生
じ

る
無
数
無
限
無
常
の
千
変
万
化
す
る
映
像
を
集
め
て
、
根
本
原
則
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
西
洋
風
な

全
て
の
考
え
方
や
科
学
の
死
角
が
露
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
落
葉
を
集
め
て
、
森
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
努
力
に

等
し
い
。

東
洋
流
な
モ
ノ
の
考
え
方
で
は
、
第

一
に
そ
れ
ら
の
起
源
を
探
究
す
る
。
そ
し
て
絶
対
、
無
限
、
永
遠
、　
一
、

空

（神
）
な
ど
の
発
見
に
到
達
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
数
千
億
年
前
も
、
今
日
も
、
数
千
億
年
後
も
、
刻
々
に
こ
の

五
大
を
創
造
し
つ
つ
あ
る
大
本
の
偉
大
さ
、　
想
像
を
絶
す
る
モ
ノ
、
（老
子
は
コ
レ
を
谷
神
、　
と
か
母
と
か
い
っ

た
）

エ
ホ
バ
、
ア
ミ
ー
ダ
、
神
、
シ
ュ
ン
ニ
ャ
ー
タ
、
ブ
ラ
ー
マ
、
ア
ー
タ
マ
、
な
ど
呼
ば
れ
る
モ
ノ
に
至
り
、

ソ
コ
に
絶
対
の
信
頼
、
安
心
、
平
和
、

ヨ
ロ
コ
ビ
、
感
謝
、
感
激
、
法
悦
さ
え
、
発
見
し
、
定
住
す
る
コ
ト
に
な

る
。こ

の
考
え
方
を
知
恩
と
い
う
。

（恩
と
は
因
を
心
の
上
に
か
い
た
字
。　
因
は
ス
ベ
テ
ノ
原
因

す
な
わ
ち
宇
宙
の
秩
序
と
そ
の
唯

一
の
法
則
す
な

わ
ち
正
義
▽
△
を
心
に
抱
い
て
い
る
ヨ
ロ
コ
ビ
の
象
形
で
あ
る
）
。　
つ
ま
り
東
洋
の
生
物
学
は
恩
の
生
物
学
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
光
、
空
気
、
水
、
大
地
と
い
う
人
間
に
と
っ
て

一
秒
も
欠
く
事
の
で
き
な
い
場
を
無
始
の
始
め
か

ら
、
無
終
の
終
り
ま
で
刻
々
生
産
し
、
変
化
さ
せ
、
破
カ
イ
し
、
ま
た
創
造
し
て
ゆ
く
偉
大
な
モ
ノ
ー
ー
宇
宙
の

秩
序
―
―
に
対
す
る
感
謝
、
感
恩
、
大
歓
喜
、
欣
喜
勇
躍
の
境
地
が
東
洋
生
物
学
の
終
着
点
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

第
七
天
、
無
限
界
の
楽
し
い
旅
が
始
ま
る
。

一
口
に
言
い
直
す
と
東
洋
の
生
物
学
は
恩
の
世
界

へ
の
門
で
あ
る
。
（家
の
建
築
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、

東

洋
で
は
人
間
の
生
命
の
根
元
、
大
宇
宙
と
そ
の
正
義
を
日
夜
愛
し
、
と
け
こ
み
、
楽
し
む
コ
ト
を
主
眼
と
す
る
芸

術
的
作
品
で
あ
る
が
、
西
洋
で
は
、
そ
の
物
量
、
材
料
、
大
小
、
快
楽
、
利
便
を
ネ
ラ
イ
と
し
、
外
界
、
自
然
を

敵
視
す
る
排
他
性
の
表
現
で
あ
る
）
。

敗
戦
亡
国
の
日
本
の
ア
サ
マ
シ
イ
、
ナ
サ
ケ
ナ
イ
、
オ
ソ
ロ
シ
イ
こ
の
現
状
は
、
こ
の
恩
の
世
界
の
完
全
な
喪

失
で
あ
る
。

現
在
の
日
本
人
の
忘
恩
ほ
ど
大
き
い
不
幸
は
空
前
で
あ
る
。
モ
ー
ダ

レ
一
人
、
こ
の
字
宙
の
偉
大
な
生
物
学
的
な

恩
恵
を
感
謝
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
た
だ
そ
の
恩
恵
の
無
限
分
の

一
で
あ
る
感
覚
の
世
界
の

一
コ
マ
で
し
か
な

い
肉
的
快
楽
を

必
死
の
形
相
で
競
い
求
め
て
い
る
。　
ソ
レ
く
ら
い
だ
か
ら
当
然
社
会
の
恩
恵
も
無
視
し
て
し
ま

う
。
こ
こ
に
現
代
日
本
と
世
界
の
最
大
の
不
安
、
相
剋
、
闘
い
、
戦
争
、
恐
怖
、
暴
力
、
新
兵
器
、
危
機
の
根
本

原
因
が
あ
る
。
宇
宙
の
秩
序
と
い
う
大
き
な
、
見
え
な
い
恩
恵
に
対
し
て
は
盲
目
無
知
で
も
フ
ツ
ウ
の
人
間
は
社

会
の
、
ト
ナ
リ
人
の
、
直
接
の
日
々
の
恩
恵
に
は
ダ

レ
で
も
感
謝
と
報
恩
の
行
動
を
と
る
事
、
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

東京・ロー ドクラフ例会

05月 25日 O ⑤ 13:00～ 17:00
「婦人の生理

―
婦人病を早く治

す法、育児相談等」O大森一慧
○一般1700円 、会員ll100円 ○万
世橋区民会館集会室3F O盛谷
奈加 □
"8661020 

望確認

小牧・姓名学講座

●5月 24日○ 014:∞～le 30
「姓名学から見た病人像」⑤1713
0～ 211∞「有名人の■命を姓名学
で見ると」 O大森英桜 僻∞0
P〕、要予約、定員40名 O小牧市
民会館4階第2会議室 ⑪愛知陰
陽会/伊藤誠 (小牧市寺浦2943
al1568・ 76・ 2731)

小牧・正食請演会

●5月 25日① 010:∞～12:30
r皮膚病について」013:30～ 14:
00「水と健康について」O大森英
桜01部毎llX10円 、 I、 1部通し
15111円○木津用水会館 0同上

-15-

各 地 の 行 事

ⅢⅢ
'■

輔 ‐1
アカシアのまっ自な花吹雪が

舞 う下で、ささやかな自然食 (ア

カシアの花のてんぶ ら、野草料

理、玄米むすび、自然酒)パ ー

テ ィを行います。

●日時/5月 18日① 12～ 15時

●場所/やまと保育口 (京工線・聖

蹟桜ケ丘駅下車・バス⑥番

乗車、厚生荘病院前下車)

●会費/2∞0円 要予約
8 0423・ 73・ 5039

●主催/牛尾盛保 料理/渡辺稔子



事
を
、
教
え
ら
れ
な
く
て
も
知

っ
て
い
た
。
ソ
レ
は
常
識
や
習
慣
に
な
っ
て
い
た
。

借
金
に
利
子
を
つ
け
た
り
、　
訪
間
に
花
を
も
っ
て
行

っ
た
り
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
（
カ
ゴ
シ
マ
で
は

不
意
の
珍
客
の
訪
間
を
う
け
る
と
ア
ト
カ
ラ
、
訪
問
者

へ
茶
菓
酒
肴
に
相
当
す
る
モ
ノ
を
届
け
て
、
訪
間
を
謝
す

る
風
習
さ
え
あ
る
）。　
オ
ミ
ヤ
ゲ
と
い
う
古
い
一
般
的
な
形
式
の
贈
物
は

日
本
人
の
こ
の
美
し
い
社
会
認
識
の
心

情
の
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
は
平
素
の
宇
宙
の
秩
序
の
大
恩
に
対
す
る
、
社
会
に
対
す
る
、
人
に
対
す
る
感
謝
の
最
も
幼
稚
な
初
歩
的

表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
私
は
イ
ツ
も
欧
州

へ
出
か
け
る
ご
と
に
身
の
廻
り
の
手
荷
物
と
同
じ
く
ら
い
、
ま
た
は
シ

バ
シ
バ
そ
れ
よ
り
大
き
な
量
の
オ
ミ
ヤ
ゲ
を
も

っ
て
ゅ
く
。

一
九
六
〇
年
七
、
八
月
、
私
は
毎
日
毎
日
二
十
時
間
く
ら
い
九
週
間
も
米
国
に
お
け
る
第

一
回
キ
ャ
ン
プ
の
た

め
に
は
た
ら
い
た
。
（
リ
マ
や
、
そ
の
他
二
、
三
の
Ｍ
Ｉ
出
身
者
も
）。
ノ
ベ
日
数
三
百
人
以
上
で
あ
る
が
、
お
礼

は
ス
ベ
テ
ノ
人
件
、
食
料
、
家
賃

（
八
十
万
円
）
を
払

っ
た
残
金
ワ
ズ
カ
三
百
五
十
ド
ル
だ
っ
た
。

（
フ
ラ
ン
ス
で
や
っ
た
時
に
は

お
礼
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
）
。
（参
加
者
の
会
費
は

ニ
カ
月
で
∧

一
人
∨
六
百
五
十
ド

ル
＝
約
二
十
四
万
円
）
。

私
は
そ
の
二
五
〇
ド
ル
を
リ
マ
を
交
互
に
助
け
て
く
れ
た

四
人
の
日
本
女
性
の
た
め
に

分
け
た
。　
し
か
も

私
は
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
正
食
実
行
に
よ
っ
て
偉
大
な
効
果

（ガ
ン
を
治
し
た
）
を
あ
げ
た
四
人

の
米
国
の
女
性
に
無
双
塔
の
純
銀
特
別
製
ネ
ッ
ク
レ
ス

（東
京
丸
ビ
ル
宝
屋
宝
飾
店
謹
製
）
を
贈
り
、　
そ
の
他
三
十

名
に
ィ
ロ
ィ
ロ
な
記
念
品
を
贈

っ
た
。
そ
の
金
額
は
五
百
ド
ル
以
上
。
こ
れ
で
も
私
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
表
現
す
る
に

は
た
り
な
い
。
も

っ
と
贈
物
を
し
た
か
っ
た
。

し
か
し
、　
私
と
リ
マ
は
生
命
を
さ
さ
げ
て
い
る
。

他
に
何
事
も
や
ら
な
い
で
、　
夜
明
け
か
ら
、　
夜
半
ま
で
、

（六
十
数
日
間
に
二
回
海

へ
行

っ
た
だ
け
で
）
毎
日
講
義
や
そ
の
準
備
や
、　
料
理
の
た
め
に
は
た
ら
い
た
。　
そ
し

て
何
十
人
か
の
人
々
に
健
康
と
美
と
若
さ
と
最
高
判
断
力
、
生
命
の
カ
ギ
、
天
国
の
カ
ギ
を
上
げ
た
。　
一
人
の
生

命
を
百
万
円
と
見
て
も
莫
大
な
モ
ノ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
五
百
ド
ル
の
贈
物
な
ど
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
欧
州
や
米
国
で
の
キ
ャ
ン
プ
で
私
は

一
介
の
労
働
者
の

一
日
分
の
収
入
も
な
い
コ
ト
に
は
な
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
欧
米
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
無
双
原
理
や
正
食
と
い
う
生
命
の
芸
術
、
仙
術
、
神
の
医
学
は
始
め
て
接
す

る
の
で
、
た
だ
ボ
ウ
然
と
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
真
価
を
理
解
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
師
に
対
す
る
礼

を
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
収
入
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
、
中
傷
や
密
告
を
う
け
な
か
っ
た
ら
マ
ダ
あ
り

が
た
い
方
で
あ
る
。
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
再
三
、
ケ
イ
サ
ツ
や
法
廷
に
引

っ
ぱ
り
出
さ
れ
た

コ
ト
が
あ
る
。

ケ
レ
ド
モ
私
は
私
の
き
め
た
道
を
す
す
む
。

私
は
人
間
の
無
限
の
自
由
と
、　
永
遠
の
幸
福
と
、　
絶
対
の
正
義
の
た
め
に
、
「
あ
そ
ば
ざ
る
モ
ノ
食
う
べ
か
ら

″食
養
井
戸
端
会
議
″
改
め
―
―

『食
養
女
性
教
室
』
の
お
知
ら
せ

は
じ
め
て
玄
米
を
食
べ
る
人
や
、
毎
日
の
台
所
を
あ
ず
か

る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま

っ
て
、
気
軽
に
話
し
あ

う
場
で
す
。
な
ぜ
私
た
ち
は
玄
米
を
食
べ
る
の
で
し
ょ
う
。

陰
性
、
陽
性

っ
て
何
で
す
か
。
今
夜
の
お
か
ず
は
何
に
し
た

ら
い
い
か
し
ら
…
…
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
困

っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。　
一
人
で
食
養
を
し
て
い
る
人
、

家
族
の
健
康
を
願

っ
て
い
る
人
た
ち
、
仲
間
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
Ｃ
Ｉ
へ
来
て
皆
さ
ん
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
森

一
慧
先
生
に
、
食
養
の
基
本
的
な
こ
と
、
育
児
な
ど

日
常
生
活
の
悩
み
に
つ
い
て
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

″女
性
教
室
″
と
名
づ
け
ま
し
た
が
、
男
性
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
す
こ
と
に
よ
り
、
知
識
を
深
め
、
仲

間
を
ふ
や
し
て
、
正
食
の
運
動
を
ひ
ろ
め
て
ゆ
く
助
け
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
食
養
は
毎
日
毎
日
の
こ
と
、
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
毎
月
第
２

・
４
火
曜
日
、
１４
時
半
～
１６
時
半

●
参
加
費
／
千
円

※
閉
会
後
、
個
別
相
談

（大
森

一
懸
先
生
担
当
）
が
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（係
／
飯
田
敏
乃
）
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ず
」
の
主
義
の
タ
メ
ニ
、
無
数
の
ド
レ
イ
や
渡
世
人
を
解
放
す
る
タ
メ
ニ
、
私
は
私
の
史
上
空
前
の
人
間
革
命
の

た
め
に
、
最
後
ま
で
闘
う
。

私
の
ネ
ラ
イ
は
宇
宙
の
秩
序
と
い
う
最
大
無
上
の
恩
寵

の
発
見
を
人
に
説
く

コ
ト
で
あ
る
。
ソ
レ
よ
り
ほ
か
、

永
遠
の
幸
せ
と
平
和
、
無
限
の
自
由
と
絶
対
の
正
義
を
こ
の
地
上
に
確
立
す
る
社
会
を
創
る
方
法
は
な
い
の
だ
か

ら
。　
つ
ま
リ
ユ
ー
ト
ピ
ヤ
は
人
間
の
住
ん
で
い
る
こ
の
世
界
、
「
今
」
の
世
界
に
あ
る
の
だ
か
ら
。　
ま
た
、
あ

つ

た
の
だ
か
ら
。
こ
れ
を
忘
れ
て
い
る
ス
ベ
テ
ノ
社
会
改
造
に
よ
る
革
命
の
失
敗
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
か
ら
。

こ
の
宇
宙
に
無
限
に
湧
き
出
し
、
み
な
ぎ
る
無
限
大
の
恩
寵
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
見
る
眼
の
な
い
人
は
ミ
ナ
、
金
や
、

力
や
名
誉
に
よ

っ
て
、
小
さ
な
タ
マ
ユ
ラ
の
快
楽
や
ヨ
ロ
コ
ビ
を
求
め
て
悪
ア
ガ
キ
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ソ
レ
が

人
間
の
数
千
年
の
悲
惨
な
歴
史
で
あ
る
。

こ
の
無
限
の
恩
寵
を
発
見
し
た
ヨ
ロ
コ
ビ
こ
そ
感
謝
で
あ
る
が
、　
こ
れ
を

「
ア
リ
ガ
タ
シ
」
「
難
あ
り
有
り
難

し
」
と
い
う
日
本
語
ほ
ど
ヨ
ク
現
わ
す

コ
ト
バ
は
世
界
中
ド

コ
に
も
な
い
。
宇
宙
の
秩
序
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
そ
の

法
則
▽
△
は
ホ
ン
ト
ー
ニ

「
有
り
え
難
き
」
モ
ノ
で
あ
る
。
こ
の

「
あ
り
え
が
た
き

コ
ト
」
を
発
見
し
た
ヨ
ロ
コ

ビ
の
絶
叫
が

「
あ
あ
、　
あ
り
え
が
た
き

コ
ト
だ
！

」
で
あ
る
。
「
あ
り
が
た
い
！

」
の
絶
叫
は

心
の
底
か
ら
全

身
全
力
を
ゆ
さ
ぶ
っ
て
、
ほ
と
ば
し
り
出
る
絶
叫
で
あ
る
。
ソ
レ
が
出
る
時
、
人
は
モ
ー
こ
の
相
対
、
有
限
、
無

常
界
の

一
切
を
な
げ
す
て
、
天
国
に
生
れ
変

っ
た
オ
ド

ロ
キ
と
ヨ
ロ
コ
ビ
、
無
上
の
法
と
永
遠
の
命
を
発
見
し
た

ヨ
ロ
コ
ビ
、
神
を
発
見
し
、
自
分
の
命
の
母
を
発
見
し
、
自
分
に
ス
ベ
テ
を
与
え
て
く
れ
た
、
く
れ
つ
つ
あ
る
母

を
発
見
し
た
ヨ
ロ
コ
ビ
、
全
地
球
よ
り
大
き
な
宝
―
―
魂
―
―
を
く
れ
た
母
、
自
分
を
ア
ケ
ク
レ
守

っ
て
い
る
神

を
見
る
眼
を
開
か
れ
た
ヨ
ロ
コ
ビ
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

西
欧
の
コ
ト
バ
で
は

「
感
謝
」
は

一
つ
の
反
対
給
付
で
あ
る
。
メ
ル
シ
イ
に
し
て
も
、
サ
ン
ク
ス
に
し
て
も
、

ダ

ン
ケ
に
し
て
も

要
す
る
に

「
汝
に
神
の
加
護
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
か
、
「―
―
あ
る
コ
ト
を
願
う
」
の
意
で
あ

る
。
あ
る
い
は

「
無
形
の
音
だ
け
の
空
手
形
」
で
あ
る
。
ソ
レ
は

一
粒
万
倍
の
全
く
逆
の
精
神
の
露
出
で
あ
る
。

「
ア
リ
ガ
タ
イ
」
は
最
大
、
無
限
の

「
ヨ
ロ
コ
ビ
」
で
あ
る
。
西
欧
人
は
こ
の
意
味
の
感
謝
を
知
ら
な
い
。

第

一
、

コ
ト
バ
が
な
い
Ｈ

西
欧
の
人
々
は
光
、　
空
気
、
水
、　
大
地
を
、　
ま
た
生
命
を
無
償
で
与
え
ら
れ
た
光
栄
と
ヨ
ロ
コ
ビ
を
知
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
生
命
を
知
ら
な
い
。
知
ら
な
い
コ
ト
ー
ー
無
知
は
恐
怖
を
生
み
、
恐
怖
は
敵
対
心
を
生
み
、
ツ
イ

ニ
、
暴
力
を
生
む
。
そ
の
暴
力
の
最
大
な
る
モ
ノ
が
カ
レ
ラ
の
神
で
あ
る
―
―
金
、
勢
力
、
権
威
―
―
名
声
、
知

識
。
ス
ベ
テ
相
対
、
有
限
界

（大
宇
宙
の
無
限
、
絶
対
界
に
く
ら
べ
る
と
、
ソ
レ
は
大
洋
と
バ
イ
キ
ン

一
つ
ほ
ど

の
チ
ガ
ィ
の
あ
る
小
さ
い
世
界
で
あ
る
）
こ
の
小
さ
い
世
界
に
い
る
三
十
億
の
人
間
の
中
の

一
部
だ
け
し
か
通
用

し
な
い
モ
ノ
で
あ
る
。
だ
か
ら
結
果
は
不
幸
、
病
気
、
災
難
、
不
運
、
失
敗
、
犯
罪
し
か
な
い
。
こ
れ
で
私
が
こ

fニ スーパー・トレーニング
人間関係がうまくいかない/自分自身の生き方がわからない/勉強が思うように進
まない/いくら眠っても疲れがとれない/人前で上がってしまう/創造力がない

◎かくれた才能を引き出し、欲しい能力が身につく独自のシステム

◎無双原理を基にした頭の使い方、体の使い方

◎メディテーションによる心のコントロール

※詳細、お問い合せは下記へ。案内書無料急送。(日本CI協会にもあります)
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の
八
年
間
、
莫
大
な
金
と
、
八
年
と
い
う
月
日
と
、　
一
日
二
十
時
間
と
い
う
努
力
を
か
け
て
、
私
の
過
去
四
十
八

年
の
努
力
で
確
保
し
て
き
た
天
国
の
カ
ギ
、
ア
ラ
ユ
ル
不
治
の
難
病
を
治
し
、
自
由
と
、
平
和
、
健
康
と
幸
福
、

繁
栄
と
、
息
災
の
秘
訣
を
贈
り
、
生
命
を
と
り
と
め
、
オ
マ
ケ
ニ
経
済
的
に
も
楽
に
し
て
上
げ
て
も
多
く
の
人
々

は
宇
宙
の
秩
序
や
ソ
レ
を
生
み
出
す
無
限
、
絶
対
、
空
に
対
す
る
ヨ
ロ
コ
ビ
も
オ
ド

ロ
キ
さ
え
も
た
な
い
の
だ
か

ら
。
そ
の
通
訳
に
感
謝
を
す
る
コ
ト
を
知
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
は
正
食
と
Ｐ
Ｕ
が
、
全
世
界
よ
り
大
き
な
ダ
ィ
ヤ
モ
ン
ド
の
数
千
億
倍
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
コ
ト
を
相

対
、
有
限
界
の
ハ
カ
ナ
イ
富
や
力
や
快
楽
バ
カ
リ
探
求
し
て
い
る
ノ
ミ
ト
リ
眼
で
は
見
る
コ
ト
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
は
私
の
説
明
の
し
か
た
が
未
熟
で
無
力
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。　
一
体
ど
ん
な
に
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
？

こ
れ
が
私
の
古
稀
に
近
く
な

っ
て
発
見
し
た
私
の

一
生
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
私
は

コ
ツ
コ
ツ
こ
れ
を
掘
り

下
げ
て
ゆ
く
。
こ
の
大
問
題
を
他
の
面
か
ら
見
る
と
、
そ
の
大
き
さ
が
ヨ
ク
分
る
。

恩
、
感
謝
、
ア
リ
ガ
タ
シ
、　
一
粒
万
倍
等
の
思
想
を

一
口
に

「
難
有
り
有
難
し
」
の

一
句
に
こ
め
て
、
弁
証
法

的
に
、
逆
説
的
に
訳
し
て
も
い
い
。

こ
れ
は
宇
宙
の
秩
序
の
七
則
―
―

田
　
ハ
ジ
メ
あ
る
モ
ノ
に
オ
ワ
リ
あ
り
。

例
　
オ
モ
テ
あ
る
モ
ノ
に
ウ
ラ
あ
り
。

０
　
同

一
な
る
モ
ノ
あ
る
コ
ト
な
し
。

０
　
オ
モ
テ

（
ハ
ジ
メ
）
大
な
れ
ば
ウ
ラ

（
オ
ワ
リ
）
大
な
り
。
等
…
…
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
七
則
は
実
生
活
で
宇
宙
の
秩
序
が
ス
ッ
カ
リ
身
に
つ
い
た
人
で
な
い
と
、
分
ら
な
い
。

難
の
中
に
こ
そ
有
り
え
難
き
モ
ノ
が
あ
る
。

不
自
由
の
中
に
だ
け
自
由
は
あ
る
。

不
幸
の
あ
る
と
こ
ろ
に
だ
け
幸
せ
は
あ
る
。

不
如
意
の
外
に
如
意
が
あ
る
と
思
う
ほ
ど
オ
ロ
カ
ナ
こ
と
は
な
い
！

ア
ラ
ソ
イ
の
中
に
こ
そ
平
和
の
原
理
が
あ
る
。
ソ
レ
が
分
ら
な
い
か
ら
ア
ラ
ノ
イ
が
あ
る
の
だ
。
ア
ラ
ソ
イ
を

の
が
れ
て
平
和
を
求
め
る
の
は
無
用
で
あ
る
。
ア
ラ
ソ
イ
が
な
け
れ
ば
、
相
争
う
二
つ
の
主
張
を
相
補
性
に
統

一

す
る
ヨ
ロ
コ
ビ
は
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
か
？
　
ア
ラ
ソ
イ
や
不
幸
や
不
自
由
が
あ
る
か
ら
平
和
、
幸
せ
、
自
由

を
求
め
る
の
だ
。
ア
リ
ガ
タ
イ
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
七
原
則
を
ヨ
ク
理
解
し
た
モ
ノ
は
ア
ラ
ソ
イ
、
不

自
由
、
不
幸
の
ド
ン
底
に
自
由
で
平
和
な
幸
せ
な
世
界

へ
の
抜
け
穴
を
見
つ
け
る
コ
ト
が
で
き
、
そ
の
住
民
と
し

て
楽
し
い
、
ア
リ
ガ
タ
イ
、
お
も
し
ろ
い

一
生
を
送
れ
る
。

マクロビオティック運動と総合自然食品販売をつうじてニューライフを目指す。

心ある同志とともに歩んでいるぐるうぷです。

〔勤務地〕
!夢屡喜羹事

江古田店  〔職種〕
 賢亀
員
381里 11感!:∴言

2名

詳細は電話連絡ののち面談 (担当/1Lり |1毅庸糸己)

躍動に燃える「ぐるうぷ味穂」が
ファイトあるスタッフをFAく 募集
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親
や
、
社
会
や
、
権
力
や
金
や
法
律
で
無
償
で
与
え
ら
れ
た
幸
福
、
自
由
、
平
和
は
必
ず
破
れ
る
。
ナ
ゼ
な
ら

自
由
と
平
和
の
原
理
を
自
ら
身
を
も

っ
て
探
検
し
、
冒
険
し
、
発
見
し
た
モ
ノ
で
な
い
限
り
、
ソ
レ
は
創
造
で
き

な
い
の
だ
か
ら
。

ツ
マ
リ
自
分
の
モ
ノ
で
な
い
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
モ
ノ
だ
か
ら
、
オ
ソ
カ
レ
早
カ
レ
失
う
。
碁
を
人
の
助
言
で

勝

っ
た
モ
ノ
が
、
自
分
の
力
で
勝

っ
た
と
思
う
オ
ロ
カ
サ
は
ダ

レ
に
で
も
分
る
が
、
親
か
ら
も
ら

っ
た
富
や
、
学

校
で
も
ら
っ
た
知
恵
や
技
術
や
社
会
か
ら
も
ら

っ
た
富
や
地
位
に
な
る
と
、
ヨ
ク
、
自
分
の
力
で
得
た
モ
ノ
だ
と

思
い
ガ
チ
で
あ
る
。
こ
こ
で

「
一
粒
万
倍
」
と
い
う
生
物
学
的
な
法
則
を
人
間
の
倫
理
に
し
た
東
洋
の
昔
の
自
由

人
の
エ
ラ
サ
を
思
う
。

他
か
ら
の
助
言
、
助
太
刀
も
社
会
の
教
育
も
こ
の

「
一
粒
万
倍
」
の
原
則
で
万
倍
に
し
て
返
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ま
し
て

一
銭
の
金
で
も
借
り
た
ら
。

こ
ん
な
気
持
は
日
本
人
に
は
ダ

レ
で
も

一
応
は
ス
グ
受
け
と
る
が
、
西
洋
人
に
は
ト
テ
モ
六
カ
シ
イ
。

全
く

「
ネ
耳
に
水
」
で
あ
る
。

ア
チ
ラ
ノ
人
々
は
、
大
な
り
小
な
リ
キ
リ
ス
ト
を
愛
好
す
る
。
そ
の
ワ
ケ
は

「
キ
リ
ス
ト
が
命
を
な
げ
す
て
て

我
々
の
罪
を
償

っ
て
く
れ
た
か
ら
」
と
い
う
の
だ
。

「
だ
か
ら
我
々
は
罪
を
償
う
要
は
な
い
」
と
い
う
コ
ト
を
暗
黙
の
中
に
認
め
て
い
る
。　
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
に
借
金

が
あ
る
と
は
ユ
メ
に
も
思

っ
て
い
な
い
。
正
に

一
粒
万
倍
の
逆
で
、
「
万
粒

一
倍
」
か

「
万
粒
○
倍
」
で
あ
る
。

「
マ
サ
カ
そ
ん
な
コ
ト
を
！

」
と
君
た
ち
は
い
う
だ
ろ
う
。
私
も
最
初
ソ
ン
ナ
ニ
思

っ
た
。
し
か
し
コ
レ
は
実

際
、　
私
が
ア
チ
ラ
で
た
び
た
び
き
い
た
コ
ト
だ
し
、　
ま
た
そ
の
行
動
を
見
て
来
た
コ
ト
だ
。
（外
国
に
行

っ
た
ら

タ
シ
カ
メ
テ
見
給
え
、
こ
れ
が
分
ら
な
い
な
ら
、　
君
の
西
欧
を
見
る
日
は
フ
シ
穴
で
あ
る
）
。
こ
れ
で
、　
私
の
開

拓
す
る
処
女
地
が
イ
カ
ニ
凄
い
暴
風
雨
、
大
吹
雪
の
荒
野
で
あ
る
か
、
諸
君
に
も
分
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
態
度
が

西
欧
人
の
ス
ベ
テ
に
大
な
り
小
な
り
あ
る
の
だ
か
ら
、
聖
書
で
教
え
て
い
る
コ
ト
が
、
全
部
ウ
ラ
ガ

エ
シ
に
と
ら

れ
て
い
る
コ
ト
は
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

（例
―
―

「
汝
、
家
を
す
て
、　
家
族
を
す
て
、　
十
字
架
を
負
い
て
我
に
従
え
」
を
七
日
に

一
度
だ
け
の
儀
式
と

と
り
、
自
分
の
富
の
千
万
分
ノ

一
を
出
す

コ
ト
を
、　
家
を
す
て
、　
家
族
を
す
て
る
コ
ト
だ
と
思
い
、
「
も
て
る
モ

ノ
は
マ
ス
マ
ス
与
え
ら
れ
、
富
み
か
つ
、
栄
え
ん
。
さ
れ
ど
持
た
ざ
る
モ
ノ
は
、
ソ
ノ
も
て
る
モ
ノ
を
も
う
ば
わ

る
べ
し
」
を

「
金
を
も
て
る
モ
ノ
…
…
」
と
取

っ
て
い
る
如
し
）
。

（
ま
た
、
信
仰
を
、
「
た
だ
盲
目
的
に
」
信
ず
る
コ
ト
と
と
っ
て
い
る
如
し
）
。

し
か
し
私
は
最
近
ガ
″
然
と
し
た
。
モ
ッ
ト
恐
し
い
事
実
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
レ
は
二
十
五
年
も
黙

々

と
私
に
つ
い
て
来
て
い
な
が
ら
、
実
生
活
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｕ
の
Ｐ
の
字
も
実
行
す
る
コ
ト
を
知
ら
な
い
男
を
発
見

健
康
と
平
和
の
道
し
る
べ

世
界
正
食
協
会

の
機
関
誌

●
購
読
ご
希
望
の
方
ヘ

「正
食
」
誌
は
、　
一
カ
年
分
前
納
、
送
料
こ
み
で

五
〇
〇
〇
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
現
金
書
留

ま
た
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号

。
大
阪
５
６
３
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３
）
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い
。
購
読
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金
書
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―
五
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４
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会
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／
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・
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０
６
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８
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し
た
か
ら
で
あ
る
。

長
年
の
病
気
や
、
近
く
迫

っ
て
い
る
大
き
な
不
幸
か
ら
救
わ
れ
る
と
、
モ
ー
東
洋
医
学
の
原
理
で
あ
る
実
用
弁

証
法
は
研
究
せ
ず
、　
尻
に
帆
を
か
け
て
消
え
て
し
ま
う
人
が
多
い
。
（例
え
ば

『
サ
ー
ナ
』
に
か
い
た

「
足
ナ
エ

姫
」
レ
ア
ン
ド
リ
ー
ヌ
で
あ
る
。
彼
女
は
、
九
七
年
立
て
な
か

っ
た
足
腰
が
立
つ
よ
う
に
な
り
、
毎
日
タ
カ
ト
リ

山
を
上

っ
た
り
、
下
り
た
り
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
会
員
の
家
を
方
々
訪
ね
て
食
い
あ
ら
し
て
廻
り
、
礼
状
も

出
さ
ず
二
年
後
に
は
ド

コ
カ
ヘ
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
あ
の
娘
を
治
す
た
め
に
、
私
は
生
み
の
親
で
も
で
き
な
い
よ

う
な
世
話
を
し
て
や
っ
た
。
そ
の
後
、
風
の
タ
ヨ
リ
に
き
く
と
彼
女
は
私
の
友
人
Ｙ
先
生
の
息
子
と
結
婚
し
た
。

ソ
レ
で
も

ハ
ガ
キ

一
本
よ
こ
さ
な
い
。
何
と
い
う
オ
ソ
ロ
シ
イ
娘
だ
ろ
う
！
　
と
思

っ
て
い
る
と
最
近
Ｙ
先
生
が

突
然
亡
く
な

っ
た
。
彼
女
が
正
食
を
Ｙ
家
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
セ
イ
で
あ
る
。
Ｙ
先
生
の
美
食
邪
食
は
有
名
だ

っ
た
。
惜
し
い
コ
ト
だ
。
こ
れ
か
ら
彼
女
の
不
幸
は
大
き
く
な
る
バ
カ
リ
で
あ
る
）
。

こ
ん
な
娘
や
青
年
に
は
な
れ
て
い
る
か
ら
、
た
い
て
い
の
事
に
は
お
ど
ろ
か
な
い
が
、
こ
の
男
に
は
驚
い
た
。

カ
レ
は
礼
―
―
宇
宙
の
秩
序
の
社
会
学
―
―

の
構
造
を
全
く
考
え
な
い
。　
一
粒
万
倍
と
い
う
よ
う
な
コ
ト
を
チ

ク
オ
ン
キ
の
よ
う
に
口
に
は
す
る
が
、
な
す

コ
ト
は
う
ら
は
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
現
在
の
日
本
の
人
々
に
共
通
の
行
動
で
あ
る
。
今
日
も
新
聞
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
談
と

し
て
、
山
の
遭
難
者
が
救
い
出
さ
れ
て
も

「
帰

っ
て
か
ら
ハ
ガ
キ

一
枚
お
礼
を
よ
こ
さ
な
い
」
と
い
う
の
が
出
て

い
た
。
全
く

一
粒
万
倍
の
精
神
は
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
。

礼
と
は
、
恩
を
知
る
モ
ノ
の
生
活
態
度
で
あ
る
。
恩
の
思
想
は
東
洋
文
明
の
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
事

に
つ
い
て
は
前
に
か
い
た
か
ら
省
く
。

そ
れ
は
宇
宙
の
秩
序
の
実
生
活
化
で
あ
る
。

礼
と
恩
は
西
洋
に
は
な
い
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
を
教
え
て
い
る
私
に
二
十
年
も
従

っ
て
来
な
が
ら
こ
れ
を
全
く

知
ら
な
い
男
が
い
た
の
だ
か
ら
、
私
は
驚
い
た
。

礼
や
恩
は
、
宇
宙
の
秩
序
を
生
き
、
無
限
の
自
由
、
幸
福
、
正
義
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
無
限
大
の
ヨ
ロ
コ
ビ

の
ホ
ト
バ
シ
リ
の
表
現
で
あ
る
。
百
貨
店
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
娘
の

「
毎
度
御
来
店
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
知
ら
な
い
モ
ノ
の
礼
や
恩
は
反
対
給
付
―
―
商
行
為
で
あ
る
。

礼
、
恩
の
思
想
は
モ
ー
地
上
か
ら
姿
を
消
し
た
。
そ
の
反
対
の
無
礼
、
忘
恩
が
流
行
し
て
い
る
。　
一
椀
の
メ
シ

を
万
倍
、
億
倍
に
し
、　
一
生
返
し
つ
づ
け
る
大
き
な
ヨ
ロ
コ
ビ
、
楽
し
さ
―
―
ソ
レ
こ
そ
人
間
に
与
え
ら
れ
た
最

大
の
幸
せ
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
―
―
を
知

っ
て
い
る
ヤ
サ
シ
イ
心
、
あ
た
た
か
い
心
の
持
主
が
い
な
い
の
が

今
日
の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
は
質
が
量
を
生
か
す
世
界
の
ウ
ラ

「
量
が
質
を
殺
す
世
界
」
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
お

と
ぎ
話
や
神
話
の
世
界
、
無
限
の
自
由
、
絶
対
の
正
義
、
永
遠
の
幸
せ
の
世
界
の
ウ
ラ
の
世
界
で
あ
る
。
恩
の
思

ミネ
継?争 |:星鎗8操「赤穂の天塩」
塩の生命は

海水が自然にもつ成分

ミネラフレ等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果たします

◆昔から塩が作 られていた塩田は、昭和

46年 全面廃止 され、工場大量生産方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆ その結果、塩 は、NaC1 99%以 上の精製
されたものになりました。

◆自然塩復活を願 う日本 CIは じめ各界
のご協力により生れた「赤穂の天塩」

は、食生活の原点としての灯 をともし

つづけてお ります。

東京都新宿区百人町2丁目24番6号 〒160

003 ・364 ・2721



想
の
世
界
は
消
え
た
。
恩
の
思
想
に
た
い
し
て
盲
目
の
人
ば
か
り
の
国
で
は
、
こ
の
思
想
が
見
え
る
人
で
あ
る
こ

と
自
体
が
モ
ー
絶
対
無
比
の
幸
福
者
の
資
格
―
神
―
を
生
き
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
今

日
の
世
界
に
幸
せ
、
自
由
、
平
和
、
健
康
、
美
を
楽
し
む
人
が
な
い
わ
け
が
よ
く
分
る
。

追
　
　
記
　
田

Ｐ
Ｕ
徒
の
ホ
コ
リ
は
借
金
を
し
な
い
。
独
立
人
、
自
由
人
で
あ
る
コ
ト
だ
。
も
し
借
金
し
た
ら

一
粒
万
倍
と
い

う
生
物
学
的
法
則
を
守
る
。
人
は
大
地
、
水
、
空
気
、
日
光
を
借
り
て
い
る
Ｈ
　
生
命
と
い
う
無
限
大
の
借
方
が

あ
る
。
不
治
の
病
を
石
塚
左
玄
の
本

一
冊
で
治
し
た
私
は
、
そ
の
後

一
生
を
そ
れ
に
捧
げ
、
百
万
人
、
否
三
十
億

人
の
生
命
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
私
は
こ
こ
ま
で
四
十
八
年
間
歩
ん
で
来
た
。
そ
し
て
こ
の
大
問
題
を

与
え
ら
れ
た
。
私
と
し
て
は

一
万
人
に
健
康
を
奪
回
さ
せ
た
ら
、　
一
粒
万
倍
の
原
則
を
守

っ
た
コ
ト
に
な
る
が
、

―
―
私
は
無
限
倍
返
し
て
、
私
の
貸
方
を
無
限
大
の
生
命
に
し
た
い
と
思

っ
て
毎
日
、
暁
方
か
ら
夜
半
ま
で
こ
の

年
に
な
っ
て
も
コ
ツ
コ
ツ
働
い
て
い
る
。
だ
か
ら
私
の
七
十
年
は
マ
ダ

マ
ダ
未
完
成
で
あ
る
。

追
　
　
記
　
②

昨
夜
、　
追
記
田
を
書
い
て
か
ら
十
二
時
に
床
に
つ
い
た
が
―
―

コ
レ
カ
ラ
私
は

イ
カ
ニ
、　
ナ
ニ
を
な
す
べ
き

か
、
と
い
う
コ
ト
を
シ
バ
ラ
ク
考
え
て
い
た
。

こ
の
大
問
題
は
ホ
ン
ト
ー
に
大
問
題
で
あ
る
。

私
は
こ
の
大
問
題
に
対
す
る
回
答
を
次
に
か
こ
う
。
こ
れ
は
実
行
篇
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
文
は
原
理
篇
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
〇

。
一
二
・
二
三
朝
五
時
）

光
雲
閣
に
て

追
　
　
記
　
０

幸
福
と
は

一
粒
万
倍
を
生
き
て
ゆ
く
コ
ト
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
は
絶
対
な
い
。

無
限
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
無
限
に
バ
ラ
マ
ク
こ
と
に

一
生
を
さ
さ
げ
て
い
る
モ
ノ
だ
け
が
、
無
限
の
幸
福

（健
康
と

自
由
、
幸
と
平
和
）
の
主
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
は
全
て
不
幸
せ
な
排
他
性
の
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
無

限
の
ヨ
ロ
コ
ビ

（天
国
の
ヨ
ロ
コ
ビ
）
を
無
限
に
バ
ラ
マ
ク
コ
ト
を
せ
ず
、
知
ら
ず
に
自
分
は

「
幸
福
」
だ
と
思

っ
て
い
る
よ
う
な
人
は
ア
フ
レ
ナ
う
ぬ
ば
れ
族
で
あ
る
。

今
世
界
は
ソ
ン
ナ
人
で
み
ち
て
い
る
。
ソ
レ
だ
け
に
、
無
限
の
幸
せ
、
無
上
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
身
に
つ
け
る
コ
ト

は
易

し

い
し
、
楽

し

い
！

　
ナ

ン
ト

い
う

ア
リ
ガ
タ
イ

こ
と
だ
！

η
新
し
き
世
界
へ
』
三
〇
一
号
よ
り
再
録
）

れ 樹 社
Fケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111
電 言舌 東 京 (862)代 表  !  6 2 7 ～ 9 番

美 術 印 刷 一般
製 造
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GOテキスト

病気は罪悪である

桜 沢 如 一

『 食物だけで病気が癒る新 食 養療 法 』 (昭 14、 実業之日本社刊)よ り

―
―
人
間
の
法
を
破

っ
た
も
の
は
心
を
苦
し
め
る
―
―

―
―
自
然
の
法
を
破

っ
た
も
の
は
体
を
苦
し
め
る
―
―

現
在
、

ア
メ
リ
カ
ゃ

ョ
ー

ロ
ッ
パ
各
国

の
大
病
院
で
は

食
事
療
法
の
専
門
家
を
一雇

っ
て
い
る
。
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
、

ロ
ン
ド

ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
有
名
な
医
者
は
、
た

い
て

い
処
方
箋

の
代
り
に
食
箋
を
患
者

に
与
え
て

い
る
。

日
本

で
も
、
よ
う
や
く
最
近
に
な

っ
て
医
者
は
食
物
養

生
の
大
切
な

こ
と
が
分
り
か
け
て
き
た
。
今
日
、

こ
れ
を

認
め
な

い
よ
う
な
医
者
は
、
よ
ほ
ど
、
ど
う
か
し
て

い
る

の
で
あ

る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
、

い
か
な
る
食
物
を
？

い
か
な
る
形

で
与
え
る
か
？

と
反
間
す
る
と
、
た

い
て

い
、
牛
乳
、
卵
、
リ

ン
ゴ
に

パ
ン
、
バ
タ
ー
に
牛
肉
、
サ
ラ
ダ
、
お
か
ゆ
等

々
々
、
と

い
う
の
が
お
定
ま
り
文
句

で
、
お
題
目
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
し
か
ら
ば
、
西
洋
な
れ
ば

い
ざ
知
ら
ず
、
日
本
内

地
で
そ
ん
な
も
の
が
食
え
な

い
階
級

の
人
間
は
ど
う
す
る

の
か
？
　
死
ん
で
も
よ

い
の
か
？

そ
ん
な
も

の
を
頂

け
る
よ
う
な
人
間
は
、
た

い
て

い
非

生
産
階
級

で
、
頂
け
な

い
よ
う
な
人
間

こ
そ
生
産
階
級
で

あ
り
、
国
家

の
た
め
に
第

一
線
決
死
隊

に
加
わ
る
も
の
が

多

い
。
ま
た
、
日
本

の
病
院
は
、
た

い
て

い
食
事
を
入
札

で
料
理
屋

の
請
け
負

い
仕
事

に
ま
か
せ
て

い
る
。

私
は
医
者

で
は
な

い
。
し
か
し
、
　
理
艮
正
し
け
れ
ば
人

も
ま
た
正
し
」

「正
し

い
人
は
健
康
な
人
で
あ
る
」

「正

し
き
食
物
」
と

い
う
よ
う
な

こ
と
を
知

っ
て
か
ら
、
自
分

の
恐
ろ
し

い
病
気
と
悪

い
体
質
を
手
は
じ
め
に
、
二
十
数

年
間
に
、
日
本
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
数
万
人
の
人

人
を
指
導
し
、
健
康
を
奪
回
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
な
成
功

を
お
さ
め
て
き
た
。

私
は
、
そ
の
二
十
余
年
間
の
体
験

に
よ

っ
て
得
た
と
こ

ろ
の

一
端
を
簡
単

に
本
書

に
お

い
て
公
開
す
る
。

私
を
し
て
言
わ
し
む
れ
ば
、
病
気
を
治
す

の
は
実

に
造

作
も
な

い
こ
と
だ
。
ま
た
、
金
も

い
ら
な

い
。
治
さ
な

い

よ
う

に
す
る
こ
と
や
、
悪
く
し
た
り
、
殺
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
実

に
む

つ
か
し

い
も
の
で
、
金
も
ず

い
ぶ
ん
か
か

る
も
の
だ
、
と
現
代
流
行

の
西
洋
直
訳

ユ
ダ
ヤ
医
学
、
衛

生

７̈
、
）宋
養
”字
の
や
り
方
を
見
て
、

つ
く
づ
く
思
う
。

た
と
え
ば
、
足
や
手
の
骨
が
折
れ
た
と
き
、
接
骨
師
、

柔
道

の
先
生
ら
が
、
折
れ
目
を

つ
ぎ
合
わ
せ
て
、
副
本
を

く
く
り

つ
け
て
お
く
と
自
然
に
治
る
で
は
な

い
か
。

こ
れ

を
、
薬
を

の
ま
せ
た
り
、
注
射
し
た
り
、
骨
を
入
れ
替
え

た
り
し
て
治
そ
う
と
思

っ
た
ら
大
変
な

こ
と
だ
。
そ
の
手

術
の
困
難

さ
、
そ
の
費
用
の
か
さ
み
、
そ
の
時
日
の
長
さ

骨

の
折
れ
た
の
で
さ
え
、

こ
れ
だ
か
ら
、
胃
袋

の
破
れ

た
の
や
、
腸

の
こ
わ
れ
た
の
や
、
肺
や
腎

の
虫
食

い
な
ど

は
、
実
に
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

健
康
と
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
皆

の
自
然
の
生
理

状
態

で
あ

っ
て
、
病
気
と
は
、
そ
の
不
自
然
な
状
態
な

の

で
あ
る
。
人
間
は
食
物
を
と

っ
て
生
き
て

い
る
。
そ
れ
を

間
違
え
る
か
ら
病
気
が
お
こ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
、

食
物
を
正
し
く
す
れ
ば
、
病
気
は
ど
ん
な
病
気

で
も
、
す

ぐ
よ
く
な
る
。

ふ
し
ぎ
な
ほ
ど
、
そ
れ
は
よ
く
な
る
も
の

で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
ふ
し
ぎ
さ
を

つ
く
づ
く
感
嘆
し
て

い
る
、
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食
慾
を

コ
ン
ト

●
‥

ル

出
来
る
人
は

最
も
大
な
る

英
雄
で
あ
る

お

み
そ
し

る

八
丁
み
そ
、
揚
げ

牟

つ
き
米
も
ち
入

鐵

華

み
そ

小
豆
栗
飯

お

む

す

び

簡
素
な
食
事
は
食
慾
を
自
然
に
調
節
す

（ッ
ク
Ｚ
ア
こ

言

い
換
え
れ
ば
、

病
気

に
な
る
と

い
う

こ
と
、
病
気
を
し
て

い
る
と

い
う

こ
と
は
、
「
生
き
て

い
る
」
と

い
う

こ
と
の
証
拠

で
あ
り
、

「
健
康
を
も

っ
て
い
る
」
と

い
う

こ
と
の
資
格

で
あ
る
。

そ
し
て
、

「生
き
て

い
る
」
と
か
、

「
健
康
を
も

っ
て
い

る
」
と

い
う

こ
と
は
、
病
気
を
治
し
、
健
全
な
自
然
な
生

活
に
還
る
資
格
が
あ
る
と

い
う
証
明
な
の
で
あ
る
。

例
を
と

っ
て
話
そ
う
―
―

′
1事

F
＞
同
書
の
口
絵
写
真

日
の
九
ク
リ
ー
ム

（
一
五
〇
れ
）

山
中

の
賊
は

破
る
に
易
け
れ
ど

こ
ら

し
め
難

し

口
中

の
賊

私
が
何
か
悪

い
こ
と
を
し
た
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
ウ

ソ
を

つ
い
た
、
人
を
だ
ま
し
た
、
物
を
盗

ん
だ
と
す
る
。

餞
ず
ｙ

％
諄
誇
』輸舜
聰
計
科
誠
鳴

悩
む
。
こ
の
よ
う
な
心
の
状
態
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
良

心
を
も

っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
良
心
を
も

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
は
、
健
全
な
精
神
を
も

っ
て

い
る
、
善
人
で
あ

お
む
す
び
　
る
と

い
う
証
拠

で
あ
る
。
善
人
と
し
て
堂

々
と
幸
福
な
生

署
十
五
瓦
）

活
を
生
き
て
ゆ
く
資
格

の
あ
る
証
拠

で
あ
る
。
悪

い
こ
と

を
し
て
、
少
し
も
気
も
ち
が
悪
く
な
か

っ
た
り
、
何

の
苦

し
み
も
悩

み
も
な
か

っ
た
ら
、
そ
れ

こ
そ
大
変
、
大
悪
人

で
あ
り
、
と
う
て
い
安
楽
な
大
往
生
は
と
げ

ら
れ
な

い
の

で
、
悲
惨
な
最
期
を
も

っ
て
人
生
を
終
る
よ
り
ほ
か
は
な

い
の
で
あ
る
。

私
は
悪

い
こ
と
を
し
た
、
そ
し
て
良
心
の
呵
責

に
苦
し

み
、
悩
む
、
と

い
う

の
は
、
根

か
ら
悪
人
で
な

い
証
拠

で

あ
る
。
健
全
な
善
人
に
な
り
得
る
資
格
を
も

っ
て
い
る
証

拠
で
あ
る
。
人
間
は
、
ど
ん
な
悪
人
で
も
、
た

い
て

い
良

心
を
も

っ
て
い
る
。
人
間
と

い
う
も
の
は
悲
し

い
動
物

で
、

悪

い
こ
と
を
よ
く
や
る
よ
う

に
出
来

て

い
る
。
そ
れ
は
、

人
間
の
社
会
、
世
の
中
が
、
人
間
に
悪

い
こ
と
を
さ
せ
る
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よ
う

に
出
来

て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
証
拠

に
、
ど
ん
な
極
重
悪
人
で
も
、
無
人
島

へ
や

っ
て
み
る
と

分
る
。
そ

こ
に
は

「
世
の
中
」
、
社
会
、
法
律
と

い
う
も

の
が
な

い
か
ら
、
盗
み
も
、
ウ

ソ
ツ
キ
も
、
人
殺
し
も
、

強
盗
も
出
来
な

い
。
し
よ
ぅ
と
思

っ
て
も
出
来
な

い
。

だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
生
ま
れ

つ
き
の
悪
人
で
は
な

い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
神
様

の
手
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
で
自
分
を
作

っ
た

の
で
は
な

い
。
ゎ

れ
わ
れ
は
、
神
様

の
子
で
あ
る
。
神
様

の
子
が
悪
人
で
あ

る
わ
け
は
な

い
。

フ
ト
し
た
出
来
心
で
悪

い
事
を
す
る
の

は
、
社
会
制
度
が
、
出
来
心
を
お
こ
さ

す
よ
う

に
出
来
て

い
る
か
ら
で
ぁ
る
。
そ
れ
で
、
神
様
は
、
そ
ん
な
出
来
心

を
お
こ
し
て
悪

い
事
を
し
た
ら
、
後

で
悔
や
む
よ
う

に
、

良
心
と

い
う
も
の
を
与
え
て
下
さ

っ
て

い
る
。
良
心
と
は
、

神
様
の
御
心
な

の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
肉
体
は
、

こ
の

「
世
の
中
」

「
人
生
」

に
生
き
て
い
る
か
ら
、

つ
い
間
違

つ
た

こ
と
を
や
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
、
良
心
は
、
ま

だ
神
様

の
国

に

い
る
か
ら
、
そ
の
間
違

い
を
す
ぐ
苛
み
、

責
め
、
そ
の
肉
体
を
苦
し
め
、
悩
ま
す

の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
肉
体
が
悪

い
こ
と
を
す
る
の
で
あ
る
。

悪
心
を
お
こ
し
た
、
と
よ
く
言
う
が
、
そ
れ
は
、
ち

ょ

っ
と
お
か
し

い
。
悪

い
こ
と
を
す
る
の
は
肉
体
で
あ
り
、

心
で
は
な

い
。

エ
デ
ン
の
楽
園
で
、

ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
神

様
の
禁
じ
ら
れ
た
本

の
実
を
取

っ
て
食

っ
た
、
と

い
う
が
、

あ
れ
で
も
、

ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
悪

い
心
を
お
こ
し
た
か
ら

取

っ
た
の
で
は
な

い
。
食

っ
て
み
た
く
な

っ
た
か
ら
取

っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
食

っ
て
み
た
く
な

っ
た
、
と

い

う

こ
と
は
、
食
欲
が
お
こ

っ
た
と

い
う

こ
と
で
、
食
欲
と

い
う

の
は
、
肉
体

の
要
求
な

の
で
あ
る
。

そ
ん
な
肉
体
や
、
そ
ん
な
肉
体

の
欲
が
作

っ
た
、

こ
ん

な

「
世

の
中
」
も
、
神
様
が
作

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
は
神
様
が
悪

い
の
だ
、
と
責
め
る
人
が
あ

っ
た
ら
、
ま

あ
私
は
、
し

い
て
議
論
は
し
た
く
な

い
。
私
は
、
神
を
責

め
る
気

に
は
な
れ
な

い
。
私
は
、
そ
ん
な
罪
を
作
る
よ
う

な
肉
体
で
あ

っ
て
も
、
私
が
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
、
と

い

う

こ
と

に
は
、
衷
心
か
ら
感
謝
を
さ
さ
げ
た

い
。

こ
の
肉
体
を
、
そ
れ
が
よ
し
不
完
全
で
あ

っ
て
も
、
そ

れ
が
罪

の
元

で
あ

っ
て
も
、
私
は

い
と
お
し
く
思
う
。
今

さ
ら
、

い
や
だ
か
ら
、
お
返
し
す
る
、
と
は
言

い
切
れ
な

い
。
私
は
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
肉
体

の
犯
し
と
、
犯
す
罪

を

い
ち

い
ち
許
し
て
下
さ
る
神
様

の
前

に
ひ
れ
伏
し
て
、

心
か
ら
ぉ
詫
び
を
し
た

い
。
そ
し
て
、
そ

の
罪
を
悔
や
む

心
を
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
感
謝
し
た

い
。

こ
の
精
神

を
肉
体

の
上

に
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
思
う
と
、
私
は
雀
躍

り
し
た
く
な
る
。

こ
の
精
神
に
し

っ
か
り
日
も
夜
も

つ
か

ま

っ
て

い
れ
ば
、

こ
の
肉
体
も
罪
を
犯
す

こ
と
が
な
く
て

す
む
の
だ
。
た
だ
、
私
ど
も
は
、

こ
の
肉
体
を
か
わ

い
が

る
こ
と
は
す
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
精
神
を
愛
す
る
こ
と
に

欠
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
勉
強
す
れ
ば
よ

い
と
思

肇

病
気
は
苦
し

い
。
悩
ま
し

い
。
た
と
え
、
ど
ん
な
に
小

さ

い
病
気

で
も
、
苦

し
く
、
悩
ま
し

い
も

の
で
あ
る
。
足

の
小
指

の
先

に
出
来
た
腫
れ
も
の
で
も
、
全
身

の
運
動
を

さ
ま
た
げ

る
。

ち

ょ

っ
と
食

い
過
ぎ
て
も
、
胸
が
く
る
し

い
。
腹
が

い

た

い
。
知
ら
ず

に
食

っ
て
も
、
悪

い
も

の
が
あ
る
と
、
腹

痛
が
お
こ
る
。
吐
く
、
下
す
…
・‥
。

こ
の
肉
体
が
苦

し
み
、
悩
む
と

い
う

こ
と
は
、
な
に
か

悪

い
こ
と
を
し
て
精
神
が
責
め
ら
れ
、
苦

し
み
、
悩
む
の

と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
罪
を
犯
し
て
苦
し
み
、
悩
む
の
は
、

良
心
―
―
神
様

の
御

こ
こ
ろ
、
無
限
の
こ
こ
ろ
、
正
し

い

心
が
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
か
ら
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
肉
体

が
苦
し
み
、
悩
む
の
も
、
生
命
―
―
神
様

の
神
秘
な
生
命

力
、
永
遠

の
命
、
健
全
な
肉
体
、
不
思
議
な
力
が
わ
れ
わ

れ
に
あ
る
か
ら
で
は
な

い
か
。
悪

い
こ
と
を
し
た
ら
、
心

が
苦
し
み
、
な
や
む
の
で
あ
る
。
肉
体
が
苦

し
み
、
な
や

む
の
は
、
や
は
り
生
理
的
に
、
肉
体
が
罪
を
何
か
し
ら
犯

し
た
か
ら
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
良
心

を
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
喜

ぶ
よ
う

に
、
苦

し
む
肉
体
を
与

え
ら
れ
た

こ
と
、
病
気
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
感
謝
す

べ

き
で
あ

る
。

精
神
的
に
何
か
罪
を
犯
す
と
心
が
苦
し

い
の
は
、
神
様

が
警
告
を
与
え
ら
れ
、
精
神
的
に
罪
を
罰

し
て
下
さ

っ
て

い
る
か
ら
な

の
で
あ
る
。

肉
体
が
病
む
と

い
う

の
も
、
同
じ
く
神
様
が
肉
体
的
に

わ
れ
わ
れ
の
不
注
意
を
警
告
し
て
下

さ
る
か
ら
な
の
で
あ

Ｚ
り
。世

の
中
の
人
々
は
、
心
の
苦
し
み
、
責
め
苦
を
恐
れ
る

が
、
肉
体
の
苦
し
み
、
病
苦
に
対
し
て
は
、
あ
ま
り
罪
悪

を
感
じ
な

い
。
大
き
な
間
違

い
で
あ
る
。

心
の
苦
し
み
も
、
肉
体
の
病
気
も
、

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
罪

悪
の
報

い
な
の
で
あ
る
。
実
を

い
え
ば
、
心
の
苦
し
み
よ

り
も
、
肉
体
の
苦
し
み
の
ほ
う
が
罪
は
重

い
の
で
あ
る
。

な
ぜ
か
な
れ
ば
、
心
の
苦
し
み
は
、
ラ」
の
世
の
中
、
人
生
、

社
会

（人
間
の
作

っ
た
世
界
）
の
法
律
、
人
の
つ
く

っ
た

道
徳
を
破

っ
た
か
ら
で
あ
る
の
に
、
肉
体
の
苦
し
み
は
、
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神
様
、
大
自
然
の
作

っ
た
法
則
を
破

っ
た
か
ら
来
る
の
で

あ
る
か
ら
。

肉
体

の
病
気
と

い
う
も
の
は
、
神
様
が
人
間
に
正
し
く

生
き
る
道
に
帰
れ
、
と
教
え
て
下
さ
る
ム
チ
で
あ
る
。
精

神
の
苦
し
み
は
、
正
し
く
世

の
中
を
歩

め
、
正
し
く
考
え

よ
、
と
教
え

て
下
さ
る
ム
チ
で
あ
る
。

こ
の
精
神
的
な
罪
は
、
苦
し
み
、
悩

み
さ
だ
す
れ
ば
、

す
ぐ
、
間
も
な
く
許

さ
れ
る
。
苦
し
み
悩
む
と

い
う

こ
と

が
、
す
で
に
良
心
に
立
ち
帰

っ
た
証
拠
な

の
で
あ
る
…
…
。

肉
体
の
病
気
は
、
苦
し

い
。
そ
し
て
、
い
か
に
苦
し
み
、

嘆
き
、
悩
ん
で
も
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、

肉
体

の
病
気

の
元

で
あ
る
罪
を

つ
ぐ
な

い
、
改
め
る
ま
で

つ
づ
く
。
何
日
で
も
何
力
月
で
も
、
何
力
年

で
も
、
何
十

力
年

で
も
病
気
は

つ
づ
く
。
肉
体
の
罪
は
恐
ろ
し

い
。

だ
か
ら
、
肉
体

の
罪

の
ほ
う
が
、
精
神
の
罪
よ
り
大
き

い
の
で
あ
る
。
そ
の
恐
ろ
し

い
肉
体

の
罪
を
自
党

せ
ず

に

い
る
か
ぎ
り
、
人
間
は
病
気
か
ら
救
わ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。だ

い
た

い
、
人
は
み
な
、
大
な
り
小
な
り
、
毎
日
毎

日
、

精
神
的
な
罪
を

つ
く

っ
て

い
る
。
ウ

ソ
を

つ
く
。
約
束
を

破

る
。
知

っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
よ
う
な
顔
を
し
た

り
、
知
ら
な

い
こ
と
を
知

っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
た
り

す
る
。
み
な
罪

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
罪
は
す
ぐ
罰

せ
ら
れ
、
そ
し
て
す
ぐ
許
さ
れ
る
。
神
様
は
寛
大

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
肉
体

の
罪
は
許

さ
れ
な

い
。
肉
体
が
病
気

に
な
る
の
は
―
―

長
け
れ
ば
長

い
ほ
ど
―
―
大

き
な
罪
を

た
く
さ
ん
作

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
寛
大
な
神
様

の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
た

い
て
い
の
こ
と
は
見
の
が
し
て

下
さ
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
自
党
し
な

い
で
、

い
く
ら

で
も
、

い
つ
ま
で
も
、

つ
づ
け
て
悪

い
こ
と
を
し

つ
づ
け

る
か
ら
、
つ
い
に
は
病
気

に
な

っ
て
、
生
き
る
楽
し
み
も
、

自
由
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

肉
体

の
罪
と
は
、
肉
体
を
養
う

に

つ
い
て
神

の
定
め
た

身
土
不
二
の
原
則

と
も

い
う

べ
き
も
の
が
あ
る
の
を
犯
す

こ
と
で
あ
る
。
正
し

い
食
物
を
と
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。

食
正
し
く
、
養
正
な
れ
ば
、
人
も
ま
た
正

で
あ
る
。
人
は

健
康

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
健
康
は
人
の
義
務

で
さ
え
あ

スυ
。人

間
の
作

っ
た
法
律
な
ら
、

い
か
に
破

っ
て
も
、
見

つ

か
り
さ
え
し
な
か

っ
た
ら
罪
は
逃
が
れ
る
。
ま
た
、
は
じ

め
か
ら
法
律

に
触
れ
な

い
よ
う
に
、
計
画
的
に
罪
を
犯
し

て
、
法
の
制
裁
を
逃
が
れ
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
、

天

の
定
め
た
法
ば
か
り
は
、
ど
ん
な
に
隠
し
て
も
、
ど
ん

な
に
巧
妙

に
計
画
的
に
や

っ
て
も
、
逃
が
れ
る
こ
と
は
出

来
な

い
。

『天
網
悛

々
、
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
』

〔
『老
子
』

７３
〕

と
は
、

こ
の
こ
と
で
あ
る
。

い
か
に
人
に
見

つ
か
ら
な

く
て
も
、
天
に
は
見

つ
け
ら
れ
る
。
神
様
は
万
事
を
見
透

し
て

い
ら
れ
る
。
さ
て
こ
そ
、
病
気
と

い
う
罰
が
来
る
の

で
あ
る
。

私
は
、
ど
ん
な
人
で
も
、
病
気
を
す
る
人
を
尊
敬
す
る

気

に
は
な
れ
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
幼

い
者
や
、
高
貴
な
方

方
が
病
気
を
さ
れ
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
幼

い
者
や
、
高
貴
な
方

々
は
、

い
か
に
正
し

い
生
活
を
し
よ

う
と
思

っ
て
も
、
正
し

い
も
の
を
と
ろ
う
と
思

っ
て
も
、

母
や
臣
下
に
ま
か
せ
切
り
で
、
ご
自
由

に
は
出
来
な

い
か

ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
幼

い
者

の
病
気
は
、
す

べ
て
母
親

の
罪

で
あ

る
。
高
貴
な
方

々
の
御
病
気
は
臣
下

の
罪

で
あ

２
０

。

肇

幼

い
者
や
高
貴
な
方

々
を

の
ぞ
け
ば
、
お
よ
そ
食
物

の

選
択
が
出
来
る
ほ
ど
の
人
な
れ
ば
、
誰

で
も
病
気

に
な
る

の
は
、
そ
の
人
の
罪
悪

で
あ
る
。

私
は
病
人
を
憎
む
。
軽
蔑
す
る
。

病
人
は
全

て

エ
ゴ
イ

ス
ト
で
あ
る
。
わ
が
ま
ま
、
気
ま

ま
で
あ

る
。
勝
手
な
も
の
で
あ
る
。
利
己
主
義
で
あ
り
、

わ
が
ま
ま
気
随
で
あ
る
、
と

い
う

こ
と
が
病
気

の
も
と
な

の
で
あ
る
。
わ
が
ま
ま
で
、
気
ま
ま
で
、
好
き
放
題
を
し

て
、
天

の
法
則
を
破
り

つ
づ
け
る
か
ら
病
気

に
な
る
の
で

あ
る
。

エ
ゴ
イ

ス
ト
で
、
わ
が
ま
ま
で
な

い
病
人
な
ん
て
、

あ
る
も
の
で
は
な

い
。
利
己
主
義
で
も
な
く
、
わ
が
ま
ま
、

気
ま
ま
で
も
な

い
人
な
れ
ば
、
正
し

い
食
物
を
正
し
く
と

る
か
ら
、
病
気

に
な
る
わ
け
が
な

い
。

正
し

い
食
物
と
は
、

い
ず
れ
後

に
詳
し
く
説
く
が
、
簡

単
に
申

せ
ば
、
神
様
が
与
え
て
下
さ
る
食
物
、
と

い
う

こ

と
で
あ
る
。
分
り
や
す
く
言
え
ば
、
そ
の
土
地
に
、
そ
の

季
節

に
出
来
る
も

の
、
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

春

の
タ
ケ
ノ
コ
、
夏

の
瓜
類
と

い
う
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
ま
ま
な
人
は
、

こ
の
土
地
に
出
来
な

い

も
の
―
―
た
と
え
ば
、
バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
、
砂
糖

の
如
き

も
の
―
―
を
好
き
放
題
に
と
る
。

こ
れ
が
、
わ
が
ま
ま
で

な
く
て
、
何
が
わ
が
ま
ま
で
あ
ろ
う
。

こ
れ

こ
そ
、
自
然
、

天
、
神
の
法
則
を
破

る
、
最
も
大
き
な
罪

で
あ
る
。
牛

の

乳
を

の
む
、
と

い
う

こ
と
も
、
日
本

で
は
、
神
様
の
思
し

召
し
で
は
な

い
は
ず

で
あ
る
。
牛

の
乳
は
、
牛

の
子
の
た

め
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
牛

の
屍
骸
や
豚

の
屍
骸

に

い
た

っ
て
は
、
沙
汰

の
限
り
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
日
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本
内
地

に
お

い
て
は
―
―

こ
ん
な
好

き
気
ま
ま
を
、
す
ぐ
や
め
る
だ
け
の
素
直
な

心
を
持

っ
て

い
る
人
は
、
す
ぐ
治
る
。
ど
ん
な
病
気

で
も
、

わ
が
ま
ま
で
な

い
人
の
病
気
は
、
必
ず
、
そ
し
て
、
た
ち

ま
ち
治
る
。
た
と
え
ば
、
元
来
、
わ
が
ま
ま
で
な

い
が
、

医
者

に
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
気
は
す
す
ま
な

い
が
、

素
直

に
医
者

の
言
う

こ
と
に
し
た
が
う
た
め
に
、
日
本
で

古
来
、
禁
制
さ
れ
て
い
る
牛
肉
や
牛
乳
、
果
物
や
卵
を
常

食
し
た
た
め
に
病
気

に
な

っ
た
よ
う
な
人
は
、
す
ぐ
治
る
。

申

肉
体
が
病
む

の
は
、
天
意
を
無
視
し
、
天

の
法
則
を
破

り
、
好
き
気
ま
ま
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
病
気

は
、
す

べ
て
罪
悪

で
あ
る
。
わ
が
ま
ま
か
ら
来
る
の
で
あ

る
。
梅
毒

で
も
、
淋
病

で
も
、
結
核

で
も
、
近
視
で
も
乱

視

で
も
、
老
眼
、
遠
視
、

つ
ん
ば
、
お
し
、
ど
も
り
、
禿

頭
、
ラ
イ
病
、
小
児

マ
ヒ
、
子
宮
後
屈
、
月
経
不
順
、
流

産
、
不
妊
、
精
神
病
…
…
全

て
は
、
知
り

つ
つ
、
あ
る

い

は
、
知
ら
ず

に
、
わ
が
ま
ま
な
振
舞
を
犯
し
た
人

に
与
え

ら
る
る
罰

で
あ
る
。

だ
か
ら
、
た
だ
ち
に
神
の
道
、
天

の
法
則

に
し
た
が
え

ば
、
全

て
の
病
気
は
治
る
。

こ
の
心
持
ち
を
理
解
し
な
け

れ
ば
、

い
か
な
る
病
気
も
治
る
こ
と
は
な

い
。
た
と
え
、

百
人
、
千
人
の
名
医
が
集
ま

っ
て
も
、
神

の
道
、
神
な
が

ら
の
道
、
天

の
法
則
を
無
視
し
て
は
、

い
か
な
る
病
気
も

治
る
も
の
で
は
な

い
。

本
章

の
始
め
に
も
ど
ろ
う
―
―

私
は
、
は
じ
め
、
罪
悪
を
感

じ
、
苦
し
み
、
悩
む
の
は

良

心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
健
康
な
精
神
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
、
と
言

っ
た
。
ま
た
、
病
気
を
苦
し
み
悩
む

の
は
、

同
じ
く
健
全
な
生
命
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
言

っ
た
。

私
の
、
さ
ら
に
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
病
気

に
な

っ
た
ら
、
自
分
が
健
全
な
生
命
力
を
与
え
ら
れ
て

い
る
、

ま
だ
、
そ
れ
を
失

っ
て
は

い
な

い
こ
と
を
自
党

せ
よ
―

と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

病
気

に
な

っ
た
ら
喜

べ
。

自
分
が
知
ら
ず

に
恐
ろ
し

い
罪
を
か
ず

か
ず
重
ね

て
き

た
こ
と
を
、
今
、
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
病

気
が
な
か

っ
た
ら
、
自
分
は
、

い
つ
ま
で
も
知
ら
ず

に
罪

を
作

っ
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。
な
ん
と

い
う
感
謝
す

べ
き
こ

と
で
あ
る
か
―

今
、

こ
の
病
苦
を
機
会

に
、
自
分
の
人
生
の
設
計
を
作

り
替
え
よ
う
。
な
ん
と

い
う
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
。
そ
れ

に
し
て
も
、
知
ら
ぬ
こ
と
と
は
言

い
な
が
ら
、
恐
ろ
し

い

過
去
の
罪

で
あ

っ
た
。
な
ん
と

い
っ
て
お
詫
び
を
す

べ
き

か
？
　
せ

っ
か
く
立
派
な
不
可
思
議
な
生
命
を
与
え
ら
れ

な
が
ら
、
そ
れ
を
傷

つ
け
、
痛
め
て
き
た
罪
業

の
深
さ
！

天
を
仰
ぎ
、
地

に
俯
し
て
お
詫
び
を
す
る
、
と

い
う
心
境

が
開
け
な
け
れ
ば
、
病
気
は
治
る
も
の
で
は
な

い
。

こ
ん

な
心
境
が
開
け
た
ら
、
も
う
、
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
幸

せ
な
人
生
、
楽
し

い
生
活
が
開
け
て
く
る
。

病
気

に
な

っ
た
ら
、
自
分
の
過
去

の
不
明
、
そ
の
不
明

ゆ
え
に
犯
し
た
罪
を

天
地
神
明
に
お
詫
び

せ
よ
―
　
そ
の

心
が
あ
れ
ば
、
き

っ
と
助
か
る
。

正
し

い
食
養
を
や
れ
ば
、
ど
ん
な
病
気

で
も
必
ず
治
る
。

し
か
し
、
食
養
法
を
薬
や
手
術

の
よ
う
に
思
う
な
。
薬
や

手
術

で
病
気
を
治
そ
う
と

い
う

の
は
、
法
律
を
破

っ
て
お

き
な
が
ら
、
弁
護
士
や
金

の
力
で
刑
罰
を
ま
ぬ
が
れ
よ
う

と

い
う

の
と
同

一
で
、
さ
も
し

い
、
見
下
げ
は
て
た
心
持

ち
で
あ
る
。
そ
ん
な
人
間
が
、
ど
う
し
て
助
か
る
値
打
ち

が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
　
助
け
て
や
る
必
要
が
な

い
で
は
な

い
か
―
・

食
養
を
や

っ
て
も
助
か
ら
な

い
人
々
が
時

々
あ
る
。
百

人
に

一
人
く
ら

い
は
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
心
境
が
開
け

な

い
か
ら
で
あ
る
。

食
養

に
よ

っ
て
救
わ
れ
な

い
人
に
は
、
お
よ
そ
三
種

の

型
が
あ
る
。

第

一
の
型
に
属
す
る
人

天
地
大
自
然
、
大
生
命
、
神
、
絶
対

の
偉
大
な
世
界
を

認
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
人

神
を
信
じ
な

い
人
々

我
の
強
す
ぎ
る
人
々

感
謝
報
恩

の
念
な
き
人

々

深
く
自
己

の
罪
悪
を
感
ぜ
ぎ
る
人
々

第

二
の
型
に
属
す
る
人

々

不
注
意
、
不
正
確
な
る
人
々

米

一
合
を
と
れ
、
と
言

わ
れ
て
も
三
合
も
と
る
よ
う
な

人

々
、　
一
口
八
十

ぺ
ん
咀
疇

せ
よ
、
と
言

っ
て
も
三
べ
ん

く
ら

い
し
か
噛
ま
な

い
人
々
、
自
分

の
胃
袋

の
大
き
さ
を

知
ら
な

い
で
食

い
す
ぎ
る
人
々
、
水
を

の
む

に
も
、
酒
を

の
む

に
も
、
そ
の
適
当
な
分
量
を
知
ら
な

い
人
々

第

二
の
型

に
属
す
る
人

々

も
う
生
命
力
を
失

っ
た
人
々

（食
養

の
発
見
が
遅
か

っ

た
人

々
）

生
き
る
意
欲

の
な
き
人
々

死
ん
だ
ほ
う
が
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
な
る
人
々

肇

以
上
、
三

つ
の
型

の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
人
々
は
、
食
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養
を
や

っ
て
も
ム
ダ
で
あ
る
。

神
、
絶
対
を
信
ず

る
人
々

正
確
性

の
あ
る
人

々

（実
行

に
も
、
理
解

に
も
―
）

生
命
意
欲

の
あ
る
人

々

世

の
た
め
に
な
る
人

々

は
、
決
し
て
死
な
ぬ
。
食
養
を
や
れ
ば
必
ず
助
か
る
と

い
う

こ
と
は
、
食
養
が
信
仰
療
法
で
あ

る
と
か
、
精
神
療

法
で
あ
る
と
か

い
う
意
味

で
は
な

い
。
食
養

の
実
行
、
す

な
わ
ち
、
正
し

い
食
物
を
と
ら
ね
ば
助
か
ら
ぬ
、
と

い
う

の
で
あ
る
。

い
か
に
信
仰
が
あ

っ
て
も
、
正
確
な
る
こ
と

科
学
者

の
如
く
で
あ

っ
て
も
、
生
き
ん
と
す
る
意
志
が
、

い
か
に
あ

っ
て
も
、
世

の
た
め
に
な
る
人

々
で
あ

っ
て
も
、

正
し

い
食
物
を
正
し
く
と
ら
な
か

っ
た
ら
、
病
み
も
し
、

死
に
も
す
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
精
神
は
正
し

い
、
神
で
あ

る
、
と
信
ず

る
。
た
だ
、
肉
体
だ
け
が
罪
を
犯
す

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

を
正
し

い
精
神
で
指
導

し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

精
神
だ
け
を

い
か
に
尊
重
し
て
も
、
肉
体
は
病
む

こ
と
が

あ
る
。
世

の
精
神
尊
重
論
者
は
、
精
神
力

の
み
を
振
り
か

ざ
し
て
、
肉
体
を

か
え
り
み
な

い
。
肉
体
尊
重
論
者
は
、

体
力

の
養
成
ば
か
り
を
説
く
。
い
ず
れ
も
間
違

い
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
精
神
ば
か
り
で
生
き
て

い
る
の
で
も
な
け

れ
ば
、
肉
体
ば
か
り
で
存
在
し
て
い
る
の
で
も
な

い
。
肉

体
な
き
精
神
、
精
神
な
き
肉
体
な
ど
と

い
う
も

の
は
、
見

た
人
が
な

い
。

精
神
は
、
神

に
最
も
近

い
。
否
、
神
そ
れ
自
体
で
あ
る
。

肉
体
は
神

に
最
も
遠

い
。
否
、
神

（絶
対
、
無
限
、
大

自
然
、
大
宇
宙

）
の
正
反
対
、
有
限
、
相
対
で
極
小
で
あ

る
。
そ
れ
を
あ
く
ま
で
主
張
す
る
こ
と
は
、
神
に
敵
対
す

る
こ
と
で
あ
る
。

精
神
は
全
体
に
属
し
、
肉
体
は
部
分
で
あ
る
。
部
分
は

全
体

に
追
順
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
、
そ
の
存
在
を
確

立
す
る
の
で
あ
る
。
食
養
は
、
部
分
で
あ
り
有
限
で
あ
る

肉
体
を
、
食
物

と

い
う
橋
に
よ

っ
て
、
全
体
、
絶
対
、
無

限
の
世
界

へ
渡
す
道

で
あ
る
。

肇

悪

い
こ
と

（
ウ

ソ
、
盗

み
、
殺
し
）
を
し
て
も
、
少
し

も
良
心
の
責
め
苦
を
う
け
な

い
よ
う
な
人
が
あ

っ
た
ら
、

ど
う
な
る
か
？
　
そ
ん
な
人
は
、　
一
生
、
不
幸
な
日
を
送

る
か
、
最
後

に
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
か
、
無
期
徒
刑
に
な

る
か
、
暗
殺

さ
れ
る
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

ロ
ク
な
最

期
は
と
げ
ま

い
。
悲
惨
な
末
路
を
た
ど
る
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
少
し
の
罪
悪
を
犯
し
て
も
、
苦

し
み
、
も

だ
え
る
方
が
よ

い
で
は
な

い
か
。
そ
れ
で
眼
が
さ
め
た
ら
、

あ
と
は
幸
福

に
な
れ
る
で
は
な

い
か
。

肉
体
も
同
じ
で
あ
る
。
ど
ん
な
悪

い
こ
と
を
し
て
も
病

気

に
な
ら
な

い
、
苦

し
み
悩
む
こ
と
が
な

い
と
し
た
ら
、

恐
ろ
し

い
最
期
を
と
げ
な
く
て
は
な
る
ま

い
。
三
十
年
、

四
十
年
、
病
気
を
し
た

こ
と
が
な

い
、
な
ど
と

い
う

の
は
、

恐
ろ
し

い
こ
と
で
あ

る
。

こ
ん
な
人
が
、
よ
く
頓
死
を
す

る
。
二
、
三
日
の
病
気

で
突
然
、
死
ん
で
し
ま
う
。
あ

の

丈
夫
な
達
者
な
人
が
―
　
と
言

っ
て
人

々
は
、
あ
き
れ
る
。

そ
れ
に
比

べ
た
ら
、
軽

い
病
気
を
す
る
方
が
、
ま
だ
ま
だ

幸
福

で
あ
る
。

病
気

に
、

い
ろ

い
ろ
様

々
な
種
類
が
あ

る
。
そ
れ
は
、

法
律

に
、

い
ろ

い
ろ
な
刑
罰
が
あ
る
の
と
同
様

で
あ
る
。

法
律
を
犯
し
た
者
は
、
罰
金
を
取
ら
れ
た
り
、
禁
固

に
処

せ
ら
れ
た
り
、
命
を
と
ら
れ
た
り
す
る
。
病
気

に
な

っ
た

者
も
、金
を
と
ら
れ
た
り
、
禁
固

（病
院
）
に
さ
れ
た
り
、

命
を
取
り
あ
げ
ら
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ

て
も
、
人
間
の
法
律
の
罰
は
単
純
で
あ
る
。
神
、
天
の
罰

は
、
な
か
な
か
、
こ
み
い
っ
て
い
る
。
耳
や
目
だ
け
監
禁

し
た
り
、
足
だ
け
目
に
は
見
え
な
い
ク
サ
リ

（
リ
ョ
ー
マ

チ
、
神
経
痛
）
で
し
ば

っ
た
り
す
る
。

と
も
か
く
、
軽

い
罰
を
う
け
た
時
か
ら
悔

い
改
め

（食

い
改
め
）
る
の
が
徳
で
あ
る
。
カ
ゼ
を
ひ
く
と
か
、
頭
が

痛

い
と
か
、
眼
が
近
い
と
か
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
で
あ
る
と
か
、

一月
が
こ
る
と
か
い
う
よ
う
な
軽

い
罰
を
与
え
ら
れ
た
時
に

自
党
す
る
の
が
、

い
ち
ば
ん
得
策
で
あ
る
。

〔
こ
れ
は
、
現
在
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

『新
食
養
療
法
』
の
元
の
版
で
あ
る
、
昭
和
十
四
年
二
月
四

日
、
実
業
之
日
本
社
発
行
の

『食
物
だ
け
で
病
気
が
癒
る
新

食
養
療
法
』
第

一
章
で
す
。
再
録
に
あ
た
り
、
表
記
を
現
代

式
に
改
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
編
集
部
〕

０

健

（有
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
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■
正
食
医
学
シ
リ
…
ズ

内
臓

の
弱

い
男

の
子

―
―
も
ち
玄
米
、
玄
米
餅
、
海
草
を
と
る
―
―

〔
″Ｑ
″
は
質
問
相
談
者
、　
″―
―
″
は
大
森
英
桜
先
生
の

発
言
〕

司
会
／
７
歳
の
男
児
。
妊
娠
中
に
黄
体
ホ
ル
モ
ン
を
９
カ
月

使
用
し
た
そ
う
で
す
。
顔
色
が
悪
く
、
や
せ
て
い
る
。
い
つ

も
鼻
水
を
流
し
て
い
る
。
す
ぐ
横
に
な
り
た
が
り
、
う
つ
ぶ

せ
に
寝
る
。
気
が
弱
く
、集
中
力
に
欠
け
、
落
ち
着
き
が
な
く

て
、
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
に
で
も
涙
を
流
し
ま
す
。
今
ま
で
に
、

小
児
ゼ
ン
ソ
ク
、
狸
紅
熱
、
胃
腸
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

―
―
人
間
は
体
の
悪
い
部
分
を
下
に
し
て
寝
ま
す
。
ほ
ん

と
う
に
健
康
だ

っ
た
ら
、
あ
お
向
け
に
寝
て
、
床
に
つ
い
て

か
ら
５
分
以
内
に
熟
睡
に
入
り
、
体
が
右
や
左
に
動
か
ず
、

朝
ま
で
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
人
は
少
な
い
で
す
ね
。
た
い
て
い
の

人
は
、
寝
て
い
る
う
ち
に
数
回
は
寝
返
り
を
う
ち
ま
す
。

大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談

だ
い
た
い
の
男
性
は
大
食
し
が
ち
で
す
か
ら
、
肝
臓
を
や

ら
れ
て
い
て
、
右
を
下
に
し
て
寝
ま
す
。
女
性
は
、
甘
い
物

や
果
物
を
男
性
に
比
べ
て
多
く
摂
り
が
ち
で
す
か
ら
、
膵
臓

や
心
臓
を
や
ら
れ
、
知
ら
な
い
間
に
左
を
下
に
し
て
寝
る
人

が
多
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
人
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い

く
ら
い
う
つ
ぶ
せ
に
寝
ま
す
。
日
本
人
に
は
、
あ
ま
り
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
長
年
、
肉
食
を
し
て
腸
を
ダ
メ
に
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
、
お
宅
の
お
子
さ
ん
も
そ
う
と
う
腸
を
や
ら
れ

て
い
る
ん
で
す
。
便
が
い
つ
も
や
わ
ら
か
い
で
し
ょ
う
？

Ｑ
／
は
ぃ
。

―
―
ア
メ
リ
カ
の
子
供
は
、陽
性
な
便
秘
が
多
い
ん
で
す
。

３
日
お
き
く
ら
い
に
し
か
便
が
出
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
け

っ
こ

う
い
る
ん
で
す
よ
。
日
本
人
の
場
合
な
ら
、
オ
ッ
パ
イ
を
１

日
１０
回
飲
ま
せ
れ
ば
、
た
い
て
い
１０
回
便
が
出
る
ん
で
す
。

Ｑ
／
こ
の
子
は
、
生
ま
れ
て
黄
色

い
宿
便
が
出
た
ら
、
そ

の
す
ぐ
後
か
ら
、
ず

っ
と
便
が
だ
ら
だ
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
、

病
院
の
先
生
が
、
し
か
た
が
な
い
と
い
う
の
で
、
マ
イ
シ
ン

で
お
さ
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
３
～
４
歳
ま
で
下
痢
の
し

ど
お
し
だ

っ
た
ん
で
す
。

―
―
た
い
へ
ん
な
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

マ
イ

シ
ン
に
し
て
も
な
ん
に
し
て
も
、
抗
生
物
質

っ
て
い
う
の
は

み
な
紫
色
の
カ
ビ
で
極
陰
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
た
た
き
こ
ま

れ
た
ん
じ
ゃ
、
た
い
へ
ん
で
す
よ
。
完
全
に
腸
が
こ
わ
さ
れ

ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

お
宅
の
お
子
さ
ん
は
、
み
な
陰
性
で
や
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
。
も
し
陽
性
だ

っ
た
ら
、
便
は
ま

っ
黒
で
、
便
秘
が
ち
の

は
ず
で
す
。

腸
を
や
ら
れ
れ
ば
、
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
粘
膜
も
み
な
弱

く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
鼻
の
粘
膜
も
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
鼻
水
を
流
し
て
い
る
ん
で
す
。

Ｑ
／
顔
が
青
自
い
の
は
？

―
―
血
は
腸
で
作
ら
れ
ま
す
。
腸
が
弱
け
れ
ば
、
と
う
ぜ

ん
造
血
能
力
も
低
下
し
、
陰
性
が
た
く
さ
ん
体
内
に
入

っ
て

い
る
か
ら
血
は
薄
く
な
る
の
で
、
顔
色
も
悪
く
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
に
肉
の
摂
り
す
ぎ
で
、
陽
性
過
多
が
原

因
の
場
合
は
、
こ
ん
な
に
青
白
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
ょ
く
シ
ャ
ッ
ク
リ
を
す
る
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
お
腹
に
き
れ
い
な
血
が
行
か
な
い
の
で
、
冷
え
き

っ

て
い
る
ん
で
す
。
胃
と
腸
の
境
に
横
隔
膜
が
あ
り
、
そ
こ
へ

血
液
が
め
ぐ

っ
て
い
か
な
い
と
ケ
イ
レ
ン
を
お
こ
し
、
シ
ャ

ツ
ク
リ
が
出
ま
す
。
末
期
の
病
人
が
シ
ャ
ッ
ク
リ
を
し
だ
し

た
ら
、
ほ
と
ん
ど
止
め
る
こ
と
が
出
来
ず
に
最
期
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ひ
ど
い
場
合
は
、
梅
生
番
を
飲
ま
せ
て
お
腹
を
あ
た
た
め
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て
や
れ
ば
、
血
液
が
集
ま

っ
て
く
る
の
で
止
ま
り
ま
す
。

腸
が
悪
い
と
呼
吸
が
浅
い

Ｑ
／
す
ご
く
落
ち
着
き
が
な
い
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
腸
が
悪
く
て
下
腹
に
力
が
入

っ
て
い
な
い
か
ら
で
ｔ
。

ど
ん
な
環
境
に
あ

っ
て
も
、
び
く
と
も
し
な
い
人
間
は
、

い
つ
も
下
腹
に
力
が
入

っ
て
い
る
人
で
す
。
そ
う
で
な
い
人

は
、
落
ち
着
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

下
腹
、
お
へ
そ
の
後
ろ
側
は
、
人
間
の
体
の
中
で
非
常
に

重
要
な
場
所
な
ん
で
す
。
血
を
作
る
小
腸
が
あ
り
、
そ
の
後

ろ
に
副
腎
が
あ
り
ま
す
。
副
腎
か
ら
は
自
律
神
経
を
動
か
す

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
自
律
神
経
の
働
き
に
よ

っ
て
、

全
身
は
動
い
て
い
る
の
で
す
。
腸
が
弱
い
と
、
ホ
ル
モ
ン
の

出
方
も
弱
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

東
洋
で
は
、
こ
の
下
腹
を
強
く
す
る
た
め
に
、
神
道
の
鎮

魂
術
、
仏
教
の
座
禅
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
鍛
練
法
が
行
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
鍛
練
法
の
中
で
、
深
呼
吸
が
重
要
な

意
味
を
持
つ
ん
で
す
。

身
体
の
弱
い
人
は
、
呼
吸
が
浅
い
で
す
。
本
当
に
健
康
な

人
は
腹
式
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
み
な
、
そ

う
で
す
。
息
を
す
る
た
び
に
、
お
腹
が
大
き
く
上
下
し
て
い

ま
す
。
深
い
呼
吸
を
し
て
、肺
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
酸
素
を
送
り
、

血
液
の
浄
化
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

腸
を
や
ら
れ
て
い
る
と
、腹
式
呼
吸
が
で
き
な
い
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
胸
の
上
部
が
わ
ず
か
に
動
く
程
度
の
、
ひ
じ

ょ
う
に
浅
い
呼
吸
し
か
し
て
い
な
い
ん
で
す
。
肺
の
上
部
に

し
か
酸
素
が
い
か
な
い
の
で
、
紫
色
の
汚
れ
た
血
液
が
完
全

に
掃
除
さ
れ
な
い
ま
ま
、
体
の
中
を
め
ぐ

っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
す
る
と
、
体
の
す
み
ず
み
ま
で
新
陳
代
謝
が
い
き
と
ど

か
ず
、
毒
素
が
排
泄
さ
れ
な
い
で
残

っ
て
し
ま
い
、
い
ろ
い

ろ
な
所
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
す
ま
す
深
い
呼
吸

は
で
き
な
く
な
り
、
．ま
す
ま
す
血
が
汚
れ
る
、
と
い
う
悪
循

環
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

陽
性
過
多
で
落
ち
着
き
が
な
い
の
は
、
す
ご
く
動
き
が
早

く
て
は
げ
し
い
、
〓埴
丁
る
に
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

ひ
と
つ
の
こ
と
を
長
く
や

っ
て
ら
れ
な
く
て
、
次
か
ら
次
ヘ

と
違

っ
た
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
う
る
さ
い
け
れ
ど
、
元
気
だ
か
ら
ま
だ
い
い
ん
で

す
よ
。
陰
性
な
子
の
場
合
は
、
体
力
が
弱
い
か
ら
持
久
力
が
な
く

て
落
ち
着
か
な
い
ん
で
す
。
お
宅
の
お
子
さ
ん
は
、
顔
が
細

長
く
て
青
白
い
し
、
典
型
的
な
陰
性
萎
縮
の
タ
イ
プ
で
す
。

困
り
ま
し
た
ね
え
、
玄
米
を
食
べ
さ
せ
て
も
下
痢
し
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
？

Ｑ
／
い
え
、
近
頃
は
い
く
ら
か
良
く
な

っ
た
ん
で
す
が
。

―
―
そ
れ
な
ら
、
も
ち
米
を
使
い
な
さ
い
。
玄
米
に
、
も

ち
玄
米
を
２
割
く
ら
い
混
ぜ
て
炊
け
ば

い
い
で
す
よ
。
週
に

１
回
く
ら
い
、
小
豆
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
玄

米
餅
。
と
に
か
く
腸
の
悪
い
人
は
、
よ
く
ア
ル
フ
ァ
ー
化
し

た
澱
粉
を
摂
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。
お
餅
の
よ
う

に
粘
り
の
あ
る
も
の
を
や
れ
ば
、
こ
れ
が
腸
壁
に
く

っ
つ
い

て
、
ゆ

っ
く
り
通
過
し
て
い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
治

っ

て
く
る
の
で
す
。
抗
生
物
質
で
腸
は
ガ
タ
ガ
タ
に
な

っ
て
、

絨
毛
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
消
化
の

い
い
も
の
を
摂
ら
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
。

妊
娠
中
は
玄
米
を
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
？

Ｑ
／
い
い
え
。
毎
日
、
ケ
ー

′
キ
や
甘
い
物
、
果
物
ば
か
り

食
べ
て
ま
し
た
。

―
―
そ
う
と
う
陰
性
な
物
を
極
端
に
摂

っ
た
ん
で
す
ね
。

お
ま
け
に
生
ま
れ
て
か
ら
、
い
や
と
い
う
ほ
ど
抗
生
物
質
を

入
れ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
お
子
さ
ん
も
た
ま
り
ま
せ
ん

よ
ね
。
腸
が
ゆ
る
み
き

っ
て
、
肝
臓
も
弱

っ
て
き
て
ま
す
ね
。

Ｑ
／
も
の
す
ご
く
食
べ
る
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
と
に
か
く
、
陰
性
に
や
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
子
供

と
し
て
も
、
な
ん
と
か
し
て
血
を
増
や
し
て
、
体
力
を
回
復

し
た
い
と
い
う
本
能
が
は
た
ら
く
ん
で
す
。
主
食
の
食
べ
す

ぎ
だ

っ
た
ら
大
文
夫
で
す
。

Ｑ
／
そ
う
で
す
か
。
普
通
に
炊
い
た
玄
米
を
食
べ
さ
せ
て

い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

―
―
か
ま
い
ま
せ
ん
。
少
し
や
わ
ら
か
め
に
炊
い
て
や
れ

ば
、
な
お
い
い
で
す
。

Ｑ
／
副
食
は
？

―
―
極
端
に
陽
性
、
陰
性
な
も
の
、
つ
ま
り
、
動
物
性
の

も
の
、
砂
糖
の
入

っ
た
も
の
は
ぜ

っ
た
い
に
や
め
て
、
玄
米

と
野
菜
の
範
囲
で
あ
れ
ば
、
好
き
な
も
の
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

与
え
て
大
丈
夫
で
す
。

Ｑ
／
き
ん
ぴ
ら
な
ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

―
―
小
さ
い
子
に
は
あ
ま
り
必
要
な
い
け
れ
ど
、
食
べ
る

の
で
し
た
ら
、
少
量
な
ら
い
い
で
す
。
う
ち
の
子
供
た
ち
に

は
、
１
週
間
に

一
度
く
ら
い
つ
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
／
み
そ
汁
は
？

―
―
要
求
す
る
だ
け
あ
げ
て
い
い
で
す
。

油
の
摂
り
過
ぎ
は
肝
臓
に
悪
い

Ｑ
／
み
か
ん
な
ど
ぜ
ん
ぜ
ん
食
べ
て
な
い
の
に
、
手
が
少

し
黄
色
い
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
そ
れ
は
肝
臓
が
や
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
食
べ
過
ぎ

や
油
の
摂
り
過
ぎ
が
原
因
で
す
。
あ

っ
さ
り
し
た
野
菜
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

食
養
を
長
く
や

っ
て
い
る
人
の
中
に
、
油
の
摂
り
過
ぎ
で
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手
が
黄
色
く
な

っ
て
い
る
人
が
、
け

っ
こ
う
い
る
ん
で
す
。

玄
米
自
体
に
米
油
が
そ
う
と
う
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

え
、
野
菜
を
や
た
ら
と
油
で
炒
め
て
料
理
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
知
ら
な
い
う
ち
に
食
べ
過
ぎ
る
わ
け
で
す
。
玄
米
食

し
て
い
る
の
に
、
だ
ん
だ
ん
と
顔
の
色
が
き
た
な
く
な

っ
て

く
る
ん
で
す
。

桜
沢
先
生
が
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ま
わ

っ
て
日
本
に

帰

っ
て
来
ら
れ
て
、
い
ち
ば
ん
最
初
に
話
し
合

っ
た
時
、
私

が
食
養
料
理
に
油
を
使
い
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
つ
た

ら
、
先
生
は
、
「
そ
う
だ
な
、
減
ら
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、

大
人
で
１
日
に
約
小
さ
じ
１
杯
で
い
い
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

私
の
家
で
は
、
油
は
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
た

ら
す
程
度
に
し
か
使

っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
で
は
、
コ
ー
フ
ｌ
ヵ
ツ
な
ど
食
べ
な
い
ん
で
す
か
？

―
上
大
ぷ
ら
な
ど
揚
げ
物
を
あ
ま
り
た
く
さ
ん
子
供
に
や

っ
た
ら
、
ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
出
し
ま
す
よ
。
油
物
を
与
え
る
時

は
、
そ
れ
を
消
す
だ
け
の
生
野
菜
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
つ
け
て

や
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
す
。
天
ぷ
ら
に
は
大
根
お
ろ
し
、
コ

ー
フ
ー
カ
ツ
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り
、
夏
だ

っ
た
ら
ト
マ

ト
だ

っ
て
い
い
で
す
よ
。
あ
と
、
レ
モ
ン
の
し
ば
り
汁
な
ん

か
を
か
け
て
、
油
が
完
全
に
消
化
で
き
る
よ
う
に
気
を
つ
け

て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
す
ぐ
横
に
な
り
た
が
る
ん
で
す
。
ど
こ
へ
行

っ
て
も

ひ
っ
く
り
返

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
腸
が
弱
い
と
、
立

っ
て
い
る
の
が
つ
ら
い
ん
で
す
。

横
に
な

っ
た
方
が
楽
だ
か
ら
、
つ
い
、
ひ
っ
く
り
か
え

っ
て

し
ま
う
ん
で
す
。
さ
き
ほ
ど
言

っ
た
よ
う
に
、
も
ち
米
、
小

豆
、
玄
米
餅
な
ど
を
上
手
に
食
べ
さ
せ
て
、
早
く
腸
を
治
す

こ
と
で
す
。

Ｑ
／
よ
く
風
邪
を
ひ
い
て
、年
中
、
鼻
水
を
出
す
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
も
、
や

っ
ば
り
、
腸
が
や
ら
れ
て
お
腹
が
冷
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
熱
は
出
ま
す
か
？

Ｑ
／
あ
ま
り
高
く
は
出
ま
せ
ん
。

―
―
陽
性
な
風
邪
の
場
合
は
、
３９
～
４０
度
の
高
熱
が
出
ま

す
。
熱
が
あ
ま
り
高
く
な
く
て
、
鼻
水
が
出
る
の
は
陰
性
の

風
邪
で
す
。
み
そ
料
理
、
み
そ
お
じ
や
が
よ
く
効
き
ま
す
。

体
の
シ
ン
を
よ
く
暖
め
ま
す
か
ら
。

Ｑ
／
こ
こ
１
年
半
ぐ
ら
い
お
医
者
に
か
か

っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、
そ
の
ユ則
に
小
児
ゼ
ン
ソ
ク
で
大
学
病
院
に
だ
い
ぶ

通
い
ま
し
た
。
次
に
狸
紅
熱
に
か
か

っ
て
、
１
週
間
ぐ
ら
い

高
熱
を
出
し
て
死
に
そ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
も

や
は
り
大
学
病
院
に
連
れ
て
い
き
ま
し
た
。

―
―
そ
こ
で
抗
生
物
質
を
入
れ
た
の
で
す
ね
？

Ｑ
／
ぇ
ぇ
、
そ
う
な
ん
で
す
。

―
―
処
置
な
し
で
す
ね
。
こ
の
お
子
さ
ん
は
、
身
体
中
、

抗
生
物
質
だ
ら
け
で
す
。

Ｑ
／
蚊
や
ブ
ヨ
に
さ
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
ふ
く
れ
て
化
膿

し
て
し
ま
う
ん
で
す
。

―
―
抗
生
物
質
で
や
ら
れ
て
し
ま

っ
て
、
皮
膚
も
ひ
じ
ょ

う
に
弱
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
薬
を
使
う
の
は
、
病
気

を
根
本
的
に
治
す
の
で
は
な
く
て
、
症
状
を

一
時
的
に
マ
ヒ

さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
ん
で
す
。抗
生
物
質
＝
紫
色
の
カ
ビ
で
、

バ
イ
菌
を
動
け
な
く
し
て
し
ま
う
だ
け
な
ん
で
す
。

皮
膚
を
強
く
す
る
た
め
に
は
、
皮
の
物
を
食
べ
れ
ば
い
い

で
す
。
玄
米
を
主
食
に
し
て
、
副
食
は
野
菜
を
皮
付
き
の
ま

ま
調
理
し
た
も
の
を
摂
り
ま
す
。
特
に
海
草
は
毎
日
摂
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
海
草
は
ど
の
よ
う
に
し
て
摂

っ
た
ら
い
い
で
す
か
？

―
―
み
そ
汁
に
は
、
か
な
ら
ず
わ
か
め
を
入
れ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
く，
そ
れ
を
毎
食
摂
る
よ
う
に
。
あ
と
は
、
ひ

じ
き
や
コ
ン
プ
を
適
当
に
調
理
し
て
、
と
き
ど
き
摂

っ
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
／
ひ
じ
き
は
油
で
炒
め
る
ん
で
す
か
？

―
―
基
本
食
の
副
食
は
大
量
に
摂
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
上
手
に
油
を
使

っ
て
調
理
し
て
く
だ
さ
い
。
油
揚

げ
な
ど
を
抱
き
合
わ
せ
る
の
も
い
い
で
す
よ
。
す
べ
て
の
粘

膜
が
や
ら
れ
て
弱

っ
て
い
る
か
ら
、
粘
液
が
あ

っ
ち
こ
っ
ち

か
ら
出
て
く
る
ん
で
す
。
洟
や
涙
な
ど
ね
。
海
草
を
摂

っ
て

い
れ
ば
良
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
／
そ
れ
か
ら
、
リ

ュ
ー
マ
チ
熱

っ
て
い
う
の
を
出
し
て
、

よ
く
血
液
検
査
を
受
け
る
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
リ

ュ
ー
マ
チ
に
は
、
動
物
性
の
摂
り
過
ぎ
、
ま
た
は
、

砂
糖
や
果
物
の
摂
り
過
ぎ
か
ら
く
る
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

リ

ュ
ー
マ
チ
熱
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が
動
物
性
の
過
食
が

原
因
で
す
。
汚
れ
た
血
液
が
完
全
に
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
全

身
を
ま
わ

っ
て
、
そ
れ
が
細
胞
の
間
に
入

っ
て
き
た
時
に
、

す
ご
い
熱
が
出
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
変
な
も
の
、
動

物
性
の
も
の
や
砂
糖
な
ど
を
食
べ
な
け
れ
ば
、
ぜ

っ
た
い
大

丈
夫
で
す
。

Ｑ
／
家
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
が
、

た
だ
、
学
校
で
給
食
が
出
る
の
で
困

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

―
―
断
わ
り
な
さ
い
よ
。

Ｑ
／
―
―
お
子
さ
ん
が
そ
こ
ま
で
弱

つ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
給

食
で
出
さ
れ
る
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
の
は
、
そ
の
上
に
追
い

う
ち
を
か
け
る
よ
う
な
も
の
で
、
た
ま
り
ま
せ
ん
よ
。

Ｑ
／
牛
乳
や
プ
リ
ン
な
ど
が
平
気
で
出
て
く
る
ん
で
す
。

―
―
と
に
か
く
、
今
、
き
ち
ん
と
玄
米
正
食
を
し
て
体
を

治
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ん
で
す
。
悪
い
も
の
を
食
べ
て
い
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れ
ば
、
い
つ
ま
で
た

つ
て
も
腸
は
治
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん

に
ほ
ん
と
う
に
愛
情
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、
も
め
ご
と
を
お

こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
先
生
に
交
渉
し
て
み
な
さ
い
。

給
食
を
食
べ
る
と
下
痢
が
続
き
、
調
子
が
悪
く
て
困
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
、
事
実
を
正
直
に
話
せ
ば
わ
か

っ
て
も
ら

え
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
、
努
力
し
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
学
校
で
ス
カ
ン
ク
と
い
う
あ
だ
名
が
つ
く
く
ら
い
く

さ
い
オ
ナ
ラ
を
す
る
ん
で
す
が
…
…
。

―
―
そ
れ
も
腸
を
や
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
消
化
が
完

全
に
行
な
わ
れ
な
い
の
で
、
ガ
ス
が
発
生
す
る
ん
で
す
。
食

べ
物
が
食
道
、
胃
、
腸
と
通

っ
て
完
全
に
分
解
さ
れ
、
消
化

さ
れ
て
い
た
ら
オ
ナ
ラ
も
な
に
も
出
な
い
ん
で
す
。
お
腹
の

中
に
あ
る
バ
イ
菌
は
、
健
康
状
態
に
お
い
て
は
ひ
じ
ょ
う
に

お
と
な
し
い
の
で
す
が
、
食
べ
物
が
未
消
化
の
ま
ま
悪
い
便

に
な

っ
て
た
ま

っ
た
り
す
る
と
、
と
た
ん
に
あ
ば
れ
出
す
の

で
す
。
そ
し
て
、
ガ
ス
が
発
生
す
る
わ
け
で
す
。
日
本
人
の

場
合
は
メ
タ
ン
ガ
ス
が
多
く
、
欧
米
人
の
場
合
は
、
蛋
白
質

の
摂
取
量
が
多
い
の
で
、
窒
素
ガ
ス
を
含
ん
で
い
て
す
ご
く

臭
い
ん
で
す
。

蛋
白
質
の
も
の
を
た
く
さ
ん
与
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

か
？
　
牛
乳
と
か
ね
。
そ
れ
だ
け
腸
が
弱

っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
、
蛋
白
質
は
ダ
メ
で
す
よ
。

Ｑ
／
は
あ
、
牛
乳
を
１
日
に
千
Ｃ
Ｃ
の
パ

ッ
ク
を
３
本
く

ら
い
や

っ
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
や
つ
は
チ
ー
ズ
ば

つ
か

り
あ
げ
て
ま
し
た
。

―
―
そ
り
ゃ
、
た
い
へ
ん
だ
。
お
宅
は
な
ん
で
も
や
る
こ

と
が
極
端
で
す
ね
。
腸
が
や
ら
れ
て
い
る
時
に
消
化
し
に
く

い
動
物
性
蛋
自
質
を
与
え
た
り
し
た
ら
、
自
家
中
毒
を
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
き
ほ
ど
言

っ
た
リ

ュ
ー
マ

チ
熱
を
出
し
た
り
、
全
身
に
痛
み
が
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

悪
い
結
果
を
起
す
の
で
す
。
そ
ん
な
も
の
を
食
べ
な
が
ら
治

そ
う
と
し
た

っ
て
治
り
ま
せ
ん
よ
。

Ｑ
／
鼻
汁
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
る
の
で
、
毎
日
、
耳
鼻
科

へ
行

っ
て
洗

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
さ

っ
ば
り
よ
く
な
ら
な

い
ん
で
す
よ
ね
。

―
―
鼻
水
も
蛋
自
質
の
毒
で
す
。
原
因
に
な
る
材
料
を
入

れ
な
が
ら
、　
一
回

一
回
掃
除
し
た

っ
て
、
ち

っ
と
も
よ
く
な

り
ま
せ
ん
よ
。
食
事
を
切
り
か
え
な
い
か
ぎ
り
、　
一
生
や

っ

た

っ
て
同
じ
で
す
よ
。

人
間
は
牛
乳
を
消
化
で
き
な
い

Ｑ
／
牛
乳
が
大
好
き
で
欲
し
が
る
ん
で
す
が
、
ほ
ん
の
少

し
で
も
や

っ
た
ら
ダ
メ
で
す
か
？

―
―
ぜ

っ
た
い
に
や
め
な
さ
い
。
元
来
、
牛
乳

っ
て
い
う

の
は
牛
の
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
も
の
で
す
。
人
間
の
飲
み
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
肉
食
の
歴
史
の
浅
い
日
本
人
に
は

不
向
き
で
す
。
１
歳
以
上
の
日
本
人
に
は
、
牛
乳
に
含
ま
れ

た
乳
糖
を
分
解
す
る
酵
素
が
な
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
た
い
て
い
の
場
合
、自
家
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。

粘
膜
が
弱

っ
て
し
ま

っ
て
、
ジ
ン
マ
シ
ン
が
お
き
た
り
、
湿

疹
や
で
き
も
の
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
。　
一
歩
外

へ
出
れ
ば
、
バ
イ
菌
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て

い
る
、
抵
抗
力
が
な
い
し
、
ノ
ド
の
粘
膜
は
弱

っ
て
い
る
し

で
、
年
が
ら
年
中
、
風
邪
を
ひ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
い
い
こ
と
な
ん
て
、
ひ
と
つ
も
な
い
で
す
。

Ｑ
／
幼
稚
園
に
行

っ
て
い
る
こ
ろ
、
ご
飯
を
み
る
と
吐
き

気
が
し
て
、
ケ
ー
キ
な
ら
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
ほ
と

ん
ど
毎
朝
、
ケ
ー
キ
ば
か
り
食
べ
さ
せ
て
い
た
ん
で
す
。
そ

う
し
た
ら
、
日
臭
が
ひ
ど
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
…
…
。

―
―
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
す
よ
、
そ
ん
な
に
砂
糖
の
も
の
を

摂

っ
た
ら
、
胃
も
完
全
に
や
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
吐
く
息
が
く
さ
い
ん
で
す
よ
。

Ｑ
／
玄
米
食
に
き
り
か
え
て
か
ら
は
、
す
こ
し
は
ご
飯
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
や

っ

ば
リ
ケ
ー
キ
を
欲
し
が
る
ん
で
す
。

―
―
山
の
中
の

一
軒
家
に
引

っ
越
し
て
、
サ
ク
で
も
し
て
、

そ
の
中
で
正
食
を
や
ら
せ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
も
、
周
囲
で

食
べ
て
い
る
人
を
見
な
が
ら
、
ピ
タ
ッ
と
や
め
さ
せ
る
の
は

難
か
し
い
で
す
よ
。
今
ま
で
に
極
端
に
陰
性
を
と

つ
て
、
中

毒
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
愛
情
を
持

っ

て
、
し

っ
か
り
監
督
し
な
か

っ
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
よ
。
ま

あ
、
純
正
食
品
の
お
菓
子
、
せ
ん
べ
い
ぐ
ら
い
は
与
え
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

″男
ば
か
り
″、
″女
ば
か
り
″は

食
事
の
片
寄
り

お
宅
は
男
の
子
ば
か
り
で
す
か
？
　
女
の
子
が
で
き
な
い

ん
で
し
ょ
う
？

Ｑ
／
え
え
。
女
の
子
は
２
回
と
も
死
産
で
し
た
。

―
―
よ

っ
ぽ
ど
食
事
が
片
寄

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
え
。
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
て
、
体
質
も
調
和
が
と
れ
て
い
れ
ば
、

男
の
子
と
女
の
子
が
平
均
に
育

つ
ん
で
す
よ
。
女
の
子
は
わ

り
あ
い
陰
性
に
強
く
、
陽
性
に
弱
い
。
男
の
子
は
陽
性
に
は

強
い
け
れ
ど
、
陰
性
に
は
あ
ん
が
い
弱
い
ん
で
す
。
お
宅
は

男
の
子
ば
か
り

っ
て
い
う
の
は
、
お
母
さ
ん
が
陰
性
な
も
の

を
た
く
さ
ん
と

っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

Ｑ
／
え
え
、
甘
い
物
と
果
物
が
大
好
き
で
、
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
た
。が
」飯
や
お
肉
は
好
き
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
と
に
か
く
、
し

っ
か
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
。

食
べ
物
が
だ
い
ぶ
片
寄

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
妊
娠
中
に
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陰
性
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
か
ら
、
こ
の
お
子
さ
ん
の
顔
は
細

長
い
。
で
も
、
動
物
性
の
も
の
も
入

っ
て
い
ま
す
ね
。
目
が

こ
ん
な
に
細

い
か
ら
。

Ｑ
／
は
い
、
っ
ゎ
り
が
ひ
ど
く
て
、
何
も
食
べ
ら
れ
な
く

て
動
け
な
く
な
り
、
ウ
ニ
だ
け
は
食
べ
ら
れ
た
の
で
、
食
べ

ま
し
た
。

―
―
主
食
が
ち

っ
と
も
入

っ
て
い
な
い
か
ら
、
恐
ろ
し
い

ん
で
す
ね
。
子
供
の
生
命
力
が
弱
い
ん
で
す
よ
。
と
に
か
く
、

穀
類
と
野
菜
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
与
え
て
、
早
く
体
力
を
回
復

さ
せ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
そ
の
食
事
は
、
ず

っ
と
続
け
な
く
て
は
い
け
な
い
ん

で
す
か
？

―
―
そ
う
で
す
。
死
ぬ
ま
で
ず

っ
と
や
る
ん
で
す
。
お
子

さ
ん
の
健
康
を
考
え
た
ら
、
う
か
う
か
し
て
ら
れ
ま
せ
ん
よ
。

薬
を
や
め
る
、
肉
、
卵
、
魚
、
牛
乳
、
砂
糖
、
果
物
、
そ

う
い
う
も
の
を
い
っ
さ
い
や
め
て
、
玄
米
と
野
菜
で
や
る
ん

で
す
。
お
金
も
か
か
ら
な
い
し
、
病
気
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
甘
い
も
の
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
欲
し
が

っ
て
困
る
ん
で
す
。

―
―
生
理
状
態
が
変
わ
ら
な
い
と
、
体
が
要
求
し
ま
す
か

ら
、
特
に
子
供
の
場
合
は
難
し
い
ん
で
す
。
大
人
だ

っ
て
、

病
気
に
な

っ
た
原
因
を
理
解
し
て
、
よ
ほ
ど
強
い
意
志
を
も

つ
て
や
ら
な
け
れ
ば
、挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

た
ま
に
果
物
の
甘
さ
を
摂
ら
す
ぐ
ら
い
は
、
し
か
た
が
な

い
で
し
ょ
う
ね
。

Ｑ
／
実
家
で
柿
や
リ
ン
ゴ
が
と
れ
る
の
で
、
い
っ
ば

い
食

べ
さ
せ
て
い
ま
す
。

―
―
あ
ま
り
た
く
さ
ん
や
っ
た
ら
あ
ぶ
な
い
で
す
よ
。
お

腹
が
冷
え
て
い
て
、
よ
く
下
痢
や
シ
ャ
ッ
ク
リ
を
す
る
よ
う

な
子
は
、
ほ
ん
と
う
は
、
果
物
な
ど
を
食
べ
た
ら
ダ
メ
な
ん

で
す
。́

焼
き
リ
ン
ゴ
や
干
し
た
物
な
ど
、
な
る
べ
く
陽
性
に
し
た

も
の
を
や
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
量
も
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
ま
だ
給
食
を
と

っ
て
い
る
よ

う
な
子
に
、
急
に
ピ
シ
ャ
ッ
と
や
め
さ
せ
る
の
は
難
か
し
い

で
す
。
あ
ま
り
き
び
し
く
す
れ
ば
、
盗
ん
で
ま
で
食
べ
ま
す

か
ら
ね
。

Ｑ
／
そ
う
な
ん
で
す
。
お
金
を
盗
ん
で
ま
で
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
買

っ
て
食
べ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

親
の
愛
情
で
治
す

―
―
お
宅
の
よ
う
な
場
合
は
た
い
へ
ん
で
す
よ
。
母
親
が

妊
娠
中
に
も
の
す
ご
く
片
寄

っ
た
も
の
を
食
べ
て
い
る
し
、

生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
、
こ
れ
ま
た
極
端
な
食
事
を
し
て
き

て
い
る
ん
で
す
か
ら
ね
。
ち
ょ
っ
と
や
そ

っ
と
の
邪
食
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ら
ね
。
体
質
が
極
端
に
片
寄

っ
て
し
ま

っ
て
い

る
し
、
今
ま
で
食
べ
た
悪
い
も
の
に
対
し
て
、
完
全
に
中
毒

に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
難
か
し
い
ん
で
す
。

そ
れ
を
、
急
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
完
全
な
玄
米
正
食
に
切
り

か
え
よ
う
と
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
無
理
が
生
じ
る
ん
で
す
。

や
は
り
、
段
階
を
ふ
ん
で
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
お
母
さ
ん
の
強
い
意
志
と

愛
情
が
必
要
で
す
。

私
の
家
に
は
、
６
人
の
子
供
が
い
ま
す
。
妊
娠
中
か
ら
今

ま
で
ず

っ
と
正
食
で
や

っ
て
き
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
、

近
所
の
子
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
食
べ
て
い
て
も
、
ち

っ
と
も
欲
し
が
ら
ず
、
平
気
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
給
食
も
摂
ら
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん
に
も
問
題
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
玄
米
と
野
菜
で
体
が
出
来
上
が

っ
て
い

る
の
で
、
変
な
も
の
を
要
求
し
な
い
ん
で
す
ね
。
特
に
こ
れ

か
ら
の
若
い
人
た
ち
に
は
、
自
分
の
健
康
の
た
め
に
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
子
供
の
幸
せ
を
考
え
て
、
き
ち

っ
と
正
食
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
す
。

お
宅
の
お
子
さ
ん
の
体
に
は
、
動
物
性
の
も
の
が
か
な
り

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
能
的
に
砂
糖
や
果
物
を
要
求
し

て
く
る
ん
で
す
。
と
に
か
く
砂
糖
の
も
の
は

い
っ
さ
い
や
め

て
、
し
ば
ら
く
は
果
物
を
上
手
に
や
り
な
さ
い
。
そ
の
う
ち

に
動
物
性
の
陽
性
な
毒
が
消
え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

だ
ん
だ
ん
欲
し
が
ら
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
肉
、
魚
、
卵
、
牛
乳
な
ど
す
べ
て
の
動

物
性
も
ピ

ッ
タ
リ
断
た
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
す
。　
一
方
で
牛
乳

や
チ
ー
ズ
を
食
べ
さ
せ
な
が
ら
、
甘
い
物
を
や
ろ
う
と
い
っ

て
も
無
理
で
す
。
中
途
半
端
な
こ
と
を
し
た
ら
、
子
供
は
本

能
で
、
か
く
れ
て
で
も
食
べ
ま
す
。
ひ
ど
く
な
れ
ば
盗
み
食

い
は
す
る
し
、
拾
い
食
い
ま
で
も
し
ま
す
。
今
ま
で
、
何
百

人
も
の
子
供
を
指
導
し
て
み
て
、
つ
く
づ
く
大
変
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
育
て
る
親
に
責
任
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
／

一
応
が
ま
ん
す
る
に
は
す
る
ら
し
い
ん
で
す
が
、
け

っ
き
ょ
く
意
志
が
弱
く
て
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。

―
―
そ
う
で
す
。
意
志
が
弱
い
の
は
、
体
が
弱
い
か
ら
で

す
。
体
が
丈
夫
に
な
れ
ば
、
意
志
も
強
く
な
り
ま
す
。
と
に

か
く
、
あ
せ
ら
な
い
で
、
両
極
端
の
も
の
を
摂
ら
せ
な
い
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
玄
米
と

野
菜
で
満
足
す
る
よ
う
に
、
し
む
け
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
と
う
体
は
や
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、　
一
生
け
ん
め
い
や

ら
な
い
と
助
か
り
ま
せ
ん
よ
。
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（昭
和
５３
年
１２
月
２４
日
の
健
康
相
談
講
習
会
よ
り
。
文
責
／

曽
我
部

一
美
子
）
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ル
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ー
）

器
用
さ
に
つ
い
て

私
ど
も
は
日
本
に
い
た
こ
ろ
、
食
事
に
箸

を
使
う
こ
と
は
、
あ
た
り
ま
え
で
、
改
め
て

考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
箸
を

使
わ
ぬ
国
に
出
て
見
て
、
ナ
ル
ホ
ド
箸
と
い

う
も
の
は
便
利
で
キ
レ
イ
で
、
そ
れ
を
使
う

こ
と
は
器
用
な
も
の
だ
と
痛
感
す
る
の
で
す
。

イ
ン
ド
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
よ
そ
に

よ
ば
れ
た
時
は
、
イ
ン
ド
の
習
慣
に
し
た
が

っ
て
、
指
を
使

っ
て
食
べ
ま
し
た
。
食
事
に

は
、
ま
ず
手
を
洗

い
、
右
手
だ
け
を
使
う
の

で
す
。
親
指
と
人
指
ゆ
び
と
中
ゆ
び
と
二
本

で
つ
ま
ん
で
食
べ
る
人
と
、
五
本
指
を
使
う

人
と
あ
り
ま
し
た
。
か
な
り
の
汁
物
も
器
用

に
す
く

っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

私
は

一
般
庶
民
の
中
で
暮
ら
し
ま
し
た
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
よ
う
な
時
も
、
高

級
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
こ
ら
の
小
父
さ

ん
た
ち
と

一
緒
で
、
料
理
は
バ
ナ
ナ
の
葉
を

一
人
前
に
切

っ
た
モ
ノ
に
盛
る
と
い
う
程
度

の
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
で
少
し
も
気
を

つ

か
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
、
結
構
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
ま
し
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
近
く
の

農
村
に
し
ば
ら
く
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
、

村
長
さ
ん
の
家
に
よ
ば
れ
た
時
も
、
中
学
校

の
校
長
先
生
方
と

一
緒
に
、
皿
に
盛

っ
た
料

理
を
、
そ
う
し
た
指
先
だ
け
で
食
べ
た
も
の

で
す
。
食
事
が
お
わ
る
と
、
ま
た
水
を
出
し

て
く
れ
、
そ
れ
で
手
を
洗

い
、
口
を
す
す

い

で
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。

私
ど
も
が
箸
を
使
う
の
を
イ
ン
ド
の
人
達

が
珍
し
が
っ
て
、
よ
く
見
物
に
来
た
も
の
で

す
。
大
の
男
た
ち
が
表
に
立
ち
な
ら
ん
で
見

物
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
時
は
中
学

校
の
先
生
を
し
て
い
る
と
い
う
人
が
、
食
事

ど
き
に
来
て
、
見
物
さ
せ
て
く
れ
、
と
言

っ

て
座
り
こ
ん
で
熱
心
に
眺
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
手
で
た
べ
る
の
も

一
つ
の
文
化

で
あ
る
、
と
人
類
学
者
の
中
根
千
枝
教
授
は

書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、
ま

た
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
も
の
の
味
は
道
具

を
使
わ
ぬ
方
が
お
い
し
い
、
と
も
い
い
ま
す
。

そ
れ
も
ま
た

一
理
あ
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
ド

の

一
般
庶
民
は
、
皿
を
土
間
に
じ
か
に
置

い

て
、
か
が
み
こ
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
食
物
を
大
地
か
ら
直
接
に
頂
く
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
、
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
昔
は
手

つ
か
み
で
食
べ
て

い
た
様
子
で
、
王
侯
や
貴
族
た
ち
が
フ
ォ
ー

ク
や
サ
ジ
を
使
い
は
じ
め
た
の
も
三
百
年
ほ

ど
前
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
見
て
わ
か

る
よ
う
に
、
サ
ジ
も
、
フ
ォ
ー
ク
も
、
手
の

ひ
ら
や
指
を
か
た
ど

っ
た
姿
で
す
し
、　
一
般

に
こ
ち
ら
の
人
の
指
先
の
不
器
用
さ
は
、
あ

き
れ
る
ほ
ど
で
す
。
大
体
こ
ち
ら
の
人
の
器

用
さ
は
ひ
ど
く
ム
ラ
が
あ

っ
て
、
天
才
的
な

巧
み
な
人
が
あ
る
反
面
、
ま
こ
と
に
オ
ソ
マ

ツ
と
い
う
ほ
か
は
な
い
人
も
多
く
、
店
な
ど

で
も
、
計
算
器
の
な
い
場
合
の
、
彼
ら
の
計

算
の
ノ
ロ
サ
は
定
評
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
人
は
、
そ
の
点
、
粒
が
そ
ろ

っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
最
近
は
、
こ
ち
ら
の
人
も

箸
を
使

い
こ
な
せ
る
人
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

日
本
料
理
の
店
に
く
る
人
は
、
つ
と
め
て
箸

を
使
う
ヶ
イ
コ
を
し
て
い
ま
す
し
、

↑
ン
袋

に
は
、
↑
ン
の
使

い
方
を
図
示
し
て
い
ま
す
。

私
の
店
に
置

い
て
あ
る
箸
も
、
ベ
ル
ギ
ー
人

が
時
々
買

っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
西
洋
人
の
不
器
用
さ
に
つ
い
て
、
散

髪
屋
に
ゆ
く
よ
う
な
と
き
、
そ
れ
を
持
に
感

じ
ま
す
。
私
の
ゆ
く
の
は
場
末
の
散
髪
屋
だ

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
商
売
な

の
に
、
い
た

っ
て
お
そ
ま

つ
で
、
必
ず
刈
り

残
し
の

一
、
二
本
が
あ

っ
て
、
刈

っ
た
時
キ

リ
を
吹
い
て
な
で
つ
け
て
い
る
の
に
、
家
に

帰

っ
て
み
る
と
ピ
ン
と
立

っ
て
い
る
、
と
い

っ
た
具
合
で
す
。

散
髪
屋
も
予
約
制
で
す
が
、
時
に
は
予
約

な
し
で
も
刈

っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ゆ
き
つ
け
の
店
が
予
約
で
つ
ま

っ
て
い

て
急
ぎ
た
い
時
に
は
、
そ
こ
へ
ゆ
く
の
で
す
。

そ
こ
に
は
職
人
が
六
人
ほ
ど
い
て
、
待
た
さ

れ
て
も
五
分
か
十
分
待

つ
く
ら
い
で
刈

っ
て

く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
の
職
人
と
き
た

ら
、
こ
れ
で
商
売
人
か
、
と
思
う
ほ
ど
、
昨

日
ま
で
土
方
で
も
し
て
い
た
の
か
、
と
思
う

く
ら
い
乱
暴
で
、
痛
く
て
不
ぞ
ろ
い
の
刈
り

方
を
し
て
い
ま
す
。
ま
あ
、
任
せ
た
上
は
仕

方
が
な
い
の
で
ガ

マ
ン
し
ま
す
が
、
そ
ん
な

具
合
で
す
。

イ
ン
ド
に
い
た
時
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
こ

と
は
な
か

っ
た
の
で
す
。
町
の
散
髪
屋
で
も

日
本
と
同
じ
く
ら
い
で
し
た
し
、
ま
た
流
し

の
も
あ

っ
て
、
田
舎
で
は
、
家
の
前
や
畑
の

く
ろ
や
材
本
に
腰
か
け
た
り
し
て
、
ど
こ
で

で
も
刈

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も

一
、
三
度

利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

家
庭
で
や
る
の
と
同
じ
で
、
ト
ナ
リ
の
小
父

さ
ん
に
刈

っ
て
も
ら
う
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

手
鏡
を
本
人
に
持
た
せ
て
刈

っ
て
く
れ
る
の

で
す
。
料
金
も
い
た

っ
て
安
く
、
何
か
ユ
カ

イ
な
気
持
で
し
た
。
そ
ん
な
流
し
の
散
髪
屋

で
も
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
散
髪
屋
よ
り
上
手
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で
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
ち
が
い
が
あ
る
の
か

と
考
え
る
の
で
す
。

昨
年
十
二
月
十
七
日
の
日
経
新
聞
の
夕
刊
、

「あ
す

へ
の
話
題
』
欄
に
田
村
博
氏
の
―
―

「包
む
」
に
思
う
―
―
と
い
う
文
が
あ
り
ま

し
た
。
―
―
四
角
な
折
り
箱
を
包
ん
だ
、
ち

り
め
ん
の
ふ
ろ
し
き
包
み
が
目
に
つ
い
た
。

い
つ
も
見
な
れ
た
ふ
ろ
し
き
包
み
が
、
よ
く

見
る
と
、
な
か
な
か
優
雅
で
簡
潔
な
造
型
性

が
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
ふ
ろ
し
き
は
包

む
も
の
の
形
に
応
じ
て
、
自
由
自
在
に
そ
の

形
を
変
え
て
ゆ
く
が
、
か
よ
う
な
受
容
力
は
、

ま
こ
と
に
私
ど
も
の
生
活
感
覚
に
合
致
す
る
。

ひ
ろ
げ
れ
ば
、　
一
瞬
に
し
て
ハ
ラ
リ
と
布
地

に
な
る
は
か
な
さ
は
、
こ
の
国
の
伝
統
的
な

美
意
識
の
底
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、

ふ
ろ
し
き
の
結
び
方
は
手
先
の
器
用
さ
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
は
わ
が
民
族
得
意
の
才
能

で
あ
る
。
こ
ん
な
ふ
ろ
し
き

一
枚
に
も
鋭
敏

な
感
性
を
は
た
ら
か
せ
、
織
り
や
、染
め
や
、

色
や
、
文
様
に
工
夫
を
こ
ら
す
の
が
、
わ
が

日
本
人
の
本
能
的
、
慣
性
な
の
で
あ
る
―
―
。

ま
た
、
次
の
日
の

『女
性
か
わ
ら
ば
ん
』

の
記
事
に
も
こ
ん
な
の
が
あ
り
ま
し
た
。
―
，

―
ふ
ろ
し
き
は
国
際
会
議
な
ど
で
融
通
無
碍

な
書
類
ケ
ー
ス
と
し
て
世
界
的
に
も
有
名
に

な

っ
た
。
だ
が
、
キ
モ
ノ
ば
な
れ
の
い
ち
じ

る
し
い
当
節
、
包
む
と
い
う
用
途
だ
け
で
は

頭
打
ち
、
―
―
た
と
え
ば
綿
の
大
ふ
ろ
し
き

に
し
て
も
、
最
近
は
紅
型
な
ど
、
カ
ラ
フ
ル

な
モ
ダ
ン
な
ふ
ろ
し
き
が
続
出
―
―
の
れ
ん

や
、
テ
ー
ブ
ル
か
け
、
こ
た

つ
の
上
か
け
な

ど
に
転
用
す
る
し
、
正
絹
ち
り
め
ん
の
上
等

な
も
の
な
ら
、
そ
の
ま
ま
壁
に
張

っ
て
絵
画

風
に
仕
立
て
―
―
グ
ッ
チ
や
エ
ル
メ
ス
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
級
ス
カ
ー
フ
を
額
に
入
れ

て
か
ざ
る
家
庭
も
あ
る
―
―
。

最
近
の
日
本
の
子
供
た
ち
は
不
器
用
に
な

っ
て
、
箸
の
使
い
方
さ
え
満
足
に
で
き
な
い

子
が
あ

っ
た
り
、
ヒ
モ
の
結
び
方
も
よ
く
で

き
な
い
、
と
い
う

ハ
ナ
シ
な
ど
聞
き
ま
す
が
、

も
し
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
な
ら
、
昔
の
人
よ
り

質
が
落
ち
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ

ち
ら
の
人
は
ヒ
モ
を
結
ぶ
に
も
、
日
本
人
な

ら
必
ず
横
に
む
す
ぶ
と
こ
ろ
を
、
必
ず
た
て

に
結
び
ま
す
。
こ
れ
も
面
白

い
こ
と
で
す
。

指
先
の
感
覚
の
、
鋭

い
の
と
鈍

い
の
と
は
ど

う
し
て
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
指
先
も
体

の

一
部
で
す
か
ら
、
頭
の
ハ
タ
ラ
キ
も
、
指

の
ハ
タ
ラ
キ
も
、
足
の
指
の
感
覚
も
、

つ
な

が
り
合

っ
た
全
体
の
う
ち
で
す
か
ら
、
同
じ

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
訓
練
で
よ
く
な
る
も
の

な
の
か
、
訓
練
以
前
の
こ
と
な
の
か
、
最
近

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
天
才
的
な

人
と
並
み
の
人
と
の
差
の
大
き
い
西
洋
と
、

粒
の
そ
ろ

っ
た
日
本
人
と
の
ち
が
い
は
、
何

か
ら
く
る
の
か
、
こ
の
こ
と
が
西
洋
で
キ
カ

イ
と
い
う
モ
ノ
を
発
明
し
、
発
達
し
た
コ
ト

に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
の
か
、
キ
カ
イ
類

で
お
く
れ
を
と

っ
た
日
本
は
自
分
た
ち
が
器

用
な
た
め
に
、
何
で
も
自
分
の
手
で
や
り
こ

な
し
、
そ
れ
で
満
足
し
て
い
た
の
で
は
な

い

の
か
。
発
明
と
い
う
も
の
は
、
必
要
の
な
い

と
こ
ろ
に
は
起
こ
ら
な

い
も
の
で
、
キ
カ
イ

を

つ
く
る
、
と
い
う
コ
ト
は
、
ナ
ゼ
、
キ
カ

イ
を
必
要
と
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
の
表
わ

れ
で
は
な
い
の
か
、
と
思
う
の
で
す
。
角
田

忠
信
教
授
の
言
う
、
日
本
人
と
西
洋
人
の
脳

の
構
造
の
違

い
は
何
か
ら
く
る
の
か
。
今
で

は
日
本
は
学
問
も
進
み
、
万
事
、
西
洋
に
追

い
つ
き
、
も
う
西
洋
に
学
ぶ
も
の
は
な

い
と

さ
え
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
他
の
後
進
国
と

い
わ
れ
る
国
々
も
、
同
じ
よ
う
な
努
力
を
し

た
の
に
、
日
本
だ
け
が
い
ち
早
く
、
西
洋
に

追

い
つ
い
た
の
は
ナ
ゼ
か
。
そ
れ
で
も
西
洋

の
発
明
を
う
ま
く
ま
ね
て
も
、
発
明
と
い
う

こ
と
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
は
満
足

で
は
な
い
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
、

そ
う
し
た
こ
と
で
、
根
本
的
な
ち
が
い
が
あ

る
の
で
は
な

い
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
こ
の

ご
ろ
、
し
き
り
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

川
や
海
や
、
小
さ
く
は
池
に
も
波
が
た
ち

ま
す
。
動
か
ぬ
は
ず
の
た
ら
い
で
も
、
風
が

当
た
れ
ば
小
さ
な
波
が
た
ち
ま
す
。
私
た
ち

は
、
日
に
見
え
る
水
の
波
は
す
ぐ
目
に
つ
き

ま
す
が
、
大
き
い
波
に
は
気
も
つ
か
ぬ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
の
モ
ノ
、

コ
ト
は
、

す
べ
て
波
と
し
て
の
表
わ
れ
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
昼
と
夜
、
明
る
さ
と
暗
さ
、
山
と
川
、

そ
ん
な
の
も
波
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。
私
が
若

い
こ
ろ
、
ツ
ル
ゲ
ー

ネ
フ
の
散
文
詩
を
読
ん
で
い
て
、
心
に
焼
き

つ
い
て
今
も
そ
の

一
句
だ
け
忘
れ
な
い
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

―
―

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
が
叫
ん
だ
、　
一
瞬
で

あ

っ
た
―
―
。
ュ
ン
グ
フ
ラ
ウ
と
い
う
の
は
、

ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
境
に
あ
る
有
名
な
ア

ル
プ
ス
の
山
の

一
つ
で
す
。
そ
れ
が
叫
ん
だ

と
い
う
の
で
す
。
山
が
叫
ぶ
と
い
う
の
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
言

っ
た
も
の
な
の
か
、
私
は

そ
の
詩
の
前
や
後
を
忘
れ
て
、
た
だ
そ
の

一

句
だ
け
が
心
に
残

っ
て
い
て
ッ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

の
心
を
理
解
し
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
し
て
こ
の

一
句
が
私
の
心
か
ら
は

な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
、
私
の
師
は
、
私
に

「山
と
は
何

か
」
と
い
う
問
題
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
問
題
を
三
年

ほ
ど
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
若

い
こ

ろ
の
ハ
ナ
シ
で
す
。
結
論
だ
け
を
言
う
と
―

―
山
と
は
波
の

一
種
で
あ
る
―
―
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
さ
き
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
の

一
句
が
、
私
の
心
の
ヒ
ダ
に
残

っ
て
い

た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

山
は
永
久
に
動
か
ぬ
モ
ノ
、
と
私
ど
も
は

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
ど
も
人
間
の
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寿
命
で
計
る
か
ら
で
、
神
仏
の
眼
か
ら
見
た

ら
、
全
く
海
の
波
み
た
い
な
も
の
で
は
な
い

の
か
、
こ
の
世
に
動
か
ぬ
モ
ノ
、
変
ら
ぬ
モ

ノ
は
あ
る
は
ず
は
な
い
、
初
め
あ
る
も
の
に

終
り
あ
り
、
生
と
死
も
生
命
の
波
で
は
な
い

の
か
、
時
の
流
れ
も

一
国
の
運
命
も
人
の

一

生
も
、
必
ず
山
と
谷
が
あ
り
、
山
高
け
れ
ば

谷
深
し
、
大
木
に
強
風
が
当
た
る
の
と
同
じ

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
波
の
う
ね
り
の
中

に
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
し
て

一
生
を
す
ご

す
の
が
私
ど
も
で
は
あ
る
ま
い
か
。

日
々
の
私
ど
も
の
く
ら
し
に
も
、
い
い
時

と
わ
る
い
時
が
あ
る
。
天
気
も
、
い
い
と
き

と
わ
る
い
時
が
あ
る
。
そ
ん
な
天
候
の
動
き

に
も
、
私
ど
も
の
体
は
敏
感
に
反
応
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
波
に
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
、
時
の

中
を
流
さ
れ
て
い
る
の
が
、
私
ど
も
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
獣
も
鳥
も
地
中
の
虫
も
、

そ
う
し
た
宇
宙
の
動
き
の
中
で
、
生
き
、
そ

し
て
死
ん
で
ゆ
く
。
だ
か
ら
私
ど
も
は
変
化

と
い
う
も
の
に
心
動
か
さ
れ
、
あ
わ
て
ふ
た

め
く
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

う
し
た
リ
ク
ツ
は
、
知
識
と
い
う
も
の
で
身

に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
事
あ
る
時
に
あ
わ

て
、
自
分
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

私
ど
も
は
波
と
い
う
モ
ノ
を
し
っ
か
り
と

見
つ
め
、
波
に
は
高
低
が
あ
る
こ
と
、
高
く

上
が
っ
た
か
ら
、
有
項
天
に
な
っ
て
は
な
ら

ず
、
谷
に
お
ち
て
も
悲
し
む
に
は
及
ば
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
は
必
ず
、
今
の
反

対
の
ト
キ
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
次
の
ト
キ

を
活
か
す
か
、
殺
す
か
は
、
私
ど
も
の
「今
」

に
あ
る
の
で
す
。
生
き
よ
う
と
死
の
う
と
、

そ
れ
は
私
の
領
分
で
は
な
い
こ
と
で
、
与
え

ら
れ
た
今
日
を
、
精
い
っ
ぱ
い
に
生
き
る
ほ

か
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊

　

　

　

　

　

＊

皆
様
、
そ
の
後
い
か
が
お
す
ご
し
で
し
よ

う
か
。
一
一月
は
ま
だ
ま
だ
寒
い
季
節
で
す
が
、

し
か
し
、
も
う
木
や
草
の
芽
は
動
い
て
、
春

の
気
配
を
感
ず
る
こ
ろ
で
す
。
日
本
で
は
い

か
が
で
し
よ
う
か
ｏ
私
ど
も
、
お
か
げ
様
元

気
で
す
が
、　
一
月
十
二
日
の
午
頃
、
私
の
小

さ
い
工
場
か
ら
火
を
出
し
、
機
械
、
器
具

一

切
を
焼
き
、
と
な
り
あ

っ
た
倉
庫
を

一
な
め

に
し
て
奥
の
倉
庫
を
半
焼
き
し
ま
し
た
。
消

防
車
が
早
く
て
、
住
居
だ
け
は
ど
う
に
か
と

り
と
め
ま
し
た
が
、
ガ
ス
と
水
道
が
使
え
な

く
な
っ
て
、
し
ば
ら
く
不
自
由
し
ま
し
た
。

今
は
暮
ら
し
は
平
常
に
戻
り
、
店
の
方
に
も

別
に
倉
庫
は
あ
っ
て
営
業
は
つ
づ
け
て
い
ま

す
。十
余
年
の
努
力
を

一
瞬
に
灰
に
し
た
の
は
、

く
や
し
い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
と
教
え
ら
れ
、
反

省
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
熟
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
ま
だ
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
の

だ
、
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
元

気
な
体
が
与
え
ら
れ
、
家
族

一
同
無
事
で
あ

る
こ
と
は
、
何
物
に
も
代
え
ら
れ
ぬ
有
難
い

こ
と
で
す
。

一
部
の
方
々
に
は
、
大
変
御
心
配
を
か
け
、

わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
電
話
し
て
下
さ

っ
た
方

も
あ

っ
た
り
し
て
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
困
難
が
出
て
来
ぎ
し
た
が
、
生
き
る
に

張
り
合

い
が
あ
る
こ
と
を
有
難

い
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
し
ば
ら
く
は
寒

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
う
か
皆
様
お
障
り
な
き
よ
う
に
。

＊
本
誌
昭
和
５４
年
６
月
号
に
、
『
ベ
ル
ギ
ー
で

大
受
け
、
高
浪
豆
腐
』
と
い
う
、
高
浪
氏
の

活
躍
の
紹
介
記
事
が
あ
り
ま
す
。
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

な
お
、
高
浪
さ
ん

へ
の
お
見
舞

い
は
、
日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

（〓
・
Ｆ
Ｆ
，
８

月
，Ｆ
●
ｐ
ヨ
】・”
お

お
り

弓
”“
〓
ｏ
∽
【鯉
ｒ
【ｏヽ
ｏ
ω
『“
Ｘ
ｏ
一Ｆ
∽
・

ω
ｏ
ぼ
●
●
↓

●
５
月
２‐
日

（水
）
Ｐ
Ｕ
研
究
会
。
ア
レ
キ

シ
ス
・
カ
レ
ル

『人
間
―
―
こ
の
未
知
な
る

も
の
』
第
５
章

「内
な
る
時
間
」
を
検
討
し

ま
す
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
に
て
。
６
時
半

～
８
時
半
。
会
費
３
０
０
円
。

●

「藍
の
種
子
」
を
お
分
け
し
ま
す
。
住
所

氏
名
を
書
き
、
５０
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
、

「藍
の
種
子
、
入
用
」

と
書
い
て
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

・
本
間
昇
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
料

理
教

室

修

了
試

作

会

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
の
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン

グ
ア
カ
デ
ミ
ー
春
期
の
修
了
試
作
会

（第
２６

回
）
が
、
４
月
１３
日
（日
）
の
Ｈ
時
か
ら
と
５

時
か
ら
の
２
回
に
分
け
て
開
か
れ
、
校
長
の

桜
沢
里
真
先
生
、
浮
津
宏
子
先
生
か
ら
講
評

が
あ
り
、
桜
沢
里
真
先
生
か
ら
各
級
免
状
の

授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
お
名
前
は
次
の
通
り

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
初
級
―
―
広
島
ま
さ
枝
、
山
越
裕
子
、
渋

沢
は
る
、
上
田
清
子
、
太
田
君
子
、
井
出
照

子
、
大
野
省
子
、
重
松
昌
子
、
深
井
弘
美
、

大
矢
根
祐
子
、
翁
有
財
、
香
取
富
美
子
、
大

熊
真
理
子
、
安
藤
恵
子
、
金
真
理
子
、
武
樋

恵
子
、
橋
本
慶
子
、
町
田
弘
子
、
岡
田
尚
久
、

本
田
せ
つ
子
、
岸
野
小
百
合
、
高
島
澄
夫
、

長
井
ハ
マ
、
別
府
み
ど
り

＊
中
級
―
―
飯
田
裕
理
、
宇
塚
栄
子
、
松
本

芳
子
、
上
妻
希
伊
、
斉
藤
ス
イ
、
高
野
文
、

真
野
尚
子
、
近
藤
峰
鎮
子
、
佐
古
雅
乃
、
渡

辺
君
江
、
竹
内
久
美
子
、
田
中
幸
子
、
香
山

桂
子
、
藤
井
カ
ネ
子
、
吉
田
久
二
、
平
井
俊

子
、
岩
名
紀
美
、
栗
原
佳
子
、
田
辺
雅
近

＊
上
級
―
―
大
西
恭
子
、
清
水
春
美
、
橋
本

陽
子
、
佐
藤
文
子
、
藤
井
カ
ネ
子

＊
師
範
―
―
浜
中
清
子
、
野
沢
伸
光（敬
称
略
）
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行
進
団
は
２
月
６
日
、
九
州

（大
分
県
、

佐
賀
関
）
に
入
り
、
途
中
、
農
業
高
校
の
先

生
で
正
食
運
動
に
熱
心
な
阿
蘇
の
小
玉
良
夫

さ
ん
御
家
族
が
参
加
し
、
５
歳
の
行
進
者
と

し
て
は
最
年
少
の
玄
米

っ
子
も
元
気
に
歩
き
、

ま
た
、
福
岡
か
ら
７６
歳
の

「永
遠
の
青
年
」

も
加
わ

っ
て
、
沖
縄
が
近
づ
く
に
つ
れ
人
数

κ

予
定
で
す
。

佐
賀
関
か
ら
野
津
町
に
入

っ
た
行
進
団
は
、

吉
四
六
劇
団
の
野
呂
祐
吉
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。
野
呂
さ
ん
は

「す
べ
て
中
央
か
ら
始
ま

る
現
代
、
し
か
し
、
地
方
か
ら
始
ま

っ
て
も

い
い
は
ず
だ
。
文
化
の
向
上
は
、
文
化
の
残

る
地
方
か
ら
始
ま
る
べ
き
だ
」
と
有
機
農
業

β

さ
ん
と
共
に

「乙
女
塚
農
園
」
で
自
給
自
足

を
し
な
が
ら
真
実
の
演
劇
の
あ
り
方
を
追
求

し
、
水
俣
病
を
告
発
す
る
た
め
ヨ

人
芝
居
」

を
し
な
が
ら
全
国
を
巡
演
し
て
い
ま
す
。

行
進
団
も
そ
れ
に
刺
激
を
う
け
て
、
正
食

普
及
の
手
段
と
し
て

「魔
法
の
メ
ガ
ネ
」
を

公
演
し
な
が
ら
全
国
を
巡
れ
ば
「無
双
原
理
、
β

生
産
者
を
結
び

つ
け
る
有
機
農
業
流
通
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
九
州
で
は
有
機
農
業
を
も
と

に
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
進
は
雄
大
な
阿
蘇
山
を
目
前

に
し
な
が
ら
進
み
ま
し
た
。
阿
蘇
、
牧
ノ
峠

で
夜
中
、
零
下
５
～
６
度
に
下
が
る
所
で
野

宿
を
し
た
の
で
す
が
、
近
く
の
温
泉
か
ら
出

て
本
に
タ
オ
ル
を
か
け
て
お
く
と

一
～
三
分

で
凍
り
つ
く
ほ
ど
の
寒
さ
で
し
た
。
夜
、
空

は
満
天
の
星
空
、
自
分
が
宇
宙
に
い
る
こ
と

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

九
州
で
は
野
宿
が
３
回
だ
け
で
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
各
方
面
（医
療
、
仏
教
、
武
道
、

食
養
）
で
素
晴
ら
し
い
人
と
の
出
会
い
に
恵

ま
れ
、
そ
の
た
び
に
自
分
の
生
き
方
が
問
わ

れ
ま
し
た
。

阿
蘇
↓
蘇
陽
町

（地
球
平
和
道
場
）
か
ら

菊
池
郡
、
潤
水
町
で
「
い
の
ち
と
土
を
守
る
、

医
、
食
、
農
。
医
は
食
に
、
食
は
農
に
、
農

は
自
然
に
学
べ
」
と
医
大
教
師
を
捨
て
農
村

の
診
療
所
に
根
を
下
ろ
し
、
玄
米
を
す
す
め

る
養
生
園
の
竹
熊
宜
孝
先
生
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
先
生
は
忙
し
い
中
、
貴
重
な
時
間
を

さ
い
て
下
さ
り
、
養
生
農
園
の
青
年
、
そ
し

て
熊
本
農
大
の

「
２‐
世
紀
の
会
」
の
学
生
と

共
に
懇
談
会
を
も
っ
た
の
で
す
が
、
皆
、
有

機
農
業
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
の
に
新
し

い
息
吹
き
を
感
じ
ま
し
た
。

熊
本
滞
在
中
、
竹
熊
先
生
の
恩
師
で
あ
る

ｒ総
，
そ
１

■
１
，
、

が
増
え
、
１８
人
で
つ
い
に
３
月
２３
日
、
待
望

の
沖
縄
入
り
を
無
事
、
果
た
し
ま
し
た
。
沖

縄
で
は
前
里
さ
ん
を
中
心
に
陰
陽
研
究
会
の

皆
さ
ん
の
暖
か
い
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

行
進
後
、
３
月
３０
日
に
那
覇
市
民
会
館
で
「生

存

へ
の
行
進
」
日
本
縦
断
記
念
集
会
を
開
く

を
や
り
な
が
ら
地
元
農
業
青
年
と
共
に
、
昔

か
ら
そ
の
土
地
の
民
話
に
伝
わ
る
農
民

「吉

四
六
さ
ん
」
を
題
材
に
劇
団
を
組
ん
で
、
小
中

学
校
へ
演
劇
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
な
試
み
が
水
俣
に
あ
り
ま
し
た
。

水
俣
の
砂
田
明
さ
ん
は
、
水
俣
病
の
患
者

正
食
」
の
話
が
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
盛
ん
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

野
津
町
↓
別
府
↓
安
心
院
↓
宇
佐
↓
耶
馬

渓
、
そ
し
て
農
協
と
し
て
は
珍
し
く
有
機
農

産
物
を
扱

っ
て
い
る
下
郷
農
協
を
訪
ね
ま
し

た
。
熊
本
で
も

「土
と
生
命
を
守
る
会
」
と
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存  ヘ

いまは破局の時代。だから私たちは生存への道を見いだ

すために集おう。そしてもう1つの経済活動、自治営為、

文化創造への評議会の場を持とう。千曲川のまわりに広

がる書光寺平を眼下に一望し、はるかアルプスの山脈を

あおぐ冠着山にキャンプ。インし、満月のもとに瞑想。

音楽・踊り、整食、茶会に集い、生命をピュアーとなし、

願わくば生存への一本の強力なエネルギー気流をよじり

出せることを折ります。 (生存への集い評議会)

●5月 39～ 31日/生存への評議会 (文化 。経済。自治)、援農、山遊び、音楽 。踊り。瞑想
●5月 31日/講演 (大森党道他)、生存への行進報告、映画、スライド、ビデオ
●6月 1日/木内信胤=激動する世界と日本の進路、西丸震哉=恐るべき食粗事情、立花
こうどう=新文明の扉を開く、生存への行進団=生存の日アピール、池田農興報告
●主催/生存への集い評議会 (5月 29～31日 )、新農村建設同志会長野支部 (6月 1日 )

●連絡/ミ ルキーウエイ●o422-53-6483、 池田農興 8o2627-5-2094

熊
本
玄
米
食
会
長
の
小
川
純
先
生
、
福
岡
正

信
さ
ん
に
紹
介
し
て
頂

い
た
三
宝
会
の
田
辺

聖
恵
さ
ん
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
田
辺
さ
ん

は
仏
教
と
と
も
に
食
養
の
道
を
歩
ん
で
い
る

方
で

「食
養
は
手
段
で
あ
り
、
究
極
の
目
的

で
は
な

い
。
目
的
は
世
界
平
和
に
置
く
べ
き

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
気
道
万
生
館
の
砂
泊
先
生
が
高

弟
の
方
々
と
交
流
会
を
し
て
頂
き
、
合
気
の

道
を
説
か
れ
ま
し
た
。
ズ
ロ気
と
は
愛
な
り
。

そ
れ
は
万
有
と
の
む
す
び
と
言
う
こ
と
で
あ

る
」
と
ホ
ン
モ
ノ
を
身
に
つ
け
て
い
る
方
だ

と
思

い
ま
し
た
。

熊
本
↓
大
牟
田
↓
玉
名

（
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ

ァ
ー
寺
）
か
ら
佐
賀
、
塩
田
町
で
百
姓
を
や

り
な
が
ら
、
昔
、
若

い
人
に
夢
を
持
た
せ
る

青
年
運
動
を
し
て
い
た
田
口
祐
次
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。
田
口
さ
ん
と
の
話
で

「行
進
団

と
し
て
中
国
に
手
紙
を
出
し
、
行
進
を
中
国

で
し
た
ら
ど
う
だ
」
な
ど
話
が
は
ず
み
ま
し

たた
。そ
の
後
、
長
崎

（小
川
法
慶
先
生
）
↓
大

村
市

（月
光
の
里
）
↓
天
草

（中
井
俊
作
さ

ん
）
↓
水
俣
↓
大
口
市
↓
宮
の
城
町
か
ら
鹿

児
島
に
入
り
ま
し
た
。

沖
縄
ま
で
無
事
、
行
進
が
遂
げ
ら
れ
た
の

は
、
読
者
の
皆
様
、
そ
し
て
お
世
話
し
て
頂

い
た
、
共
に
生
存
へ
の
行
進
を
歩
ん
で
い
る

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
生
存

へ
の
行
進
連
絡
先

〒
榊
　
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

５
の
４
の
１７
　
ヽヽ
ヽ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
内

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

０

４

２

２

・
５

３

・
６

４

８

３
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―
―

″精
製
の
害
″
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
塩
を
精
製
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
か
？

む
か
し
の
塩
に
は
、
塩
田
の
砂
や
釜
の
赤

サ
ビ
や
わ
ら
ク
ズ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
爽
雑

物
が
ま
じ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
色

も
黒
ず
ん
だ
色
を
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
３８
年
、
塩
専
売
法
が
で
き
た
と
き
、

専
売
局
は
、
な
る
べ
く
爽
雑
物
が
ま
じ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
塩
に
等
級
を

つ
け

て
、
上
級
の
塩
ほ
ど
高

い
値
段
で
買
い
上
げ

る
こ
と
と
し
、
そ
の
品
質
基
準
を
、
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
の
純
度
と
、
色
の
自
さ
で
判
定
す

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

当
然
、
塩
業
者
は
、
高
純
度
の
色
の
白

い
塩

を

つ
く
る
努
力
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
判
定
基
準
は
も
と
も
と
爽
雑

物
や
水
分
の
ま
じ
ら
な
い
塩
に
す
る
と
い
う

の
が
目
的
で
あ

っ
て
、
塩
そ
の
も
の
を
精
製

す
る
と
い
う
考
え
は
、
特
に
は
な
か

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

い
っ
た
ん
、
こ
う
い
う
基
準
を

設
け
た
以
上
、
近
代
技
術
が
導
入
さ
れ
、
精

製
技
術
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
爽
雑
物
だ
け

で
な
く
、
本
来
、
「塩
」
の
成
分
で
あ
る
各
種

の
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
抜

い
て
ま
で
、
塩

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
高
純
度
化
を
行
な
う
よ
う

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

戦
後
、
特
に
高
純
度
化
が
す
す
み
、
現
在

で
は
、
究
圭
％
以
上
と
い
う

″試
薬
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
″
と
同
じ
く
ら
い
の
純
度
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

―
―
精
製
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で

し
ょ
う
か
？

こ
こ
ま
で
高
純
度
化
が
す
す
ん
だ
の
に
は
、

も
う

一
つ
別
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

り

経
済
上
の
理
由
（低

コ
ス
ト
化
）
で
す
。

近
年
、
食
品
の
大
量
工
場
生
産
に
と
も
な

い
、
計
量
や
包
装
の
機
械
化
が
す
す
み
ま
し

た
。
塩
を
自
動
計
量

・
包
装
す
る
に
は
、
湿

気
を
ふ
く
ん
だ

ニ
ガ
リ
分
を
抜

い
て
サ
ラ
サ

ラ
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
湿
気
を
含
ん
だ
塩
は
機
械
を
さ
び

さ
せ
、
設
備
を

い
た
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
貯

蔵
に
も
手
間
が
か
か
り
、
流
通
経
費
が
か
さ

端
的
Ｌ
言
っ
て
、
ド
ラ
イ
ベ
ー
ス
で

（水

分
を
含
ま
な
い
数
値
）、
８７
～
９２
％
く
ら
い
が

よ
い
と
考
え
ま
す
。

動
物
の
変
態
（進
化
）
の
歴
史
を
ふ
り
返

っ

た
と
き
、
動
物
は
海
で
発
生
し
、
約
３０
億
年

の
歴
史
の
大
部
分
を
海
で
、
海
水
を
直
接
、

体
内
に
と
り
入
れ
て
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

海
は
、
生
物
に
と

っ
て
、
外
部
環
境
で
あ
る

と
同
時
に
、
内
部
環
境
で
あ

っ
た
の
で
す
。

陸
上
に
上
が

っ
て
か
ら
も
、
そ
の
内
部
環
境

は
血
液
、
体
液
と
し
て
保
持
さ
れ
て
来
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
″血
シ
オ
″
と
い

う
よ
う
に
、
血
液
と
海
水
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分

比
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
海
の
エ
キ
ス
で
あ
る
塩
は
、
人

為
的
に
精
製
し
た
り
、
他
の
成
分
を
加
え
た

り
し
な
い
方
が
よ
い
の
で
す
。
た
だ
、
人
類

を
は
じ
め
と
す
る
高
等
生
物
は
、
１
～
３
億

年
の
陸
上
生
活
を
経
て
い
ま
す
の
で
、
多
少

の
ず
れ
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
製
塩
に
お
い
て
も
、
海
水
の
成
分

を
す
べ
て
結
晶
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

し
、
し
て
も
湿
気
を
吸

っ
て
す
ぐ
に
溶
解
し

て
し
ま
う
成
分
も
あ
り
ま
す
。

言

い
か
え
る
な
ら
、
″海
水
の
成
分
を
天
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
う
る
限
り
結
晶
化
し
、

自
然
に
抜
け
る
成
分
の
み
を
の
ぞ
く
程
度
で
、

人
為
的
な
精
製
を
し
な

い
程
度
の
純
度
が
よ

い
″
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ま
す
。

（事
実
、
天
然

ニ
ガ
リ
を
加
え
た

赤
穂
の
天
塩
は
自
動
計
量
が
で
き
ず
、
す
べ

て
手
作
業
で
行

っ
て
い
る
）

そ
こ
で
、
機
械
化
に
よ
る
低

コ
ス
ト
化
を

行
な
う
た
め
に
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
、

ニ
ガ

リ
分
を
抜
く
必
要
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

逆
に
い
え
ば
、
全
面
的
に
自
動
機
械
化
さ

れ
た
現
在
と
な

っ
て
は
、
精
製
し
な

い
塩
に

全
面
的
に
切
り
換
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
困

難
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
え
ま
す
。

同
じ
こ
と
が
製
造
工
程
に
つ
い
て
も
言
え

ま
す
。
昔
な
が
ら
の
塩
田
を
全
廃
し
、
イ
オ

ン
交
換
式
に
よ
る
工
場
生
産
に
切
り
換
え
て

し
ま

っ
た
今
と
な

っ
て
は
、
全
く
新
た
な
自

然

・
天
然
に
よ
る
製
塩
法
を
開
発
す
る
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
純
度
は
何
％
く
ら
い
が
適
当
で
す
か
？

《その 2》

日本食用塩研究会

Q&A
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誘繁編銑

ヽ

１

ヽ

ぉ

１

食塩が塩素とナ トリウムの化合物 (塩

化ナ トリウム)であることは、中学理千■
の教科書が教えている。それでは人間が

「食べる塩」も、この 2つの元素を混ぜ

合わせるだけで作れるのか。

「理論的にはその通り」と専売公社は

答える。公社の誇る 麟 製塩」は、

電気化学的製法によって塩化ナトリウム

純度99。 9%。 化学実験での試薬にもな
り得る。

「それでは余 りに味気ないJと 、自然
塩づ くり運動 を進めている学者・ 技術

者、若者、消費者 。自然食運動などのグ

ループが集まって社団日本食用塩研究会

(03刊69-7631)を 作った。 7年目、伊

二人島の研究所でようやく成現。

大洋の波自身が持つ力を利用して海水

をくみ上げ、高さ 6傷の蒸発塔から少し
ずつたらす。天日と風にさらされて、 5

倍に濃縮 された塩水を平べったい箱皿

(はこざら)に入れてさらに蒸発させる
と、真っ白な塩の結品が出てくる。この

間、動力も燃料もゼロで約 3週間。
正方形をいくつも重ねたような結晶の

形が美 しく見える大粒の塩を、ちょっぴ

り舌の先につけてみる。ただヒリ辛いだ

けの公社の塩 と違って、 ｀うまみ゛ とも
いえる、複雑なしょっぱさだ。

イラス ト・老沢  さとし

1時間をかけて自然に蒸発させるし,

で、結晶が苦汁 (にがり)を取り込んで
いるのが

｀
化学塩゛との最大の違い。に

かりはマグネシウム、カルシウムなとて

出来ているから、この自然塩は人間の血

液、体液の成分バランスに最も近い」。

一―だから、ミネラル分 (にがり)を
完全に除いて しまった公社の塩は健康

上、問題がある、と説く、このイヽさな研

究所の所長谷克彦さんは、技術者という

より哲学者を思わせる。ただ、この自然

塩、専売法にふれるため、まだ一般に売

り出すことは許されでいない。

複雑なうまみ、だが非売品

日
本
食
用
塩
研
究
会
の
財
政
は
、
「塩
」
を

ご
理
解
く
だ
さ

っ
た
有
志
の
浄
財
に
よ

っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
何
ら
の
公
的
な
資
金

援
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。
善
意
あ
る
皆
様
が
、

研
究
会
の
賛
助
会
員
ま
た
は
正
会
員
と
な

っ

て
く
だ
さ
り
、
こ
の
自
然
塩
復
活
運
動
と
天

然
製
塩
法
開
発
事
業

（本
誌
５‐９
、
脚
ヽ
図
号

を
参
照
）
に
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
会
員
種
別

普
通
賛
助
会
員
―
―
研
究
会
の
趣
旨
に
賛
同

し
助
力
く
だ
さ
る
個
人
ま
た
は
団
体
。　
一
口

年
六
千
円
。

特
別
賛
助
会
員
―
―

一
口
年
六
万
円
。

正
会
員
―
―
会
の
運
営
に
参
画
す
る
社
団
の

構
成
員
。　
一
口
年
十
二
万
円
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
入
会
す
る
と
隔
月
刊
機
関
誌

『
い
の
ち
と

海
』
と
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

●

入
会
方
法

①
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）

②
郵
便
番
号
　
③

住
所
　
④
連
絡
先
電
話
番
号
　
⑤
申
込
会
員

種
別
　
を

ハ
ッ
キ
リ
か
き
、
郵
便
振
替
ま
た

は
現
金
書
留
に
て
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
、
間
合
せ
は
―
―

社
団

日

本

食

用

塩

研

究

会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
１１
の
５

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
内
　
ａ

ｏ
一一一茜
交

毛
奎

一

“タワ"式"再び新聞紙上に登場′ 細脚
日

３

朝
朝

／

１

＼
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そ|もお●こ
霧 fI;if竃歌.|

tl‐イタ|ン
Tl曇イデ|ガ ?‐1∬

晰菫道場
|

●ヨガ研修生募集中 ′

本部 〒188東京都府中市分梅 130-1 ● (0423)68-1932… …総合間い合せ

| ヨガスクール●ひば
lリ ケ丘(西武池袋線)● 三鷹(井の頭線)● 鳥山(京王線) ●新宿●司

赳
眩
栃
屹
卜
へ

軋
笙
蜀
弛
炸
聯』鉤

笙
埃
扮
鰤
勒
骰
≪

雹
蝙
褥
跛

特長
● いつまてもイ吏える

南部鉄 製です●アル

ファー化 を持続 して

おい しく炊けます●

アル ミ製 とちがつて

健康 安 全 です●昔 な

か らの 木 の フタで炊

きあ か りの味 わいは

格 別 で す●鉄分補給

の は た らきで貧血予

防 に役 だ ち ます●単

純構 造 で故障 があ り

ませ ん●煮 もの、炊

きもの、蒸 しもの、

メ少め もの 一 なん
に

で もイ吏えます●ガス

火 で使 え ます。火 ま

わ りはム ラな くム ダ

な く経済的です●新

工夫した落としプタ式

でふきこばれしません。

定価
(小 )一-13000円

1合 か ら3介炊 (540cc'
I"26Cm清 ;さ 16Cm

iさ 約 2 7kg

(太 )一-15 000FI

l合 から7合炊 (1.26α c)

||,28Cm■ iさ 19 5Cm

重さ約43k8

も t,こ 天 味 釜 本 舗

〒150東 京都i支谷|え桜丘口r4番 24:;

● (03)4632986・ 46137∞

兒 饒翡

奈送 キ1は 全国無 |1豪 3-5,1の 分 ,1払 も可

濠お riに ない ときは現 金書留 て l百 :オ女お申 し込み 卜さい
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ニユ

前
菜
／
も
ろ
き
ゅ
う
、
生
拡
磯
巻

き
、
納
豆
人
参

向
附
／
胡
麻
豆
腐

汁
／
お
吸
物

（揚
げ
湯
葉
、生
紘
、

み
つ
葉
）

八
寸
／
庄
内
独
ち
ま
き
、
揚
げ
物

（梅
干
、
絹
さ
や
、
人
参
、

稲
穂
）

煮
合
せ
／
蓮
根
、
筍
、
千
し
湯
葉
、

か
ぶ
、
ゆ
り
根

小
附
／
も
ず
く
な
ま
す

進
肴
／
鯉
か
ら
揚
げ

箸
洗
／
炒
り
玄
米
、
梅
干

御
飯
／
か
や
く
御
飯
柏
巻
き

香
の
も
の
／
大
根
の
浅
漬
け
、
み

そ
漬
け
、
た
く
わ
ん

今
月
は
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
で
、
ご
飯

を
柏
の
葉
で
巻
き
、
庄
内
魅
ち
ま
き
を
作

っ

て
、
普
茶
料
理
に
組
み
合
せ
て
み
ま
し
た
。

お
客
様
の
お
も
て
な
し
に
応
用
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

餅
玄
米
粉
と
玄
米
粉
を
用
い
て
、
小
豆
あ

ん
を
入
れ
た
柏
餅
も
作

っ
て
く
だ
さ
い
。
昨

年
の
５
月
号
に
も
、
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

料
理
」
の
中
に
も
載

っ
て
お
り
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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毎
月
こ
の
誌
上
で
発
表
し
た
も
の
の
中
か

ら
、
お
子
様
の
お
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
作

り
、
幸
福
を
お
祝

い
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
も
ろ
き
ゅ
う

●
材
料
＝
き
ゅ
う
り

（１
本
）
、
も
ろ
み
味
噌

（大
さ
じ
２
）

き
ゅ
う
り
は
塩
を
し
て
、
板
ず
り
す
る
。

た
て
半
分
に
切
り
、
端
を
切
り
は
な
さ
な
い

よ
う
に
、
横
に
う
す
く
包
丁
目
を
入
れ
、
２

セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
る
。
塩
を
ふ

っ
て
、
重

し
を
し
て
、
し
ば
ら
く
お
い
て
か
ら
、
さ

っ

と
水
を
か
け
て
し
ば
る
。
も
ろ
み
味
噌
を
上

に
か
け
て
供
す
。

〓
生
猶
磯
巻
き

生
独
を
た
て
に
切
り
、
油
で
さ

っ
と
揚
げ

る
。
出
し
汁
で
煮
て
、
替
油
少
々
で
う
す
味

を
つ
け
る
。
の
り
で
巻

い
て
、適
宜
に
切
る
。

〓
納
豆
人
参

●
材
料
＝
納
豆

（１
包
）
、
人
参

（少
々
）
、
と

き
が
ら
し

（小
さ
じ
２
）

①
人
参
は
３
セ
ン
チ
の
賽
の
目
切
り
に
し
、

カ
ッ
プ
÷
を
用
意
す
る
。
塩
小
さ
じ
〓
を
ふ

っ
て
、
空
炒
り
に
す
る
。

②
納
豆
に
塩
小
さ
じ
÷
を
ふ
り
、
人
参
と
ま

ぜ
、
と
き
が
ら
し
を
加
え
て
、
よ
く
ま
ぜ
る
。

替
油
少
々
を
落
し
て
、
味
を
と
と
の
え
る
。

※
以
上
３
品
を
皿
に
盛
り
つ
け
、
い
ち
ょ
う

形
の
人
参
を
飾
る
。

÷
胡
麻
豆
腐

●
材
料
＝
白
ゴ
マ

（カ
ッ
プ
÷
）、ク
ズ

（カ

ッ
プ
÷
）
、水

（カ
ッ
プ
２
＋
～
３
）

①
自
ゴ
マ
は
よ
く
炒
り
、
す
り
鉢
で
な
め
ら

か
に
な
る
ま
で
て
い
ね
い
に
す
る
。
水
カ
ッ

プ
ー
を
加
え
て
す
り
の
ば
す
。

②
ク
ズ
を
水
カ
ッ
プ
ー
で
と
き
、
火
に
か
け

て
、
ダ

マ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
か
き
ま
ぜ
る
。

半
煮
え
に
な

っ
た
ら
火
か
ら
お
ろ
し
、
よ
く

か
き
ま
わ
し
な
が
ら
、
①
を
流
し
入
れ
、
残

り
の
水
カ
ッ
プ
÷
で
す
り
鉢
を
洗

っ
て
、
そ

れ
も
加
え
る
。
ふ
た
た
び
中
火
に
か
け
、
よ

く
ね
る
。

（少
々
か
た
め
の
場
合
は
、
適
宜

水
を
加
え
る
。
）
こ
し
が
強
く
な
る
ま
で
ね
り

上
げ
、
水
で
し
め
し
た
流
し
箱
に
入
れ
て
冷

や
す
。

③
醤
油
と
出
し
汁
を
半
々
に
ま
ぜ
る
。
器
に

大
さ
じ
３
く
ら
い
を
入
れ
、
②
を
適
当
な
大

き
さ
に
切

っ
て
盛
る
。
生
姜
お
ろ
し
、
ゆ
ず

の
皮
の
み
じ
ん
切
り
を
の
せ
る
。

÷
お
吸
物

●
材
料
＝
干
し
丸
湯
葉

（５
個
）
、生
拡

（÷

本
）
、
み
つ
葉

（少
々
）
、出
し
汁
（カ
ッ
プ
５
）

①
丸
湯
葉
は
油
で
揚
げ
る
。
生
基
は
う
す
味

に
煮
る
。
み
つ
葉
は
、
２
本
く
ら
い
を
束
ね

て
結
ぶ
。

②
昆
布
と
推
茸
で
出
し
を
と
り
、
替
油
と
塩

で
う
す
味
に
仕
上
げ
る
。
椀
に
①
の
材
料
を

左か―らtlもぅ.き |ヽス
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入
れ
、
汁
を
は
る
。
み
つ
葉
と
ゆ
ず
の
皮
の

み
じ
ん
切
り
少
々
を
飾
り
、蓋
を
し
て
供
す
。

÷
庄
内
魅
ち
ま
き

●
材
料
＝
大
和
芋
（枷
グ
ラ
ム
）
、
ト
ー
フ
↑
，

丁
）
、庄
内
鉱

（２
枚
）
、
の
り

（２
枚
）

①
大
和
芋
は
ふ
か
し
、
皮
を
む
い
て
、
裏
ご

し
す
る
。

②
ト
ー
フ
は
水
を
き
り
、
さ

っ
と
ゆ
で
、
布

巾
で
し
ば
り
、
よ
く
も
み
ほ
ぐ
す
。
油
小
さ

じ
１
で
炒
り
、
塩
少
々
で
味
を
つ
け
、
①
と

ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
庄
内
鉱
は
水
で
し
め
し
、
片
側
に
は
さ
み

を
入
れ
て
拡
げ
る
。
の
り
を
の
せ
、
そ
の
上

に
片
側
を
２
セ
ン
チ
く
ら

い
残
し
て
、
②
を

５
ミ
リ
く
ら

い
の
厚
み
に
平
ら
に
の
ば
し
、

端
か
ら
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
く
。
残
し
た
部
分
に

水
を
つ
け
て
と
め
、
タ
コ
糸
で
し

っ
か
り
巻

く
。
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
て
、
適
宜
に
切
る
。

÷
揚
げ
物

●
材
料
＝
梅
千

（５
個
）
、
人
参

（細
切
り
、

ヵ
ッ
プ
ー
）
、絹
さ
や
（少
々
）
、
稲
穂
（５
本
）
、

し
ん
び
き
粉

（少
々
）
、
地
粉

（大
さ
じ
５
）

①
梅
干
は
水
に
つ
け
て
１
時
間
く
ら
い
塩
ぬ

き
す
る
。
水
を
切
り
、
天
ぷ
ら
の
衣
を
つ
け
、

半
分
に
し
ん
び
き
粉
を
ま
ぶ
し
て
揚
げ
る
。

②
絹
さ
や
は
、
３
つ
く
ら
い
い
っ
し
よ
に
し

て
、
衣
を
半
分
つ
け
、
し
ん
び
き
粉
を
ふ
っ

て
揚
げ
る
。

③
人
参
は
、適
当
に
ひ
と
か
た
ま
り
に
し
て
、

衣
、
し
ん
び
き
粉
を
つ
け
て
揚
げ
る
。

④
稲
穂
は
、中
温
の
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
る
。

÷
煮
合
せ

●
材
料
＝
蓮
根

（５
切
れ
）
、筍

（〓
個
）
、
千

繭し
湯
葉

（５
個
）
、
か
ぶ
（５
個
）
、
ゆ
り
根
（小

５
個
）
、
ひ
し
お
み
そ

（少
々
）

①
蓮
根
は
８
ミ
リ
く
ら
い
の
輪
切
り
に
し
て
、

花
形
に
面
取
り
を
す
る
。
梅
酢
小
さ
じ
２
を

ま
ぶ
し
て
お
く
。
油
小
さ
じ
＋
で
炒
め
、
水

大
さ
じ
２
を
加
え
て
蒸
じ
煮
に
す
る
。

②
筍
は
、
ぬ
か
を
加
え
て
皮
ご
と
１
時
間
半

く
ら
い
ゆ
で
る
。
皮
を
む
き
、
横
半
分
に
切

り
、
先
の
部
分
を
た
て
切
り
に
す
る
。
出
し

汁
と
醤
油
で
、
う
す
味
に
煮
付
け
る
。

もチklを提軍
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③
湯
葉
は
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
、
筍
を
煮
た

汁
で
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

④
か
ぶ
は
丸
の
ま
ま
出
し
汁
で
や
わ
ら
か
く

な
る
ま
で
煮
る
。
四
方
を
た
ち
落
し
て
、
四

角
形
に
す
る
。

⑤
ゆ
り
根
は
泥
を
お
と
し
て
き
れ
い
に
し
、

大
き
い
も
の
は
４
つ
切
り
に
し
て
、
う
す
味

で
ふ
く
め
煮
を
す
る
。

⑥
以
上
を
盛
合
せ
、
煮
汁
を
少
々
は
る
。
か

ぶ
の
上
に
ひ
し
お
み
そ
を
の
せ
、
絹
さ
や
を

色
ど
り
に
飾
る
。

■
も
ず
く
な
ま
す

も
ず
く
を
洗

い
、
梅
酢
を
３
倍
に
う
す
め

た
中
に
入
れ
る
。
蓮
根
の
う
す
切
り
を
さ

っ

と
煮
て
ま
ぜ
る
。
う
ど
の
細
切
り
と
ゆ
ず
の

皮
の
み
じ
ん
切
り
を
天
盛
り
に
す
る
。

÷
鯉
の
か
ら
揚
げ

●
材
料
＝
鯉
の
切
り
身

（５
切
れ
）
、
人
参

（少

少
）
、筍

（少
々
）
、
う
ど

（少
々
）
、
コ
ー
フ
ー

（５０
グ
ラ
ム
）
、
ク
ズ

（大
さ
じ
２
）
、出
し
汁
、　
　
る
。

讐
油
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
器
に
盛
っ
た
①
に
②
を
か
け
、
色
ど
り
に

絹
さ
や
を
ち
ら
す
。

①
鯉
は
１
切
れ
を
４
つ
ぐ
ら
い
に
切
り
、
塩

少
々
を
ふ
っ
て
お
く
。油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
、

冷
や
し
て
か
ら
、
も
う

一
度
カ
ラ
リ
と
な
る

ま
で
中
火
で
揚
げ
る
。
生
姜
の
し
ば
り
汁
を

少
々
ふ
り
か
け
て
お
く
。

②
筍
、
う
ど
、
コ
！
フ
ー
、
人
参
は
細
く
切

り
、
油
で
炒
め
る
。
醤
油
、
塩
で
う
す
味
を

つ
け
、
ク
ズ
を
流
し
入
れ
て
卜
ロ
リ
と
さ
せ

÷
香
の
も
の

大
根
を
う
す
い
短
冊
切
り
に
し
、
葉
は
細

か
く
切
る
。
塩
少
々
を
ふ
っ
て
、
演
物
器
に

入
れ
て
、
３
時
間
ほ
ど
お
く
。
み
そ
演
け
の

細
切
り
、
た
く
ゎ
ん
な
ど
を
美
し
く
盛
り
付

け
る
。

÷
箸
洗
い

出
し
汁
に
う
す
味
を
つ
け
る
。
器
に
炒
り

玄
米
と
梅
千
少
々
を
ち
ぎ

っ
て
入
れ
、
出
し

汁
を
そ
そ
ぎ
入
れ
る
。

÷
か
や
く
ご
飯
柏
巻
き

●
材
料
＝
玄
米
ご
飯

（炊
き
た
て
の
も
の
、

茶
碗
５
杯
）
、人
参
（３０
グ
ラ
ム
）
、筍
↑
〓
Ｃ
、

う
ど

（３
セ
ン
チ
Ｘ
絹
さ
や

（少
々
）

野
菜
は
小
さ
な
短
冊
切
り
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
う
す
味
を
つ
け
る
。
ご
飯
に
ま
ぜ
て
、
俵

型
に
む
す
び
、
柏
の
葉
で
巻
い
て
、
っ
ま
楊

枝
で
と
め
る
。

かやくご飯柏巻き
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●手づくりしようゆ 〔辛口〕 1.8ι  950円

国産無農薬丸大豆、月ヽ麦をつかい、天塩 と井戸水で醸しだした食養家向けの辛口醤油です。

●陶 板 (大) 直径30cm 2,350円
から焼 きOKの陶器製のいため鍋です。野菜をいためたり、おやきを焼いたり、もちを焼 くの
に最適です。

●田舎うどん  5009 320円

国産のイヽ麦をていねいに挽き、天塩を使い、加熱乾燥しないで手打ちの風味に近づけたうどん。

●緑豆はるさめ 1009 200円

中国産の緑豆を使った、コシのあるはるさめです。

※3月 号でお知らせしました国産無農薬豆みそとタマリショーユは、秋に発売することになりま

したのでご了承くださぃ。

●おろし皿 (直径24cln)   1枚

●あかね善油 (小 ビン)  720配
●梅  薔        1709
●やさいテッカ       1コ
●わ か め         1009
●麦 一 番

●石けん水

●粉石けん

●クレンザー

●固形石けん

・
iTEl黒島IIFi碁
あられ、
 |

●のり巻あられ

●コーヤ ドーフ

●平和E力鍋  P C 2400
″    P C3800
ク    P C5000

ク     P C5000W

●理研圧力鍋 3.5ι

″    4.7`

ク    6`
ク    8ι

2,500Fヨ

450Fl

900Fl

450F可

350FЧ

220F可

530Fヨ

730Fl

130円

180FЧ

220円 10″

1袋  220円

1連 260円

14,800FЧ

16,500FЧ

19,800F弓

17,8KXl円

16,000FЧ

17,000Fl

18,000Fl

22,oOoF]

24,000Fl

純正食品の普及に意欲ある青年を求む.ノ 乞う連絡
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味口 0900那 覇市泉崎1-卜 11琉球新報社向 00988・ 66・ 5366
*9～19 *①祝 *自 然食品、玄米レストラン、陽報 。泉崎
店
沖縄陰陽研究会 0902那覇市松山2-2}4 80988・ 68・6578 *

勉強会 (第 4土曜)、 座談会 (第 2金曜)
正食の店 万然 0902那 覇市寄宮156 ●0988・ 54・02% *11
～20 *① *食養相談、書籍販売、純正食品、リマ化粧

『
:

鋼 味穂朧胸針
(雑穀普及会)

☆無農薬野菜、農産物、海産物、雑穀、加工

品、食養相談、健康相談、美容相談、料理請習

宮古営業所 0027岩 手県宮古市大通3-4-25 801986・ 3・ 63
10 *10～ 18 *①  *岩 手の自然農 海産物、雑穀、加
工品の卸、小売、日本CI協会宮古支部
練馬営業所 0176東 京都練馬区栄町20 江古UI栄町本通商
店街 803・ 9485701 *10～ 20 *①
多摩営業所 0192-03 東京都八王子市 ド柚本180HЮ426 7
6・ 1258  * 8^-20  *(D

立川営業所 0190東 京都立|1市柏田14-5-14 8“ 25・ 37・ 30
51 *9半 ～19半  *無
☆隣接区域配達、地方発送承ります。

桜沢如一著 コピー版の発行 / (ご く少部数 )

●夢と詩 と情熱の世界 (Pu経済原論)

日次/シ ユリーマンの一生、神と富、世界黄金

王朝の君臨、『赤ゴム』から『白ゴム』へ、 弱肉

強食の経済学、食生活の濫費の一例 ……etc

●ウナギの無双原理

ウナギのぼり立身出世法の秘訣はこれ

円

円一Ｔ

●うさぎのビピ

ウサギのビピから発見したもの  800円
〒 120円

●我が生命線爆破 さる

超非常時、正食者に与うる重大  800円

|::日    警告                 
〒 120円

T

毎月中旬の土曜 と日曜の二日間定期開講

詳細は電話でお問合せください。

大森英桜 先 生 特別個 人 指 導

別室で大森先生から1対 1で懇切な指導が受けら

れます。日時は上記講習会当日の午前11時 までと

午後 6時から。申込は毎月10日 まで電話で受付。

詳細は電話で問合せ下さい。案内書進呈。

大 森 英 桜 先 生

PU正食医学食養療法講習会
PU・ 食養・料理教室

いつでも個人指導が受けられる

◎疾患別食養療法講座

◎体質と疾患を見分けるPU体型学

◎病気の原因とコンペーセーションの法則

◎体質、疾患別主食、副食摂取法

◎体質、疾患別食養料理法

(実習を含む)

◎無形の食物の意義とその摂取法

◎手当法の実習

◎身心強化 PU生活法

玄 米 食 養 実 修 道 場

◎いつでも入所できる。◎期間は1泊 2白 。

は2泊 3日 。このわずかな日時で却病造健、

強化、開運自在のPU食養法の要訣秘儀と、
甦体の秘法、瞬間活法を会得せしめる。

詳細は電話で問合せください。

た

身

気

ま

心

合

心身統一合気道 。国際男女青少年心身鍛練センター

研心館本部 PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29(〒 545)電話06・ 691・ 1590

輝く将来…指導者育成

男女内弟子募集



く大 D
ヘルスマートムソー e540大 阪市東区大手通2-卜 1806・ 945・ 0
511 *9～ 19 *◎
世界正食協会 ‐540大阪市東区大手通わ卜1 806・ 941,75∞
*9～18 *①  *料理教室 (毎火・木曜日)定例会 (第 1日
曜)
ムソー食品谷町店 543大 阪市天王寺区谷「 T928 806・ 771・ 7
545 *10～ 18半  *◎
ナチュラ〕蟻 0547大 阪市平野区喜連東1-210 8“・709・ 11
63、 1183 *9～ 17 *①半Ю  *純正食品、製造、卸、小
売

研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺rr2 2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～ 21 *無  *無双原理研修、食養道場、
気の研究会、心身統一合気道
堀江自然食品店 0“Cl大阪市西区南堀江2-5(丸新ビルA-102
号)806・ 538・ 2225 *10～ 18 *◎ *食品、リマ化粧品、
書籍、器具

健康普及会粉浜店 豪
"大
阪市住之江区粉浜1-21-5 806・ 673

・6473 *10～ 19 *③祝 *自 然食品販売、食養指導、玄米
試食会

自然食福田 0"0大 阪市北区梅田1-6-15 806・ 341・ 7798
*売店9～20、 食堂11～ 19半  *①祝 *自 然食レストラン、
自然食品販売
吉川商店 0“1豊中市小曽根1-卜 23 806・ 334・ lll188 *7半
～19 *2・ 4①  *料理、健康講習会 (月 2回 )松岡四郎先生
ほか

いはらはら刀根山案局 ‐560豊中市刀根山牛3-51 806・ 854・ 2
541 *8～ 22 *元旦を除き年中無休 *代表取締役上西義
直

自然食品の店
ミ
とんま、083羽曳野市古市14-20(ス ーパー ト

リオト前)80729・ 56・ 0166 10半～20 *o *健 康講座月 1
回ヨーガ指導 (毎水 。木曜  ヽお好み焼
堺自然食品センター「康口」0590堺市竜神橋町1-2-6(南 海本線
駅前)●0722・32 ・3357 *8～ 20 *① *料理教室、健康
相談、漢方薬局、振替 大n304407
山本祥口 (ソ フィー)Oy3枚 方市高田2-2-2 Pu学 園 80720
・53・ 221Xl *福園、水 。金曜。健康相談、マクロビオティック
料理教室、PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝屋川市三井ケ丘牛13
80720・ 22・4555 *9～19 *関 西一円に宅配 (無料)整体指
圧と正食料理教室

く輌し 臓)
神戸ヘルスフーズ o“8神戸市東灘区住吉町室の内237井上ビ
ル (国鉄住吉駅北100m)8078・ 822・ 261111*Ю～19 *⑥  *
食養相談、毎月第2土曜美容相談

く山 陽〉
求道会道場 0709-37岡 山県久米郡中央町大併和西1499(繁田湾
徳)a∞ 686・ 8・ 0730 *9～21*無  *七号食実修道場、求道
一
ミ永遠の幸福を求めて、自然農法、陰陽五行、PU村建設

ビバ健康ハウス本部 0733広 島市榎町卜23 80822・ 93.832Ц代)
*9～ 19 *東洋医学研究会 (毎月第 3日曜)、 自然食料理教
室 (毎月第3本 曜X 毎年夏休みに入って最初の金・土 。日曜 (2
泊 3日 )健康合宿
皆実C1 07譴 広島市皆実田T4-1-12 80822・ 55・ 2846 *平賀
佐和子、毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会)
明治製粉0 0726広島県府中市中田r536*小川清 *めん類製
造

人間医学社府中支局 悧健康医学社広島総特約店 0726府 中市下
辻町 8∝ 47・ 41・ 7668 *特 に定めず *食品、ライスビネガ
ー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導
西日本自然食品センター 0722広島県尾道市新浜l―←21国道 2
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号線沿 *0848・ 22・ 5577 *9～ 6 *①祝 *自 然食品販売
普及活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)
岩国自然食品センター 0740山 口県岩国市今津町1-卜9 808
27・ 21・ 5975 *9～ 18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )
ビオチーム健康社 0740山 口県岩国市車町2-7-21 80827・ 21
・2049 *ビ ォチーム健康清涼飲料卸、電子治療器販売リース
健康食品、健康食養相談
鶴島食品 0747山口県防府市南松崎F15480835・ 22・0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布)にて催し
ものを予告します。
山口健康生活センター 0753山 口市大市口2-28“392・ 3・ 1842
*10～ 18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西日本
健康自然食品協会

く四 国〉
アズマヤ
9-21
0760香川県高松市紺屋

「
13-6●∞78・ 21・7665 *

愛嬢純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町1)2280899
・43・ 6464(松山東高東31Xlm)*8～20 *4①  *菅本フジ
子、健康相談、料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日曜)

く福岡。大分 。長⇒
八幡自然食品センター 0805福岡県Jヒ九州市八幡西区八千代町
卜22 a193・ 621・ 4184 *9半～18 *1・ 3①  *料理講習
(月 1回)健康相談 (月 1～ 2回)勉強会 (月 1回 )
上原商店 0837福岡県大牟田市字平野山180卜450(平 野山病院
前)●∞445・ 5・ 8721 *9半～18半  *① *健康指導
未来を考える会・販売部 087)02大分県宇佐市南敷田250本多
公子方 809783・ 2・0808 *特に定めず *正食料理教室、自
然農法研究会、健康・美容相談
同億鵬書店 087併 11 大分市田尻45}580975・ 42・ 1215 *10
:∞ヽ20:lXl *① 祝 *書籍販売、健康食品販売、松山医院長
による健康相談及び正食指導
般若日本自然療能研究所 0857長崎県佐世保市京坪町7-6●∞
56・ 25・ 0369

く熊本・鹿児島〉
***十粧 (じ っしょう)ナチュラル下通店 0860熊本市下通
1-牛8 80%3・勢。9161 *lo匹 19 *第 1第 3① *福山敬救、
体質別食養相談、オリープ自然美容法相談 *1・ 3①
十粧ナチュラル子飼店 0あ0熊本市東子飼町}5」 %3・ 43・ 40
43 *無  *福山聖乃、体質別食養相談、オリーブ自然美容法
自然食品の店とどろき 0861-05熊 本県山鹿市鍋田1348∞684
・3・ 6021 *① 祝 *配達可、体質別食養相談、料理講習会、
毎月 1回熊本健康友の会主催運動手技講座 (講師 森孝先生)
自然食センター松本 0861-11熊本県菊池郡西合志町大字御代志
2049  1,09624・ 2・ 1719  *9-18  *全 【
黒田栄子 0867熊本県水俣市古賀町1-2-18∞ 666・ 3・ 0108
*9半～17半  *純正食品販売、食事・健康相談、美容相談
あさひ健康自然食品センター 089卜 18鹿児島県薩摩郡宮之城町
舟木4456(屋地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )
3・ 0704

薬島天然村 (仮称)0891-43鹿 児島県屋久町船行105720 8
09974-6-2360 *山 県信之 *図書室建設中。古本、古レコー
ド、テープ、楽器など寄付求む

く沖 0-― ―――――――――― ―――――――――――――
自然食品センター陽報 (よ うほう)0900那覇市久茂地卜11-5
80988・ 61・ 7195 *9半 ～19 *①  *食養相談、正食料理教
室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸・小売



5247 *9～19 *①  *食養相談、整体指圧治療 (予約
制)・ 料理講習
いそうけん健康食品センター 0121足立区東伊興日13)22803
・853・1724 *9～ 19半  *○  *月 一回料理教室、食養相談
友永ヨガ健康教室 0167杉並区荻窪5-2卜 1山岸ビル 803・ 393
・5481 *9～ 20 *①祝 *友永淳子、ヨガ教室、健康教室
講習会など

く東京都下〉――‐―――一―――――― ―――一 ――

―自然食品センター・みずほ 0182調 布市国領田フー1-17 80424
・88・ 8540

帥むさしの自然食品 0180武蔵野市中町1-2}1780422・ 51・ 29
58 *10～19 *①  *代表取締役高岡散行、正食品、本、野
菜、料理教室 (第 2・ 4上曜、13～ 16)

はじめ健康食品店 0180武蔵野市中町1-2)5 80422・ 54・ 7716
*8半～20 *無 *食品全般、化粧品・洗剤、書籍
東京シード0支店 01844、金井市本町←5シ ャトー小金井 1階
●餌23・ 84・ 4600 *10～18 *①  *食品・書籍・器具販売、
美容・健康相談
自然食品の店 和康 01844ヽ金井市本F131併 13 80423・ 85・ 52
61 *10～ 18 *③ 月 *自然食品 。書籍販売、健康相談、料
理教室、玄米試食会
ヤマト食養友の会 0192八王子市長沼田フト16●m26・ 36・ 183
*9～18 *料理教室、健康相談、講演、健康学園、医学講座、
食養全国大会、出版、機関誌 (ヤマト食養の道)

健康サロン 0190-11 東京都西多摩郡羽村緑ケ丘み1-2 ●
0425・ 55・ 2297 *9:∞～15:lXl *①  *食品、洗剤、書籍、
化粧品、器具販売、健康相談、配達、配送承ります。

く神 奈 ,D
自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島田T4-81 804
5。 712・ 3339 *9半～19 *渋谷自然食品センター姉妹店
菊屋百貨店。健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 8045・ 881・ 7636 *9半～19 *田 中久夫、毎月1回料理
教室・健康相談会、リマ、オリープマン化粧品取扱
サンエイ相模自然食品 0228相模原市旭町9-16 80427・ 46・ 6
314、 45・ 7401 *9～ 20 *①  *毎月1回食品研究会
加藤大季(ひ ろき)022)01 神奈川県津久井町三井7358∝27
・84・ 3163 グリーンクラブ主宰、自給農法の研究
陰陽洞 0249神奈川県逗子市逗子

'3-28 m468・
73・ 7137 *

10～ 19 *①  *無農薬野菜、無添加豆腐、自然食品、リマ化
粧品、食養相談、配達あり。
楽々堂 0250神奈川県小田原市堀ノ内 8∝65・ 36・ 6258 *
10～ 18 *o祝 *針、灸、指圧、自然食品の販売

く長 つ
酒井須三子 0380長野市上松1-5-35 80262・ 34・ 3824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (小児マヒ研究所) 0田 0
長野市三輪∈卜17 o0262・ 34・ 5349 *7～ 19 *無体を原則
*年刊「ポリオ」発行、小児マヒの方募集

南佐久C:く らぶ 0∞414長野県南佐久郡川上村大深山673●
02679・ 7・2709 *正食研究会
もりいずみ 0"5長 野県佐久市岩村日本F1762●舵676・ 7・ 3730
*9半～19 *⑪ *自 然食品、野菜小売・近隣市町村配達可
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く新潟・富山・福井〉

新津自然食品センター 0956新潟県新津市本田T2-17-5802502
・4・5810*lKl-7*第 2・ 3・ 4①祝 *食養料理教室―毎月
第3① 9～ 14時 *4'||み ち講師、食養相談、食品、日本CI図
書・テープ

正食の店・和や 0“0富山市中川原17 80764・ 25・ 1448 *8
～20 *無  *第 2日曜日、おしものの集い
丸の内薬局 0930富山市九の内2-1-18y64・ 24・ 0891 *9～
19 *◎ *漢方相談、健康相談
福井健康学園 0910福井市照手1-11-2 80776・ 21・ 3811 *
ヨガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場(予定ヽ自然農園、

植林。自然食品センター(市内)

く静岡・愛が 一一―――

日本健康センター磐田店 (ケ ンコー社モリモト)088静 岡県磐
田市中央町12215磐田商工会議所前 80883・ 2・3C116 *9半
～21 *無  *治療器無料開放、自然食品、健康食品、料理教
室

自然食品の店 一福 0“8愛知県刈谷市中山町2-48 80566・
23・ 2719 (代 )小島一夫 *lCl-19 *①  *ヨ ガ教室、リマ化
粧品、料理講習、健康相談、勉強会 (月 1回 )

東海食養友の会い加藤商店 0暢3名古屋市中村区則武1-1)3
8052・ 451・ 4195 *8～20 *無  *正食普及、海水パンツ、
毛1∞%ニ ット製品製造販売
愛知陰隔会 (長生堂)0485愛 知県小牧市大字寺浦2%3 805
68,76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に 1度位)
無料食養健康相談、CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品
販売

春日井自然食品センター 0486愛知県春日井市瑞穂通7-1-11
80568・ 82・ 7661 9～ 20 *① *食養料理教室 (月 2回 )
安城自然食品センター 0446安城市今池田T3←29 805667・ 8
・3136、 7・ 9432 *10～ 18 *①  *純正食品、健康食品、自
然化粧品、治療機器、運動器具、無料健康相談
豊橋自然食品センター 0440豊橋市松葉R1365市民病院前 ●
0532・ 54・ 5876 *9～ 18半  *①  *食品全般、化粧品、健康
ホロ言炎
日本健康センター (ケ ンコー社)o442愛 知県豊川市市田町大道
下17市田ロバス停前 805338・ 6・

“

79 *lll-18 *o *各
種治療器、健康食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

く岐 阜〉
岐阜健康自然食品センター 0502岐阜市長良崇福寺町 2丁 目
80582・ 32・ 0631 *9～20 *① *健康食品、書籍、化粧品
正食講座、料理教室

岐阜自然食普及会 0500岐阜市神田町9 名鉄新岐阜百貨店 1
F ■Ю582・ 65・ 7111内線319 *1)ツ 18半  *⑥

く京 都〉
京都マクロビオティックセンター 0606京都市左京区高野蓼原
田T77 却 75。 7n'4551,721・ 7191 *正食品、料理
器具、書籍、料理講習、折詰弁当 (予約制)英語版書籍販売
京都自然食品センター ●∞4京都市中京区河原町通夷川角 8
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季 9～ 18半、冬季 9～ 18
*◎祝ルー18

1alエ ンチーム三丹 0舵0福知山市堀内田町195}2 80773・ 22
・9508 *8半～20 *不定期の① *食品、厨房器具、酵素
化粧品、天塩、マクロピオティック書籍、その他

天粒 (て んりゅう)マ クロビオティックセンター 0624 舞鶴市
北田辺12)16本町バス停前 80773・ 76・7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い



く北海道〉
自然。健康食品のデバートサンケン 0∞4札幌市中央区南18条
西卜3(第 5コ ーポ)●∝1・ 511・ 8232 *9～ 19 *①祝 *玄
米試食会、健康相談、指圧、卸小売配達、料理講習会
北海道健康学苑 0078-02旭 川市永山町11-52-6o0166・ 48・ 41
07 *8～20 *① *食養相談、足心道指導、食品・書籍小
売
道南 clく らぶ 0040函館市若松田T2)9 80138・ 22・ 8714*
代表・山崎寿生

l■lウ リ薬局 007}01砂川市西 1条北 1丁目9 801255・ 2・4386
*漢法調剤

く東Jヒ
'也

方〉――――――――――――――――――
ラツキーフード o021101岩 手県岩手郡滝沢村穴口436-4 801
968・ 4・ 3420 *特 に定めず 海の学校、山の学校、食品雑穀、
農産物通信販売、予約販売、料理研究会
北上正食センター o024岩手県北上市新穀町1-3-58倒 976・
4・ 7048 *無  *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に応ず
試食会 (無料)
みちのく自然食品センター 0980仙台市中央キ 1併7 ●0222・ 6
2・ 7677 *9～19 *1～ 3① 料理講習 (講師小川みち他)
食養相談 (第 1■Э、第24ox 玄米弁当 (予約)

く群 馬〉―――――――――――――――――――――――
群馬マクロビオティックセンター 0370高崎市和田田f713 ●
0273・ 22・ 5484,25・ 5560 *9～ 19 *無  *図書、食品販売
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談
高崎自然食品センター 0370高崎市新町10180273・ 2526115
*9～19 *無  *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康
キ旨導

鈴木述子 (のぶこ)o37● 12高崎市山名町乙611● 0273・ 46・ 4921
*自然農法の玄米・野菜、農産物加工、料理教室、群馬県安全
農法研究会、群馬食養友の会
七庸会 0370高崎市小塙町樋越3,1 80273・ 43・ 8181 *田中
ふじ枝、第2・ 4① l～ 3時 =料理教室、第3① l～ 4時一①
勉強会 (テ キスト、桜沢・大森)②研究発表会、毎Э10～ 4時
一健康相談会、食品・書籍
里味 (さ とみ)0ソ0高崎市石原町493-8 80273・ 25・ 8057*10
～19 *①祝 *マ クロピオティック・フーズ販売、ポンセン
・玄米パン・各種黒焼・参泉製造、自然農園あり
井上自然食品センター o371前橋市本町11213●∝72・ 24・ 18
1a代)*8～ 19半  *③  *自 然食講習、美容講習、食事相談
人生相談

く茨城・埼玉〉
内田繁商店自然食品部 03KXl 12茨 城県牛久町牛久3475 *0298
7・ 2・ 0135 *9～ 19 *④  *食品 *食品、書籍、器具
茨城 。大宮はりきゅう療院 031922茨 城県那珂郡大宮町中富10
87 802955・ 3・0264 *8半～19*①・〇 *健康相導、催眠
講習会 (常陸大宮駅歩 5分 )
Jヽり!!自 然食品店 0362上尾市上田T2-7-25 80487・ 74・8504 *
9半～18半  *無 (臨時休業)*純正食品オーサワジャパン取
扱い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師
派遣)、 リマ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習(浄血指導)
桜井商店 (埼玉東部プロック)0●3越谷市大沢4-1併5 80489
・62・179 *8～ 21 *無  *ォ ーサヮジャパン食品、書籍
太田屋本店自然食品部 Ca6久 喜市南1-8-18 8∝ 80・ 21・ 0102
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■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みくださぃ。4行以上になる場合は、 1行につ
き 5000円増しになります。★ (*)印の数は法人会員申込回数です。
■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は、午前8時から午後6時のこと。19半は7時30分のこと、次は
休日 ⑥ は毎日曜休日、3③は第3水曜日、祝は祝日休み、無は年中無休  ヽその次は代表者及び備考です。

*9～ 19 *① *食養相談、健康指導、食品、図書販売、リ
マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 0お6浦和市常盤年32-21 80488・ 31・ 78
19 *千田米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随
時)予約制
そば処無双長寿庵 0332り |1国市上青木西13-25 80482・ 51・
711111 *11～20 *①  *「 アマテラス会」食品、書籍販売
大橋自然食品センター 0350り |1越市霞ケ関JL・3-2-5 80492・ 3
1・ 1897 *lkl-19 *③  *無農薬野菜、食品、化粧品、健康
相談
霞正食会 0350り |1越市的場215)28 80492・ 31・0153 *8～
19 *⑥  *本間健滋、毎月第3土曜日、正食、無双原理勉強
会、健康相談

く千 葉〉
自然・健康食品の店 玄米の宿 0277柏市南増尾222)61 ●
0471・ 73・ 1468 *7～ 8 *①  *健康食品、無農薬野菜、食
養相談、書籍、 ヨガ教室、鍼灸、配達・出張治療いたします。
習志野健康食品おおくば京愛堂 0275習志野市本大久保5324
o0474・ 73・ 2957 *10半～19平 日、13-19① .祝 *④  *食
品販売、食事相談
平和堂高砂自然食品支店 0272市 川市真間3-1112o0473・ 22・
0810 *10～ 19 *③  *料理講習 (パ ン作・豆腐作他ヽマル
チレーターによる健康、美容相談 (無料)
清口薔油 0299-22千葉県君津郡袖ケ浦横田989 80438・ 75・
2003 *天然醸造督油「金明」製造、オーサワジャパン取扱
自然食品センター千葉駅前店 0田Kl千葉市弁天口F080プラザ 1
F 8∽ 72・ 56・ 0888 *10～ 19 *無休 *健康・美容相談、
4JIIみ ち先生料理教室 (第 1・ 3水曜、11～ 14時、会費1回 1500円 )
自然食品センター船橋駅前店 0273船橋市本田J5-1-8●

“

74・

25・03" *lll-19 *無 休 *健康・美容相談 (特にヨガ、
催眠の臨床、経験豊富)

く東京23区〉
オーサワジャパン 0151渋谷区大山町11-5ィ ンターマック1階
803・ 465・ 5021 *Ю～18 *①  *都内配達、国内発送 (小
田急線東1ヒ沢1分半)
0自然食品センター本店 0150渋谷区桜ケ丘町4-3803・ 463・
4441 *lll-19平 日、lll-18o祝  *3⑥  *レ ストラン「天
味」併設、食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室
〔営業所〕横浜市緑区美しが丘5-1卜188“ 5。 901・ 5111*①祝

不二自然食品 01∞ 港区麻布十番2-21-4 803・ 451・ 8966 *
9半～19 *①  *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (―の
橋交差点バス停前)
いゲダツ商事 01611新宿区荒木町4 803・ 357・ 1161*代 表取
締役岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売
サンライト自然食品センター尾山台店 0158世 田谷区等々力2-
卜l o03・ 704・ 8324*9～ 18 キ①祝 *玄米弁当、お惣菜
調理パンの専門店
富士見台自然食品の店 0176練 ,馬区貫井3-14-168鯰・990・ 6
773 *9～ 19 *代表酒井三恵子、自然農法食品、化粧品、
鍼灸治療院併設
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂●1)5803・ alll・ 1412
*9～19 *無 *料理講習・美容相談、マルチレーターによ
る健康相談 (無料)
自然食品の店 ふる里や o135江東区白河4-3-7● 03・ 643・



種  別 年 会 費 徴特

A 誌  友 4,000円
「新しき世界へ」配布 無農薬玄米カムカムクラブ入会贅格,会員証発行,各種相談を受け
られる

B 普  通
12,000円

(2分割可 )
誌友会員に加えて,万病必治・健康増進「食物療法の道じるべ」 (非売品進呈)・ 無双塔バ ンジ

進呈,日 本CI協会発行書籍・テープ各 5%引 き (値引き金額相当の図書テープ券進呈 )

E
法 人
(店舗 )

20,000円

を1日以上
誌友会員に同じ,本誌港末に毎号,店 名・住所・電話・営業時間・申し込み11散

。その他を

広告「新しき世界へ」 5部配布  日本CI友の店シール配布

●下記の用紙に記入し,会費を添えて,〒 151東京都渋谷区大山町‖
-5日 本C:協会会員係 に御送付下さい。

月刊『新しき世界へ』購読案内

財 団 日 本 CI協 会 入 会 申 込 書 (楷書で書
いて下さい)

私は日本CI協 会の会員になりたく,次の通り申 し込みます。(会員別の符号を○でかこんで下さい。)

Eltt E三コ月号からEIコ年間分

れiぽ応喬)aり ,誌品)穐b,論晶)Pjオ調1苔lLl)■ )lb,流論当暫鶴詰何日早も)

・ 新入会 |  |
・継 続 |  |

日付昭和

フリガナ                    職 業 (       明
氏  名                  男・女   生年月日 ぬ  年   月   日生

住 (〒     )(° °号室)(OO様方)と詳
しく。

TEL所

)

ご家族 ①独身 ②既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴    年 備考

日
本
Ｃ
ｌ
協
会

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

は
、
桜
沢
如

一
が
創
立

し
た
、

マ

ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
運
動

の
国
際

セ
ン
タ
ー
で
、
研

究

。
教
育

。
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
非
営
利
団

体

で
す
。
会
長
、
桜

沢
里
真
。

活
動
内
容

は
、

①

実
用
弁

証
法

（無
双
原
理
）
と
正
食
法

の
研
究

・

実
践

・
普
及
。

②

桜
沢
如

一
ほ
か
、
右
の
内
容
に
関
連
し
た
図
書

・

出
版
物

の
刊
行
。

（月
刊
誌
通
算
５‐６
号
を
刊
行
）

③
講
演
会

。
講
習
会

・
研
究
会

。
正
食
料
理
教
室

。

正
食
医
学
研
修
講
座

・
海
山
ス
キ
ー
な
ど

の
健
康
学

園
、
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

・
海
外
研
修
旅
行
の
開
催
。

④

正
食
医
学
に
よ
る
食
事
健
康
相
談
会
の
開
催
。

⑤
出
張
講
習

・
講
演
会
な
ど

の
斡
旋
。

⑥

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
事
業
部
と
し
て
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
あ
り
、
純
正
食
品

。
無
農
薬
農
産

物

・
料
理
器
具

・
自
然
化
粧
品
な
ど
の
普
及
販
売

。

⑦

関
連
活
動
団
体
、
各
地
セ
ン
タ
ー
、
事
業
組
織
な

ど
が
多
数
活
躍
中
。

③
欧
米
は
じ
め
全
世
界
に
関
連
団
体
多
数
活
動
中
。
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鯉
●日時/昭和 55年 6月 7日 (」1)
12時受付開始、 6月 8日 (日 )
4時解散。 1,自 2日
●主催および会場/日 本CI協
会本部 〒151東京都渋谷区大
LLF111-5 003-469 7631代

)

●講師/大森英桜

■
〓
‘
１
，こ

■
１

，

ｌ

Ｑ

働

一　
一爛
一

終病

病

:る便

勺分カ

看気

にる澤

' 。 関 1

:は ご〕

と尿の状態

し、アレル

電気診断

師の病気

菫慮 くださぃ

6月 7日 (土 )

12:00 受付 開始
12:45 講習会 の説明
13:00～ 15:00  講義 I
15:30～ 17:30  需尊専美Ⅱ

―
館
―

19:30-21 :30  露障専完Ⅲ

―
藤
―

期 (%～%))申込書
あ

7 :00～ 9 :oo  声諄専妻Ⅳ

―
館
―

11 :00～ 12:00  実習
f2:30～ 14:30 講義 V
15:00～ 16:00  聾罫矢置Л卜卑事

―
轍
―

1.寝袋借ります=16,500円  2.寝 袋持参します=16,000円 3.外泊 します=15,000円  4.部分参加
ふりがな

男

女

)歳(

日

生

月年
明
大

昭

会員(の家族 )です

会員番号(   )
会員ではありません

1.
※部分参加の方は、講義番

号を記入 して下さい。

氏 名

ふりがな

(〒  ―
住 所

)

道
県
都
府

自 宅 市外局番
電 話 ( ) 一

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 ( ) 一

円を添 えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中 年  月  日

※正食医学基礎講座を受講された方は、受けたコースを記
入してください。



食 養 料

リマ．

理 課i層肇初 級
グアカデ ミー集中講座

―
ク ッキ ン

日時/昭和55年 6月 21日 (土)～ 6月 22日 (日 ) l泊 2日 (%12時半受付開始、%16時10分
解散 )

主催・会場//日 本 Ci協 会 (イ ンターマック)本部  〒151東京都渋谷区大山町115 a ωЭ 46)76馴
ゴマ ム ソー、小豆かぼ ちゃ、ごぼ う味 噌和 え、

きゅ うりとワカメ白和 え、黄金がゆ、パ ンオ

サ ヮ、 そばず し、煮込 み うどん、かぶ菊花漬

・…な ど、大切な食養基本料理の実習 が あ りま

●講師/桜沢里真、浮津宏子、高祖英二

●特典/四回分を合 わせて修了された方
にリマ・クッキングアカデ ミーの初級

免状 を授与 します。

●受講料///12,000円 (材料費、テキス ト

代 を含む)寝袋持参者 13,000円、寝袋
借用者13,500円

●申込み/申込書に記入 し、受講料 を添
えて日本 CI協会へ。
●締切 り/6月 16日 (月 )必着。ただし、

定員になり次第、締切 ります。

●取消 し/6月 16日 までは、手数料2,000
円 を引いて返還。 6月 17日 以降は会の

運営上、半額返還 となります。

●持参品/筆記用具、ねまき、エプロン、
スカーフ (頭 にかぶ るもの )、 雑巾。

※次の講座は、 9月 27、 28日 に開催いた

します。

す。授業は、毎週 日本CI協会本部でおこな
われている初級の料理講習と同 じカリキュラ

ムでおこなわれ ます。料理実習のほかに、食

養の考え方や実際についての講義 もあります。

6月 21日 (■ ) 6月 22日 (日 )
6:00起床・掃 除

7:00実習 (浮津宏子 )

`  
食 養 基 本 料 理 Ⅱ

10:00

10:30

, 質 疑 応 答
12:3012:30 受付 開始

13:15開  会
00実習 (桜沢里真 )

食 養 基 本料理 Ⅲ

00

′

講義(桜沢里真 )
「食養基礎理論 」

30

16:00実習 (桜沢里真 )
?  食 養 基本料 理 I
19:00

16:10解  散

30講義 (高祖英二 )
「 養生訓 の 話 」

30

′

キ リ ト リ 線

申込書 κ

1.寝袋借ります=13,500円  2.寝 袋持参 します=13,000円  3.外 泊 します=12,000円  4.部 分参加
ふりがを

男

・
女

( )歳

日

生

月年

明

大

昭

未 婚 ・ 既 婚

イ . 会員 (の家族 )です
会員番号 (   )
会員ではありません口 。

氏名

(〒 )

住所 道
県
都
府

宅

話

自

電

市外局番

)   
一

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (  ) 一

円を添えて申込みます。

月 日日本 CI協会御中 1980年

※遅れて参加 したり、早く帰 る人は記入し

てください。

① ( )日 ( )時より参加します。
② (  )日 (  )時に帰ります。



日時//昭和 55年 5月 24日  (」L)～ 5月 25日  (日 ) 1,自 2日 (/12時半受付開始、え 16E寺 10分
解散 )

主催 。会場//日 本 C il務会 (イ ンターマ ック)本部  〒151東京都渋谷区大山町11-5 ● (03)46)7631
玄米御飯の炊 き方、 ごま塩 の作 り方、金平 、

ひ じきれん こん、味噌汁、野 菜 水無 し炊 き、

ね ぎみそ、 カ リン ト、 クレー プ、そばが き…・

… など、大切 な食養基本料理 の実習があ りま

●講師/桜沢里真、橋本政憲、吉成知江
子ほか

●特典/四回分 を合わせて修 了された方
にリマ・ クッキ ングアカデ ミーの初級

免状 を授与 します。

●受講料/12,000円 (材料費、テキス ト
代 を含む)寝袋持参者13,00o円、寝袋
借用者13,500円

●申込み/申込書に記入 し、受講料 を添
えて日本 CI協 会へ。
●締切り/5月 19日 (月 )必着。ただ し、

定員になり次第、締切 ります。

●取消 し//5月 19日 までは、手数料 2,000
円を引いて返還。 5月 20日 以降は会の

運営上、半額返還 となります。
●持参品/筆記用具、ねまき、エ プロン、
スカーフ (頭 にかぶるもの )、 雑巾。
※次の講座は、 6月 21、 22日 :こ開催いた
します。

キ リ ト リ 線

食 養 料 理 講 座  I(2～ %)

す。授業は、毎週日本CI協 会本部でおこな
われている初級の料理講習と同じカリキュラ
ムでおこなわれます。料理実習のほかに、食

養の考え方や実際についての講義もあります。

申込書 ん

5月 24日 (土 ) 5月 25日 (日 )
6:00起床・掃除

7:00実習 (吉成知江子 )
′  食養基本 料 理 Ⅱ

10:30
, 質 疑 応 答
12:3012:30 受付 開始

13:15 FID 会
00実 習 (桜沢里真 )

食 養 基 本 料 理 皿

00

′

講義(桜沢里真 )

「食養基礎 理論」

16:00実習 (桜沢里真 )
2  食養 基 本 料 理 I

16:10 角ζ  肯文

19:30講 義 (橋本政憲 )
, 「無双 原 理 の 話」

1.寝袋借ります=13,500円  2.寝 袋持参します-13,00011]3.外 泊 します=12,000円  4.部 分参加
ふりがを

男

・
女

( )歳

日

生

月年

明

大

昭

未 婚 ・ 既 婚

イ . 会員 (の家族)です
会員番号 (   )
会員ではありません口 .

氏 名

ふりがな

(〒 )

住 所 都道

府県

自宅 市外局番
電話 (   )   一

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (   )   一

円を添えて申込みます。

日本 CI協会御中 1980年   月  日

※遅れて参加したり、早く帰る人は記入 し
てください。

① (  )日 (  )時 より参加します。
② (  )日 (  )日寺に帰ります。



■毎木曜日は休館です。 (オーサワジャバンは営業)

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5

●会員でなくても参加歓迎です     803・ 469・ 7631 0
0録音はご遠慮ください    小田急線 。東北沢駅下車 2分

5月 5日 0 11時～ 2時 正食医学による健康相談
講習会 (公開 )

正しい食べ物、食べ方、生活法による健康確立、体

質改善、病気指導の講習会です。講師/大森英桜先

生。

会費/相談 を受ける人=10,000円 (入会者に限る)

聴講者 =2,000円 (一般 =2,300円 )

●相談希望の人は必ず予約して下さい。あらかじめ

所定の用紙 をお送りいたします。当日は10時までに

2階へ来て下 さい。

3時～ 5時半 講演会「この10年の私の研究と発見」
講師/大森英桜先生 会費/1800円 (会員1500円 )

5月 10日 、11日  正食医学講座 臓器別病気編後
期  締め切 りました。

5月 13日凶  2時半～ 4時半 食養女性教室
大森一慈先生 会費1000円。
初心者のかた、大歓迎。食養の基礎を勉強します。

5月 14日 困 2時半～ 3時半 太極拳・呼吸法研究会

指導/宮下雄二 参加費/500円 毎月第 2第 4水
l翌 日 5月 、 6月 は八段錦です。料理教室のあとは

静の整調操体呼吸法で健康増進を。

5月 16日 le1 6時 ～ 8時「家庭の指圧」講習会

講師/峯尾アヤ子。締め切 りました。

5月 17日 lEL1 1時～4時 手づくリバン講習 講師

/横田和敏 (申 し込みは●465・ 5021)1000円

5月 18日 (日)2時 ～5時 食養的おやつの料理講習
講師/村井識顕 会費=2000円 (非会員2300円 )
必ず申込みをして下さい。

5月 19日 0 6時 半～9時 情報交換会
橋本政憲 (編集長)り II嶋正治 (協会理事)

会費/500円 (会員にかぎります)

5月 24日 、25日 食養料理講座 初級 I 食養料
理の集中講習です。別頁参照

5月 26日 0 長針で縫う和裁教室 I楽 に速く縫えま
す。毎週月曜日 5/26～ 7/14昼 3～ 5時・夜
6～ 8時 ゆかたや各種和服の作り方、着方指導。
希望者には本藍染 (自然発酵逢)紺無地の本綿、麻

布お世話します。要予約。

指導/山田洋子・鈴木朝子。月謝=3500円 。

5月 27日ω  2時半～4時半 食養女性教室 大森
一慈先生 会費1000円。毎月第 2第 4火 l翌日。
5月 28日因 2時半～3時半 太極拳・呼吸法研究会

5月 14日 の項参照。

5月 30日 0 6時 ～8時「家庭の指圧」講習会
講師/峯尾アヤ子。締め切りました。

6月 1日 lB)11時～2時 健康相談講習会 (公開)
5月 5日 の項参照

3時～ 5時半 定例講演会「子供の食養と病気」
講師/大森英桜 会費/1800円 (会員1500円 )
6月 2日 帽)和裁教室I 昼 3～ 5時・夜 6～ 8時
5月 26日 の項参照。要予約。

6月 7日 、 8日 正食医学講座 各種病気と望診法

前期 別頁をごらんください。

6月 9日0 和裁教室Ⅲ 昼 3～ 5時・夜 6～ 8時
6月 10日凶 食養女性教室 大森―懸先生。
6月 11日因 太極拳・呼吸法研究会
6月 13日倒「家庭の指圧」講習会。締め切りました。

6月 14日国  1～ 4時 手づくリバン講習
講師/横田和敏 (申 し込みは 465・ 5021)1000円

6月 15日 lH)「手打ちソバと料理の基本」講習会

2～ 4時/講師は「武蔵野そば処」主人、そばつく

り30年の斎藤博さん。要予約。会費/2000円

オーサワジャパン全商品特売日 5月 5日 。18日・

6月 1日 。21日 。22日 。3000円 以上お買い上げの

方、1000円 につき 100円 のチケットがつきます。
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夏の健康学園は、長野・木島平で.4/

■

編

集

後
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（
４
月
号
の
記
事
で
）

「桜
沢
先
生
が
、

塩
１０
キ
ロ
、
玄
米

一
俵
を
用
意
せ
よ
、
と
書

い
て
い
る
の
は
、　
一
人
分
か
ど
う
か
」
と
い

う
往
復

ハ
ガ
キ
の
問
い
合
わ
せ
が
来
た
。

そ
う

い
う
こ
と
ま
で
、
返
事
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
　
あ
る
い
は
、

「漠
然
と
書
く
の
は
い
け
な
い
」
と
い
う
ご

注
意
な
の
で
し
ょ
う
か
？

●
こ
の
前
の
戦
争
の
時
、
桜
沢
先
生
の
忠
告

で
塩
を
買

っ
て
持

っ
て
い
た
人
は
、
　

・
自
分
で

使
う
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

替
え
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
役
に
立

つ
時
が
来
て
は
い

け
な
い
し
、
こ
な
い
こ
と
を
願
う
の
で
す
が
、

″備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
″
で
す
。

●
４
月
の
正
食
医
学
講
座
で
、

「何
か
、
Ｃ

Ｉ
は
、
危
機
を
あ
お
つ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
ん
な
も
の
を
見
る
と
、
不
安
に
な

っ
て
、

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
も
わ
る
く
な
る
し
、
ど
う

い
う

つ
も
り
な
の
か
」
と
い
う
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｃ
Ｉ
は
、
外
部
の
ど
ん
な
団
体
、
個
人
の

意
向
に
も
左
右
さ
れ
て
動

い
て
い
ま
せ
ん
。

地
平
線
の
彼
方
に
、
危
険
の
兆
候
が
出
没
し

て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
触
れ
な

い
、
と
い
う

の
は
、
明
ら
か
な
怠
慢
で
し
ょ
う
。
少
な
く

と
も
、
日
本
か
ら
数
千
キ
ロ
離
れ
た
所
で
は
、

そ
の

″危
険
″
の
真

っ
最
中
な
の
で
す
か
ら
。

日
本
人
さ
え
よ
け
れ
ば

い
い
、
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
は
、　
一
夜
に
し
て

政
府
が
変
り
、
旗
が
変
り
、
お
金
が
変
る
と

い
う
激
変
を
、
先
祖
代
々
、
何
べ
ん
と
な
く

経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
有
史

以
来
、
そ
ん
な
こ
と
を

一
度
も
知
ら
な
い
日

本
民
族
は
、
何
と
幸
せ
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ

●
今
、
売
れ
て
い
る
本
の

一
つ
に
、

ハ
ワ
ト

ド

・
ラ
フ

『破
局
に
備
え
る
』

（堺
屋
太

一

訳
、
講
談
社
、
千
四
百
円
）
が
あ
り
ま
す
。

万

一
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
が
急
進
し
て
、

銀
行
も
通
貨
も
流
通
機
構
も
機
能

マ
ヒ
す
る

事
態
が
来
る
と
し
た
ら
、
各
個
人
は
、
ど
う

備
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な

ハ
ウ
ツ
ー
物
の
本
で
す
。
こ
ん
な
本
が
、

昨
年
、
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

●
残
念
な
の
は
、
そ
れ
が
、
あ
く
ま
で
も
個

人
的
対
策
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ソ
連
は

一
年

分
の
食
糧
国
家
備
蓄
を
し
て
い
る
と
い
う
説

も
あ
る
と
い
う
の
に
…
…
。

（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界
へ
　

五
二
千
一

◎
　
一
九
八
〇
年
　
五
月
号

発
行
日
　
昭
和
五
十
五
年

二
月

一
日

編
集
兼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発
行
所

　

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

〒

一
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大

山
町

一
一
―
五

電
話
　
０
３
１
４
６
９
１
７
６
３
１
代
）

振
替
　
東
京

０
１
１
９
４
１
２
５

7月 50日 (水)～ 8月 5日 (日 )予定

断然涼しい高原、建物は新築のホヤホヤ。山登り、ビクニッ

ク、採集、川遊び、フィールド・アスレチック、オリエンテ

ーリングなど、環境抜群 .′

(ま だ、行事内容、講義、講習、会費などの詳細は未定ですが、「参加しようか」と思う

方は、ハガキで「大人0名、小人O名」と、仮の申込みをしてください。本申し込みのさ
いに優先受け付けます。日程を立てる上での参考に必要ですので。希望事項もお書きそえ

ください。日本CI協会夏の健康学園係あて)

■本誌および日本CI協会のすべての刊行物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による複製は、文書によ
る承認を必要とします。
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リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物性イヒ粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女1生の月几には

やさし<なじむ

植物1生化粧品こそ

最適です。

※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種 )も発売しております。各自然食小売店、

有名デパートでどうぞ″

■リマコールドクリーム       ●リマパー
■リマバニシングクリーム      ●リマヘフ

=リ
マ栄養クリーム        ●リマシヤ

=:リ
マネオクレンジング       |:リ マグル
●リマ洗顔クリーム        ●リマリッラ
■リマフェイトスキンローション弱酸性   41リ マねり

||リマフェイトスキンローションH   :|リマサポ

IIリマフェイトスキンローションQ   =Iリマビコ

東日本販売担当 (新潟 。長野・静岡以東)

リマ 化 粧 品 販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区成増 2-35-14

西日本販売担当 (富山 。岐阜・愛知以西)

リマ化粧品西日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通 2-5-1

電 話(03)976-2525(代 表)               電 話(06)9438101(代 表 )

妥れ ど2Fntitttl


